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はじめに

福岡市美術館では、1990 年の「夏休みこども美術館」の開始以降、子どものための教育活動を年間を通じて定

期的に行っている。全国的に見ても、子どものための展覧会やあるいはワークショップ、学校団体の受け入れなど

子どものための活動は、美術館で定着しているといっていいだろう。しかし、一方で、子ども、特に未就学児を連

れての作品鑑賞は、利用者の一部にとっては受け入れがたいもののようである⑴。本論で扱う「ファミリー DAY」

は子どもとその保護者に、当館の開館記念日を周知するという目的とともに、家族で美術館を楽しむという体験を

してほしいという考えで開催している（口絵 1）。本論では、まず最初に、さまざまに種類のある博物館の中でも「美

術館」である当館とそのほかの館種との入館者データから、子どもとその保護者にとって美術館がどういう場所で

あるかを考える。次に、歴史的・社会的状況から美術館と利用者としての子どもとの関係性を考察する。それらを

踏まえ、ファミリー DAY でとられたアンケートの分析から、ファミリー DAY が利用者と美術館にとってどのよう

な意味があるかを考察する。

来館者としての子ども

本章では、当館と館種の違う博物館で入館者の様相がどのように違うのか、あるいは同じなのかを見ていきたい。

当館との比較として、できるだけ人口や環境の違いが生じないよう、まずは福岡市内にあり福岡市運営である歴史

系博物館・福岡市博物館、そして隣接する都市にあり、同じく市立の自然史・歴史系博物館・北九州市立自然史・

歴史博物館いのちのたび博物館をとりあげる。また、2020 年度以降は新型コロナウイルス感染症の影響により、

休館や人数制限を余儀なくされたということもあり、比較するには適当ではないと判断し、2019 年度の入館者デー

タを比較することとした。なお、福岡市博物館、いのちのたび博物館については、既に公開されている年報のデー

タを参照した。ただし、福岡市博物館については入館者の年齢区分がある常設展示の入館者数を用い、それに合わ

せ福岡市美術館については、館内データとして集積されているコレクション展示室の入館者数を参照した⑵。それ

が表 1 である。それぞれの入館者、すなわち一般（大人）、高大生、小中生（中学生以下）の割合を比較してみたい。

まず、3 館とも高大生の割合が最も少ないという共通項を持っていることに気づく。また、いずれの館も一般（大人）

の割合が最も多いが、福岡市博物館については、他の 2 館に比べて大人の来館者が最も大きな割合になっており、

逆に福岡市美術館は、中学生以下の割合が 10％と 3 館の中で最も低くなっている。ただし、福岡市美術館につい

ては、「障がい者・介護者」と「その他」の年齢層がわからないため、純粋に年齢層だけで分けた場合、一般（大

人）、高大生、小中生（中学生以下）の割合は多少前後する可能性はあろう。しかし、「その他」の内訳はボランティ

アや学校の引率教員などであり、主に大人と考えられ、かつ、今の割合で、中学生以下は福岡市博物館より 10 ポ

イント、いのちのたび博物館と比べると 17 ポイントも低くなっており、順位が変わるほどの変化はないだろうと

予想される。もう一つ、特徴的なのが、いのちのたび博物館が「未就学児」を入館者として計上しているという事

である。小中学生と未就学児を合わせると、いのちのたび博物館の入館者の半分以上がいわゆる「子ども」である
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ことがわかる。なお、福岡市美術館は、未就学児については個別の項目は設けず、中学生以下に計上している。ま

た、いのちのたび博物館は小中学生の入館料料金をとっているが、福岡市美術館、福岡市博物館は中学生以下無料

となっている⑶。

2019 年度の 3 つの館の入館者比較

福岡市美術館

　 一般 高大 中学生以下 65 歳以上 障がい者
介護者 その他 計

数 67,263 6,401 11,749 7,065 5,481 18,752 116,711

％ 58 5 10 6 5 16 100

※％については小数点以下は四捨五入。なお、本年度の 4 月～ 5 月 26 日は全館展示室を使用したリニューアルオープン展期間中であったため、
その入館者数は計上されていない。

福岡市博物館

　 一般 高大生 小中生 計

数 89,447 9,810 25,014 123,271

％ 72 8 20 100

※％については小数点以下は四捨五入

北九州市立自然史・歴史博物館　いのちのたび博物館

　 大人 高大生 小中生 未就学児 計

数 205,887 12,818 122,164 111,994 452,863

％ 45.5 2.8 27 24.7 100

このことから、相対的に考えて、やはり自然史・歴史系の博物館に比べて、美術館は子どもが行くという場所

とは認識されていないということが推測できる。もちろん、各館の構造上、入館者をどのように数えるかの違いや、

またチケット区分から割り出される入館者の分類の違いなどがあるため、そのまま数値を比較するのはやや乱暴に

すぎるかもしれない。しかし、福岡市美術館に比べ、いのちのたび博物館は有料であるにもかかわらず小中学生の

割合が多くなっていることや、未就学児も一つの群になるほどの多さで来館しているということを考えても、また、

ほぼ同じ条件にも関わらず、福岡市博物館の方が小中学生の割合が大きいことを考えても、自然史・歴史系の博物

館の方が「子どもが行きやすい」と認識されていると仮定することはできるだろう。

子どもと美術館の教育普及活動

美術館と子どもについて、2022 年 2 月 12 日の朝日新聞に「美術館に赤ちゃん連れ NG?」という投稿記事が掲

載された。その投稿に対し、3 月 2 日、3 月 28 日と意見を募る形での記事掲載があった⑷。この記事内容は、前

章の「美術館は他の博物館に比べて相対的に子ども連れで行きにくいイメージがある」という仮説の傍証の一つに

数えられるだろう。しかし、「美術館に赤ちゃん連れ NG?」と感じるのは、なぜだろうか。記事にもあるように、
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一つに、美術館の中では静かにしなければならないという「暗黙の了解」があるからではないだろうか。しかし、

この「静かにする」というのは、例えば「作品に触らない」などのように作品保存のためなどの合理的な理由があ

るわけではなく⑸、あくまでも「他の来館者に迷惑をかけない」という配慮によるものである。つまりは、来館者

同士がどのように感じるかが課題となってくるわけである。しかも、この「配慮」を、すべての美術館ではないも

のの、当館を含め美術館自体が「美術館のルール」として来館者に向けて発信し、その習慣を補強しているという

ことは事実である（図１）。

それにしても、美術館で静かにしなければならないという「暗黙の了解」はいつどのように醸成されたのであろ

うか。はっきりと述べることはできないが、1930 年発行の『博物館研究』の 3 月号には、博物館事業促進会（現・

日本博物館協会）理事である矢代幸雄の講演会記録として下記のような文章が掲載されている。

「美術館は静かであつて欲しい、演説に依つて美術品が解説されない方がよい・・・」⑹

また、同年 6 月号にはその続きが掲載されているが、そこには「五、美術館組織及び経営上の原則」とあり「（二）

社会教育的ノ為メ二為サル可キ設備」に「コレハ上述ノ研究者本位ナル根本方針ヲ棄サザル範囲二於テ、静カニ且

ツ印象深ク行フコトヲ得ベシ。」とある⑺。この一事例だけで断じることはできないが、少なくとも戦前には「美

術館は静かであるべきだ」という考えが博物館業界の中でも流布していたことがうかがえる。

図１
福岡市美術館スクールツアーパンフレット

（2018 年作成）より

「ご来館にあたり、次のことをお願いしていま
す」の中に、「他のお客様の鑑賞を妨げないた
め・・・大きな声を出さない」とある。
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しかし、一方で、常に日本の美術館が子どもの利用者を排除してきたかといえばそうではない。例えば、同じ

『博物館研究』の 1928 年の Vol. Ⅰ No.1 には、イギリスの事例として学校生徒への美術館の役割の重要性を説く

記事が掲載されている⑻。また、時代は下るが、1970 年代以降、地方美術館が建設されるようになるに従い、子

どもあるいは家族向けの展覧会や教育活動が増えてくる。1980 年代には横浜美術館のように子ども専用の空間を

設けるところや、教育専門の学芸員や職員を雇用し、積極的に子ども向けのプログラムを実施する館も出てくる⑼。

2010 年代には乳幼児とその保護者のための教育プログラムとして「ベビーカーツアー」などを実施する美術館も

出てくる。むしろ、1990 年代以降、美術館は、積極的に「子ども」を利用者としてみなしてきたと考えることが

できる。

結論を言うと、このような積極的な子どものための活動と、「静かにするべき」という間接的に子どもを排除す

る「美術館のお約束」という相反する思想が美術館側にも利用者側にもあり、それが「しゃべらない」という新型

コロナウイルス感染拡大防止策とあいまって、矛盾が顕在化したのが現在なのではないだろうか。

ファミリー DAY を実施してわかったこと

2013 年、福岡市美術館の教育普及活動として、若いファミリー世代に向け、開館記念日の周知と、家族で体験

する美術・美術館の楽しさ、面白さを知ってもらうために、ファミリー DAY は始まった。以降、毎年開催されて

いる。本企画は、11 月３日の福岡市美術館開館記念日を中心に、前後 2 日間の週末を合わせ、3 日間を期間とし、

いずれの日も10:00～15:00の間に、館内の複数個所で同時にさまざまなプログラムを実施するというものである。

プログラムは、基本的には当日に受付、定員のあるものは先着順、そうでない場合は時間中いつでも参加できるよ

うにしている。ただし、2016 年から当館はリニューアルのための休館に入ったので、同年は夏休み期間中に 1 日

のみ開催し、2017 年は市内の児童館にて事前応募制で、また 2018 年はオープン前の当館展示室にてやはり事前

応募制で開催した。さらに、2020 年から 2022 年にかけては、コロナ禍ということもあり、アートスタジオ等比

較的閉じた空間でのワークショップは、一部を除き事前応募制をとった。

各プログラムについては、年ごとに内容を変えてはいるが、ボランティアによるギャラリートーク、作品を見な

がらクイズを解いたり自分の考えを書くワークシート、当館コレクションのぬりえ、そして未就学児のための制作

ワークショップ、さらにはアーティストなどによるワークショップなどで、さまざまな年齢の子どもたちとその親

が、年齢に応じてプログラムを選べるようにしている。また、当館のボランティアおよび近隣大学生がボランティ

アスタッフとして各プログラムをサポートするため、彼らの交流の場ともなっている。

さて、ここで次ページの表 2、表３を見てもらいたい。表 2 は、これまでのファミリー DAY の参加者数の推移

である。表 3 は 2022 年に開催されたファミリー DAY で実施したアンケートによる、参加者の年齢の内訳である。

図 2　ファミリー DAY2022 より
作品や建物についてのクイズを解く

「かいとうキッズ 美術館の謎をとけ！」

図 3　ファミリー DAY2022 より
コレクション作品のぬりえ

図 4　ファミリー DAY2022 より
未就学児童対象の制作ワークショップ

「ミニミニワークショップ」
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表２を見ればわかる通り、ファミリー DAY の参加者は、同企画を開始した 2013 年は子どもの数が 638 人だっ

たが、リニューアルオープン後の 2019 年は 886 人、そして 2022 年には 1067 人とかなり増えている。なお、

大人の数は開始当初はプログラムによって数えたり数えなかったりと正確な数字とは言えない。リニューアル

オープン後は基本的に保護者の数も数えているため、一見、大人の数がかなり増えているように見えるのはその

せいであることを付け加えておく。また、表 3 の年齢層の内訳をみると突出して未就学児が多いことがわかる。

実は、2013 年を除き、ファミリー DAY のチラシは福岡市内の小学校 2 年生全員に配布するようにしているの

だが、確かに、小学校の他の学年よりも小学校 2 年生が多くはなっているものの、それに比しても未就学児の

ほうが多いことはわかるだろう。実は、2014 年、2021 年にも同様のアンケートを取っているが、未就学児が

突出して多いことは変わらない。一方で、自由記入欄を見ると「未就学児が美術館に行くきっかけとなりよかっ

たと思います」や「子どもがまだ小さいので、美術館に行く機会がありませんでしたが、一緒に参加して楽しめ

ることができてよかったです。」と普段は子連れで美術館に来にくいと感じている感想も見受けらる。また、「アー

トにふれながら子供と楽しく参加できて良かったです。」「こどもも楽しんでいました」と、親子で楽しめたこと

がわかる感想が散見される。アメリカでの来館者調査によると、家族は「家族のイベント」として美術館・博物

館に行くということだが (10)、本アンケートの自由記述からもそのことが垣間見られる。

終わりに

ファミリー DAY の参加者数推移とアンケートからも、美術館に来たいと思っている、未就学児を持つ保護者は、

表２
※ 1　8 月 7 日のみ開催
※ 2　福岡市立中央児童会館にて 11 月 4 日の
み開催。事前応募制。
※ 3　11 月３日のみ 100 組の家族限定で事前
応募制で開催。

表３　
2022 年ファミリー DAY のアンケートよ
り。参加者の年齢内訳
※集計は鬼本佳代子、﨑田明香、中原千
代子、八並美咲で行った。
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潜在的にもかなりいるということが推測できる。本企画については、徐々にではあるが、リピーターも増えてお

り、アンケートからも今後も子どもと美術館に来ることを考えている人が多いこともわかる。さらに、前述した

ように、本企画には近隣大学生、特に福岡教育大学の学生が多くボランティアスタッフとして参加している。将

来教員となる可能性の高い学生たちが、この企画にボランティアとして参加することで「美術館は子どものため

の施設ではない」という偏見や「静かにしなければならない」という考えを改めていることには、変化の希望も

感じられる。福岡市美術館において、さまざまな利用者がまじりあうファミリー DAY は、新しい美術館像を発

信する場の一つとして、機能していると言えるのではないだろうか。とはいえ、美術館に対する考えを内外とも

に変化させるにはなお時間が必要だろう。しかし、美術館・博物館はあらゆる人々のための教育・文化施設であ

るというのであれば、未来ある子ども達の体験を奪うべきではない。一方で、同じ理由で「静かでいてほしい」

と願う人たちのことも排除すべきではないだろう。美術館としては、常に利用者と対話し続けると同時に、これ

までの「暗黙の了解」を上書きするのではなく、人々の心理的障壁を取り払う場がもっと必要なのではないだろ

うか。福岡市美術館においても、ファミリー DAY という特別な場だけでなく、日常的にもそのような場をつくっ

ていきたいと考える。

（おにもとかよこ　福岡市美術館主任学芸主事）
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（６）矢代幸雄「美術館問題」『博物館研究 vol. Ⅲ　No.3』（日本博物館協会、1930 年 3 月 1 日）p.2

（７）矢代幸雄「美術館問題」『博物館研究 vol. Ⅲ　No.6』（日本博物館協会、1930 年 6 月 1 日）p.3

（８）「博物館及美術館に於ける美術教育」『博物館研究 vol. Ⅰ　No.1』（日本博物館協会、1928 年 6 月 1 日）p.8

（９）鬼本佳代子「福岡市美術館「夏休みこども美術館」の歴史的変遷とその効果について」『福岡市美術館研究紀

要　第 1 号』（福岡市美術館、2013 年）pp34-45　

（10）ジョージ・E・ハイン『博物館で学ぶ』（同成社、2010 年）
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１. はじめに

本稿は福岡市美術館所蔵の藤野一友《騎士》（口絵２）の修復処置中に認められたワニスの白化現象について

発生の要因を明らかにし、修復処置方法について改めて考察するものである。本作は福岡市美術館主催の「藤野

一友と岡上淑子」展（会期　2022 年 11 月 1 日（火）～ 2023 年 1 月 9 日（月・祝）、会場　福岡市美術館特

別展示室）の出品に先立ち、保存修復処置の対象としていた。修復作業中、処置の一環で絵具層の浮き上がりを

接着するために電気ゴテを用いてシリコンシート越しに加温、加圧作業を行ったところ、作品表面の一部に白色

化が認められた（図１, ２）。幸いにも溶剤を用いたその後の修復処置でこの症状はすぐに治まったが、普段行う

修復作業でもこのような現象が発生することを過去にも経験したことがあった。発生時の作業内容から、作業中

に利用した熱や圧力がこの現象に関連していることは容易に考えられる。しかし、その発生の直接的な理由は明

らかではなかった。そこで、そもそも何故このようなことが起きたのかその仕組みを探り、先行研究と比較しつ

つ課題と対応策について考察することとした。これは作業中に認められた些細なインシデントともいえる。しか

し、こうした小さな事例でも公表していくことで、今後他の事例で同じ要因の被害を引き起こさないよう予防す

る上でも、資料として重要な意味を持つと考えている。

２. 作者と作品の基本情報

作者である藤野一友（生年 1928 年 - 没年 1980 年）は戦後の日本国内において幻想的な表現を探求し続けた

作家である。詳細は展覧会図録『岡上淑子・藤野一友の世界』⑴で詳しく述べられているので参照されたいが、

油彩画や素描を数多く残しており、当館が所蔵する主な作品は 300 点を超える。うち、本作はこの所蔵作品の

一つで、1965 年頃に制作されたキャンバスの油彩画で、サイズは 41.0 × 31.7cm である。同年に本作を基に

制作したと考えられる《肉を着た鎧》（1965 年作、油彩・画布、162.0 × 97.7cm）も所蔵している。次に本作

の修復前の状態について説明する。画面右下には「K.Fujino」と署名があり（口絵２、図３）、裏面木枠右下に

はサイズを表す「F ６」の焼き印が認められた（図４）。支持体となるキャンバスの緩みに伴い画面の絵具層に

木枠当たりが発生していたが、それ以外でも絵具層の亀裂が多く、特に背景の空部分の絵具層は浮き上がりと剥

落が複数個所認められた（図５）。ただし、全体的に絵具の固着状態は良好である。表面にはワニスが塗られて

おり、めくれたような浮き上がりや剥落が発生していた。これはキャンバスの緩みに加えて絵画で使われた支持

体や絵具、ワニスそれぞれの伸縮性の違いで起きたと考えられる。また、画面右上および左下の空部分には茶褐

色の粘着質な汚れが付着していた。作品は額縁の入子寸法よりも小さく額から外れやすい状態であったため、一

時的な補強を目的として紙製のスペーサーと釘で固定されていた。木枠には楔は取り付けられていなかった。過

去の修復歴はない。

渡抜由季

【報告文】修復作業中に起きたワニスの白化現象について
の一考察：藤野一友《騎士》を事例に
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３. 処置方針と工程

ワニスの白化現象のテーマに触れる前にこの現象に至るまでの本作の修復について方針も含め先に述べたい。

主な損傷はキャンバスの緩みによる木枠当たり・亀裂・浮き上がりである。これは温湿度の変化によって起こり

うるもので、美術館収蔵庫等の一定の温湿度環境下にて保管すればある程度予防することが可能といえる。とは

いえ、既に起こっている木枠当たりや亀裂・浮き上がりは美観の問題や取り扱いのリスク増加も懸念されるため

修復する必要があった。そのため根本的な問題であるキャンバスのたわみや変形を修正することを一番の目標と

設定し、修復処置を行った。目標となるたわみや変形修正は、はじめにキャンバスを木枠から取り外し再度張り

込み直すことで改善した。なお、キャンバスに張りしろを追加し、木枠に折り込み固定することで額縁と作品の

隙間を塞いだ。次に作品の表面に付着した汚れを洗浄し取り除くこととした。汚れはペトロールで溶解すること

が分かったが、この溶剤でワニスも溶解することが処置前調査の一つである耐溶剤テストで分かった。ワニスは

絵画の画面保護を目的として塗布されるものであり、かつ経年変化を外観上で認知することが出来るものでもあ

るため、除去すべきか否か検討する必要があった。そこでワニスを残すかどうか展覧会担当者に確認を取り、制

作当初の色合いを保持するためにも出来うる限り残す方針とした。亀裂や浮き上がり、剥落箇所は膠水や必要に

応じて電気ゴテを用いて絵具層を接着することで補強した。剥落箇所は鑑賞者の視線が損傷部に集中しないよう

目立たない程度に補彩した。額と作品の固定に使われていた釘は錆が目立ち始め、耐久性に不安があるため取り

外し、T 字金具を取り付けることで固定した。（図６）

４. 作品の白化現象について

本作品に白化現象が認められたタイミングは浮き上がり接着作業のために電気ゴテを用いて加温・加圧してい

たときであることから、温度や圧力に起因する損傷であることは容易に想像できる。ただし、症状そのものは火

傷にみられる火ぶくれとは異なっていた。発生した現象を顕微鏡で確認したところ、絵具層の上に塗布されたワ

ニスに微細な穴や気泡が数多く見られた（図２）。ただしこの現象はワニスに限定したもので、絵具層への影響

は認められなかった。

ワニスの白色化に関連する損傷は一般的にはブルーミング（Blooming）とブランチング（Blanching）が該当

する。ブルーミングは油絵具から抽出された成分（遊離脂肪酸、金属石鹸、ワックスまたはその分解物）が表面

に移行し、堆積していく現象である⑵。一方のブランチングは、絵具やワニスの層の中に発生する微細な欠陥（空

洞、顆粒など）により、その部分が明るくなったり、白っぽく見える現象である⑶。近年の研究によると変質し

たワニスや絵具の層に数 nm から数μ m の球状の孔が存在し、光の散乱で白く見えるということが明らかとなっ

た⑷。いずれもワニスに関わるものだが、ブルーミングは表面上に限定して起こるものであるのに対し、ブラン

チングは内部まで損傷しているケースがあるという点で明確な差異がある。この違いで比較すると本作に起こっ

た現象はブランチングに似ているといえる。

では何故このような現象が起きたのか。まずは温度から検証してみたい。今回、修復用に用いたコテは 70℃

に調温し使用していた⑸。ワニスとして作品に塗布されていたと思われるダンマル樹脂⑹は、軟化点が 70 ～

80℃、融点が 100 ～ 160℃としている⑺。一方、浮き上がり接着に適切とされる温度は 30 ～ 80℃で⑻、60℃

や 70℃を推奨する報告もある。しかし、いずれも膠水の溶解する温度を論拠とする場合⑼や、絵具層を柔らか

くするため（10）といった接着剤と絵具に限定するものであり、ワニスについての報告は事例は筆者が調べる限り

ではなかった。そこでワニスの溶解について簡易な実験を行うこととした。

まず試料として、ダンマル樹脂（スマトラ産）をα - ピネン溶液で 30wt% に混合した溶液を準備した。次に



9

ガラス板に混合溶液を縦 40mm ×横 40mm 厚さ約 0.1mm に塗布し、22℃、55％の常温常湿下にて５日間乾燥

させた。乾燥後、70℃に温めた電気ゴテを各試料に緩衝材を通して５秒間均一にあてた。コテをあてた回数は

それぞれ０、１、２、３、４、５、６回の７種類で、緩衝材としてシリコンシート、PET フィルムを使用したもの、

緩衝材を使わず直接コテをあてたものも含め計３種の方法で試みた。外観の変化を実体顕微鏡下にて観察したと

ころ、緩衝材の種類による明らかな外観変化があった。実体顕微鏡による観察では、シリコンシートを緩衝材と

して用いた場合の試料は表面にシートの微細な凹凸が写し取られており、肉眼で見た場合白っぽく色が変化した

ように見えた（図７）。PET フィルムを緩衝材とした場合は、試料に設置した際に偶然できたフィルムの気泡が

そのままワニスに写し取られ、さらに言うとコテの際（きわ）部分があたった箇所に微細な気泡も認められた（図

８）。なお、緩衝材が無い場合は単純に軟化しクリームのようにコテに接着した。この実験から、電気ゴテの温

度を 70℃に設定した場合でも微細な気泡が発生する可能性があること、ワニスの軟化によって緩衝材表面の凹

凸が写し取られる可能性があることが分かった。

５. まとめ

本作が部分的に白化した箇所は絵具層の浮き上がりの際 ( きわ ) 部分であり、他の個所よりもコテによる負荷

がよりかかったといえる。また、実験でも明らかとなったように、浮き上がり接着作業で推奨される温度であっ

てもワニスは軟化し、形状の変化や微細な気泡が発生する可能性があることが分かった。つまり、ワニスが白化

したとしても温度を厳守していれば、後の作業工程で問題なく復旧することが可能と考えることが出来るかもし

れない。ただし、今回実験に用いた樹脂は新しいものであり、美術館の所蔵作品に用いられているケースとは時

間の蓄積が異なるため、一概に言う事は出来ない。引き続き慎重に対応していく必要があるといえる。

また、そもそも熱や圧力をかけずに接着する手法を探ることも重要だろう。例えば、裏側から絵具の剥離箇所

を吸引、接着するという方法もある（11）。もし表面から加温したとしても、裏面からの吸引に伴う気化熱によっ

て接着剤の温度が即座に冷却されることも考えられる。また、ワニスの残し方に対する考え方を再考するのも一

つの手だと考えられる。当初は色合いを残すためにワニスを残すという方針であった。それならば始めにワニス

を全て取り除き、最後の作業で古色のついたワニスを新規で塗布する、という考えも選択することが出来る。全

てをマニュアル化または統一するということは決して出来るわけではないが、可能性を絞りすぎずに適切な選択

をしていくよう引き続き注意していきたい。

最後に紀要執筆に際し掲載を許可してくださったご遺族の方に深く感謝申し上げます。

（わたぬきゆき　福岡市美術館学芸員）

＜註＞

（１）岡上淑子・藤野一友（著）福岡市美術館（編）『岡上淑子・藤野一友の世界』河出書房新社

（２）Michael von der Golz, Ina Birkenbeul, Isabel Horovitz, Morwenna Blewett, Irina Dolgikh, Consoli

dation of flaking paint and ground, Conservation  of Easel Paintings, Routledge, 2012, p.234

（３）https://www.getty.edu/vow/AATFullDisplay?find=bloom&logic=AND&note=&english=N&prev_page=1&subje

ctid=300186215（最終アクセス日 2022 年 11 月 22 日）

（４）Anaïs Genty-Vincent・Théo Phan Van Song・Christine Andraud・Michel Menu, Four-flux model of the

light scattering in porous varnish and paint layers: towards understanding the visual appearance
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（６）ワニスの分析はせずミネラルスピリットで溶解したこと、当時の画材流通の状況から推察した。
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（９）Tatyana Petukhova and Stephen D. Bonadies, Sturgeon Glue for Painting Consolidation in Russia,
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（10）Gustav A. Berger with William H. Russell, Consolidation of flaking paint films, Conservation of

Paintings Research and Innovations , 2000, p.25
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図１　修復中・画面部分図：ワニスの白色化

図３　修復前・画面・通常光

図２　ワニスの白色化（× 160）

図４　修復前・裏面・通常光・額入
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図５　修復前・画面・測光

図７　シリコンシートを緩衝材として加温した試料表面
　　　（× 160）

図６　修復後・裏面・通常光・額入

図８　PET フィルムを緩衝材として加温した試料表面
　（× 160）
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の
画
僧
、
明
兆
の
通
称
）
を
誤
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
53
）
こ
の
茶
事
の
こ
と
は
、註
（
51
）
前
掲
書
所
載
「
飯
後
三
茶
会
」
の
内
の
「
広
尾
其
日
庵
三
徳
の
会
」

に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）
越
沢
太
助
の
こ
と
か
。
越
沢
太
助
（
一
八
八
七
―
一
九
七
〇
）、
号
は
宗
見
。
茶
人
。
金
沢
の
美
術

商
の
家
に
生
ま
れ
、
呉
服
商
「
越
中
屋
」
を
営
む
越
沢
家
に
養
子
入
り
し
た
。
裏
千
家
流
の
茶
人

と
し
て
金
沢
の
み
な
ら
ず
関
東
、
関
西
の
多
く
の
数
寄
者
と
交
流
し
た
。

（
55
）
「
壇
芝
瑞
」（
中
国
元
時
代
の
画
家
）
を
誤
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
56
）
こ
の
茶
事
の
こ
と
は
、『
日
本
の
茶
道
』
通
巻
一
二
三
号
（
昭
和
十
八
年
一
月
発
行
）
一
六
～
一
七

頁
所
載
、
宗
溪
居
士
（
松
永
耳
庵
の
筆
名
）「
三
溪
園
銀
杏
供
養
」
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
57
）
現
在
、
福
岡
市
美
術
館
蔵
「
柿
蔕
茶
碗　

銘
白
雨
」。

（
58
）
正
し
く
は
柏
木
貨
一
郎
。
柏
木
貨
一
郎
（
一
八
四
五
―
一
八
九
八
）、
号
は
探
古
。
徳
川
幕
府
の
普

請
方
、
維
新
後
建
築
請
負
を
業
と
し
た
。
古
美
術
の
鑑
識
に
長
じ
た
。

〈
主
要
参
考
文
献
〉

『
人
事
興
信
録
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（https://jahis.law

.nagoya-u.ac.jp/w
ho/search/w

ho4

）

『
昭
和
人
名
辞
典
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
元
年
）

『
東
京
人
名
資
料
事
典
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
十
六
年
）

『
講
談
社
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
平
成
十
三
年
）

『
角
川
茶
道
大
事
典
』（
角
川
書
店
、
平
成
十
四
年
）

谷
晃
『
近
代
数
寄
者
の
茶
会
記
』（
淡
交
社
、
平
成
三
十
一
年
）
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西
伊
豆
の
記
」
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
現
在
、
福
岡
市
美
術
館
蔵
「
金
銀
泥
梅
花
図
」。

（
24
）
現
在
、
福
岡
市
美
術
館
蔵
「
古
雲
鶴
筒
茶
碗
」。

（
25
）
「
行
李
」（
荷
物
の
運
搬
に
用
い
る
被
せ
蓋
の
箱
。
ま
た
旅
の
荷
物
の
こ
と
）
の
誤
記
。

（
26
）
越
野
柏
斎
。
松
永
耳
庵
に
出
入
り
し
た
指
物
師
。

（
27
）
八
代
六
郎
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
〇
）、
号
は
城
山
。
愛
知
県
犬
山
市
出
身
の
海
軍
軍
人
。
最
終
階

級
は
海
軍
大
将
。
男
爵
。
日
露
戦
争
に
お
い
て
巡
洋
艦
「
浅
間
」
艦
長
と
し
て
出
征
。
大
正
三
年

(

一
九
一
四)

年
、
第
二
次
大
隈
重
信
内
閣
の
海
軍
大
臣
。

（
28
）
正
し
く
は
朝
比
奈
知
泉
。
朝
比
奈
知
泉
（
一
八
六
二
―
一
九
三
九
）、
号
は
碌
堂
。
別
号
に
珂
南
、

不
染
盧
主
人
等
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）「
東
京
新
報
」
初
代
主
筆
、

の
ち
社
長
。
同
二
十
五
年
「
東
京
日
日
新
聞
」（
現
在
の
「
毎
日
新
聞
」
東
京
本
社
の
前
身
）
主
筆
。

（
29
）
広
瀬
武
夫（
一
八
六
八
―
一
九
〇
四
）。
豊
後
国
竹
田（
現
在
の
大
分
県
竹
田
市
）出
身
の
海
軍
軍
人
。

日
露
戦
争
に
お
い
て
ロ
シ
ア
帝
国
艦
隊
を
海
上
封
鎖
す
る
作
戦
（
旅
順
港
閉
塞
作
戦
）
に
て
戦
死
。

二
階
級
特
進
し
て
海
軍
中
佐
。
軍
神
と
し
て
称
え
ら
れ
、
文
部
省
唱
歌
『
広
瀬
中
佐
』
の
題
材
に

も
な
っ
た
。

（
30
）
こ
の
特
別
展
観
の
こ
と
は
、『
日
本
の
茶
道
』
通
巻
一
一
三
号
（
昭
和
十
七
年
三
月
発
行
）
三
九
頁

所
載
、
天
靑
（
粟
田
天
青
の
筆
名
）「
根
津
美
術
館
特
別
観
覧
」
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
31
）
荻お

ぎ
の
な
か
さ
ぶ
ろ
う

野
仲
三
郎
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
七
）。
日
本
史
研
究
者
。
国
宝
保
存
会
、
重
要
美
術
品
等
調
査

委
員
会
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
委
員
会
等
の
委
員
を
務
め
た
。

（
32
）
現
在
、
根
津
美
術
館
蔵
の
「
霰
地
松
梅
図
真
形
釜
」（
重
要
文
化
財
）。
本
体
の
正
面
と
背
面
に
あ

る
陽
刻
銘
は
、正
し
く
は
次
の
通
り
。
正
面
「
奉
寄
進
／
高
野
山
／
宝
幢
院
／
西
坊
公
用
」、背
面
「
永

正
丁
丑
／
施
主
芦
屋
本
／
金
屋
大
工
／
宣
秀
」。「
永
正
丁
丑
」
は
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）。

（
33
）
正
し
く
は
「
不
苦
者
有
智
」。
有
馬
頼
底
監
修
『
茶
席
の
禅
語
大
辞
典
』（
淡
交
社
、
平
成
十
四
年
）

五
八
〇
頁
。

（
34
）
九
代
・
大
樋
長
左
衛
門
（
一
九
〇
一
―
一
九
八
六
）、
本
名
は
長
次
郎
。
陶
芸
家
。

（
35
）
山
下
亀
三
郎
（
一
八
六
七
―
一
九
四
四
）。
実
業
家
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
山
下
汽
船
合

名
会
社
（
現
在
の
株
式
会
社
商
船
三
井
）
設
立
。
第
一
次
大
戦
を
機
に
巨
利
を
得
る
。
他
に
浦
賀

船
渠
（
現
在
の
住
友
重
機
械
工
業
）、
扶
桑
海
上
火
災
保
険
（
現
在
の
三
井
住
友
海
上
）
等
を
設
立

し
て
事
業
を
拡
大
し
、
海
運
業
に
多
大
な
功
績
を
残
し
た
。

（
36
）
「
長
谷
川
某
氏
」
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
37
）
木こ

の
し
ま
お
う
こ
く

島
桜
谷
（
一
八
七
七
―
一
九
三
八
）、
本
名
は
文
治
郎
。
日
本
画
家
。
別
号
に
龍
池
草
堂
主
人

等
。
十
六
歳
の
時
に
今
尾
景
年
に
入
門
。
早
く
か
ら
才
能
を
開
花
さ
せ
、
文
展
で
は
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
第
一
回
か
ら
六
回
連
続
で
入
賞
す
る
な
ど
数
々
の
受
賞
歴
を
も
つ
。
京
都
市
立
絵
画

専
門
学
校
（
現
在
の
京
都
市
立
芸
術
大
学
）
教
授
等
を
務
め
た
。

（
38
）
古
野
繁
実
（
一
九
一
八
―
一
九
四
一
）。
福
岡
県
遠
賀
郡
出
身
の
海
軍
軍
人
。
真
珠
湾
攻
撃
に
お
い

て
特
殊
潜
航
艇
に
よ
る
特
別
攻
撃
隊
と
し
て
参
加
、
戦
死
し
た
九
名
の
内
の
一
人
。
二
階
級
特
進

し
て
海
軍
少
佐
。「
九
軍
神
」
に
数
え
ら
れ
る
。

（
39
）
こ
の
茶
事
の
こ
と
は
、
註
（
１
）
前
掲
書
の
下
巻
・
一
五
八
～
一
六
一
頁
所
載
「
信
濃
町
瓢
庵
茶

事　

四
月
十
四
日
正
午
」
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）
正
し
く
は
健
太
郎
。
山
田
健
太
郎
（
一
八
九
七
―
一
九
八
〇
）、
号
は
瓢
庵
。
美
術
商
。
東
京
美
術

倶
楽
部
の
監
査
役
、
同
第
六
代
社
長
、
同
取
締
役
会
長
等
を
務
め
た
。

（
41
）
正
し
く
は
保
次
郎
（
健
太
郎
の
父
）。
山
田
保
次
郎
（
一
八
六
〇
―
一
九
四
三
）、
号
は
松
荷
庵
。

美
術
商
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
茶
道
具
店
「
玉
鳳
堂
」
を
創
業
。

（
42
）
こ
の
茶
事
の
こ
と
は
、『
日
本
の
茶
道
』
通
巻
一
一
七
号
（
昭
和
十
七
年
七
月
発
行
）
二
一
～
二
三
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〈
註
〉

（
１
）	
こ
の
茶
事
の
こ
と
は
、
松
永
耳
庵
『
茶
道
春
秋
』（
昭
和
十
九
年
刊
）
下
巻
・
二
一
一
～
二
一
三
頁

所
載
、
横
井
飯
後
庵
（
夜
雨
）「
柳
瀬
山
荘
」
に
も
一
部
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
横
井
が
柳

瀬
山
荘
に
着
い
た
の
は
夕
方
で
、
仰
木
と
丸
岡
は
す
で
に
濃
茶
を
拝
服
し
、
茶
碗
拝
見
の
折
で
あ
っ

た
。
そ
の
日
横
井
は
山
荘
に
泊
ま
り
、
翌
日
も
行
わ
れ
た
松
永
の
茶
事
の
様
子
を
克
明
に
記
録
し

て
い
る
。

（
２
）	

前
田
南
斎
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
八
）、
本
名
は
兼
吉
。
木
工
芸
家
。
特
に
桑
材
を
用
い
た
作
品
を

得
意
と
し
た
。

（
３
）	

裏
千
家
の
茶
人
・
石
川
宗
寂
（
一
八
四
九
―
一
九
三
九
）
は
、
こ
の
時
す
で
に
故
人
と
な
っ
て
い
る
。

仰
木
の
記
憶
違
い
、
ま
た
は
別
人
物
の
名
を
誤
記
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
定
か
で
は
な
い
。

な
お
石
川
は
『
雲
中
庵
茶
会
記
』
に
お
い
て
昭
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日
条
「
星
ヶ
岡
寮
会
」（
本

書
影
印
本
上
巻
・
一
二
〇
頁
）
に
登
場
し
て
い
る
。

（
４
）	

「
遠
藤
老
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
或
い
は
遠
藤
為
春
の
こ
と
か
。
遠
藤
為い

し
ゅ
ん春

（
一
八
八
二

―
一
九
六
九
）、
本
名
は
弥
市
。
別
号
に
翠
玉
、
城
州
、
泊
堂
。
歌
舞
伎
研
究
家
で
、
松
竹
取
締
役

を
務
め
た
。

（
５
）	

く
し
こ
（
串
海
鼠
）。
腸
を
取
り
去
っ
た
ナ
マ
コ
を
茹
で
、
串
に
さ
し
て
干
し
た
も
の
。

（
６
）	

村
彦
兵
衛
（
一
八
六
九
―
没
年
不
詳
）。
金
沢
の
素
封
家
。

（
７
）	

「
十
巻
抄
」
を
誤
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
８
）	

「
兀
庵
」（
南
宋
か
ら
渡
来
し
た
臨
済
宗
の
僧
、
兀ご

っ
た
ん
ふ
ね
い

庵
普
寧
）
を
誤
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）	

八
田
円
斎
（
一
八
六
二
―
一
九
三
六
）、
本
名
は
富
三
郎
。
美
術
商
、
陶
芸
家
。
金
沢
生
ま
れ
で
、

茶
道
指
物
師
で
あ
る
父
の
影
響
で
幼
い
頃
か
ら
茶
に
親
し
む
。
上
京
し
て
か
ら
美
術
商
を
営
み
、

陶
芸
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
多
彩
な
茶
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
富
雄
は
そ
の
子
息
で
、
美
術
商
。

（
10
）	

松
本
長な

が
し（

一
八
七
七
―
一
九
三
五
）。
シ
テ
方
宝
生
流
能
楽
師
。
八
田
富
雄
の
義
父
。

（
11
）	

仰
木
魯
堂
の
次
男
・
茂
（
一
九
〇
四
―
一
九
八
二
）
と
そ
の
妻
ゲ
ル
ト
ル
ー
ト
。
同
夫
妻
に
つ
い

て
は
『
中
間
が
生
ん
だ
茶
人　

仰
木
魯
堂　

仰
木
政
斎
』（
中
間
市
教
育
委
員
会
、
令
和
元
年
発
行
）

八
～
九
頁
に
詳
し
い
。

（
12
）	

本
書
影
印
本
上
巻
・
三
五
七
～
三
五
九
頁
「
〇
葉
山
静
養
魯
堂
を
見
舞　

七
月
十
七
日
」
参
照
。

（
13
）	

こ
の
茶
事
の
こ
と
は
、註
（
１
）
前
掲
書
の
下
巻
・
一
四
五
～
一
四
九
頁
所
載
「
連
会
感
想
―
自
茶
―
」

に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）	

「
宗
甫
」（
江
戸
時
代
前
期
の
茶
人
、
山
科
宗
甫
）
を
誤
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
15
）	

こ
の
茶
事
の
こ
と
は
、『
日
本
の
茶
道
』
通
巻
一
一
〇
号
（
日
本
の
茶
道
社
、
昭
和
十
六
年
十
二
月

発
行
）
四
四
～
四
六
頁
所
載
、
耳
庵
叟
（
松
永
耳
庵
の
筆
名
）「
禾
日
庵
、
古
法
の
口
切
茶
事
」
に

も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）	

現
在
、
福
岡
市
美
術
館
蔵
「
布
袋
図
」（
重
要
文
化
財
）。

（
17
）	

現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
柿
本
人
麿
像
」。

（
18
）	

現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
芦
屋
松
図
真
形
釜
」。

（
19
）	

こ
の
箱
蓋
裏
の
朱
書
は
、
実
際
に
は
下
記
の
三
行
で
あ
る
。「
松
地
紋
芦
屋
釜
／
松
永
弾
正
従
／
信

長
公
拝
領
」

（
20
）	

こ
の
茶
事
の
こ
と
は
、『
日
本
の
茶
道
』
通
巻
一
一
一
号
（
昭
和
十
七
年
一
月
発
行
）
三
七
～
三
八

頁
所
載
、
集
雪
庵
「「
制
海
」
の
釜
か
け
し
夜
雨
荘
」
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）	
水み

や
が
わ
し
ざ
ん

谷
川
紫
山
（
一
九
〇
二
―
一
九
六
一
）、
旧
姓
は
近
衞
、
本
名
は
忠
麿
。
男
爵
、
貴
族
院
議
員
、

春
日
大
社
・
談
山
神
社
宮
司
、華
道
「
御
門
流
」
家
元
。
近
衞
篤
麿
の
四
男
に
生
ま
れ
、長
兄
に
文
麿
、

次
兄
に
秀
麿
を
も
つ
。
水
谷
川
家
の
養
子
と
な
り
家
督
を
継
い
だ
。

（
22
）	

こ
の
伊
豆
旅
行
の
こ
と
は
、
註
（
１
）
前
掲
書
の
下
巻
・
一
九
六
～
一
九
九
頁
所
載
「
正
月
の
熱
海
、
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歳
末
に
は
誠
に
申
分
な
き

歌
の
意
味
外
一
首　
　
　

表
装
小
紋

金
襴

釜
仐
釜

釻
附
雨
ヅ
ラ

炉
縁
時
代

柿
　

香
合

0

0

志
野
0

0

伽
羅　
　
　

不
昧
公
旧
蔵

炭
斗
樺
組

四
方　

羽
根
鶴　

釻
細
□繰　

火
箸
桑
柄

灰
器
備
前

火
襷　

匙
桑
柄　

お
炭
は
い
つ
も
の
通
り
奥
さ
ん
の
お
手
に
て
至
極
見
事

な
景
色
に
組
入
ら
れ
て
香
器
拝
見
す

伽
羅
の
姿
も
替
り

目
珍
し
き
作
行
き
侘
び
物
に
て
申
分
な
く　

扨
お
懐
石
は　

向
貝
柱
ヲ
ロ
シ
あ
へ

器
絵
唐
津　
　
　

汁
地
味
噌

ヤ
キ
ね
ぎ　

椀0

餅0

、
鴨0

人
参　

焼
物
ク
ジ

北
海
産

器
九
谷
浜
田
屋
在
銘
作

染
附
長
角

進
魚
こ
の
綿

柿
右
衛
門

煮
物
合
鴨
大
根

鉄
鍋　
　

に
て
八
寸
か
ら
す
み

越
後
か
に

自
然
芋
黒
織
部

丸
平
鉢

香
の
物
京
の

ス
グ
キ
器
虫
明
窯

四
ツ
手
網
形

酒
器
黄
銅
銚
子　

徳
利
備
前

火
襷　
　
　

杯
浜
田
屋
作　

菓
子
栗
餅
飴
か
け
蓋
物
に

盆
朱
塗

已
上
時
節
柄
に
も
お
心
入
れ
の
献
立
は
飯
後
茶
と
も
思
へ
ず

配
給
生
活
の
我
々
に
ハ
過
分
な
お
振
舞
に
恐
縮　
　
　

し
て
中
立　

い
つ
も
の
名
銅
羅
を
聞
き
再
入
席
す
る
と

お
炭
直
し
が
あ
り
水
指
運
び
南
蛮
芋頭　

茶
入

0

0

古
瀬
戸

0

0

0

銘
白
髪
鈍
翁
銘
牙
の
0

0

挽
家　

茶0

杓0

銘
■
清
厳
よ
り
と
筒
書　

茶
碗
釘
刻
伊
羅
保

銘
音
常
寺　
　

建
水
曲　

お
茶
は
時
節
柄
不
自
由
ゆ
へ
お
水
屋
に
て

　
　
　

お
挽
立
と
の
事
そ
れ
程
香

気
よ
く
茶
の
本
来
で
も
あ
り

誠
に
結
構
で
あ
っ
た

さ
て
以
上
何
れ
も
良
い
お
取
合
で
あ
っ
た
が
中
で
も
茶
碗
は
兼
て
お
当
家
の
伊
羅
保
ハ
釘
刻
中
東
都
第
一
の
名

碗
と
噂
に
聞
及
び
、
こ
の
秋
箱
根
で
も
お
使
い
其
の
折
自
分
ハ
病
気

と
て
不
参
拝
見
出
来
ざ
り
し
に
今
日
は
か
ら
ず
拝
見
せ
る
仕
合　

こ
の
茶
碗
ハ
大
振
に
て
堂
々
た
る
姿　

殊
に

見
込
に
赤
味
を
帯
び
て
お
り
高
台
一
ヶ
所
窯
破
れ
あ
り　

実
に
見
事
な
茶
碗
で
あ
る　

自
分
は
本
来

伊
羅
保
茶
碗
に
ハ
其
何
れ
に
も
餘
り
興
味
を
持
た
ぬ
者
だ
が
此
茶
碗
は
流
石
噂
の
高
い
丈
結
構　
　
　

で
あ
る　

猶
箱
根
の
折
の
伊
羅
保
ハ
こ
の
音
常
寺
で
な
く
、
元
加
賀
に
あ
り
し
銘
嵯
峨
と
称
す
る
物
と

迹
に
て
聞
い
た
。
訂
正
今
日
の
茶
ハ
記
入
が
前
後
し
た
が

前
茶
の
式
で
あ
っ
た
。

禾
日
庵
主
が
食
器
の
用
い
方
を
見
て
も
一
品
何
万
金

の
高
価
な
物
も
使
ず
時
に
応
し
て
色

々
配
合
せ
ら
れ
る
手
腕
に
ハ

い
つ
も
な
が
ら
敬
服
す
る

お
食
事
後
の
お
淡
ハ
気
分
も
更
り

興
味
深
く

水
指
手
附
曲

塗　
　
　

茶
入

0

0

高
取

鮟
鱇

茶
杓
ハ
時
代

牙

茶
碗
井
戸
脇

小
服

替
庸
軒
手
造

黒
筒　
　

お
菓
子
宮
家
お
下
賜

0

0

0

0

0

菊
花
飴
入　

盆
唐
物
輪
花
式

黄
銅
フ
ク
輪
附

猶
特
に
今
日
花
入

0

0

に
宗
和
作

0

0

0

尺
八

花
ハ
山
椿
で
あ
っ
た
が
こ
の
花
入
は
元
赤
星
家
伝
来
に
て

裏
に
金
文
字
に
て
宗
和
作
と
あ
り

寂
び
竹　

片
身
替
り
の
名
筒　

宗
和
中
こ
れ
程
の
花
入
は

他
に
見
ら
れ
ぬ
程
で
あ
る

予
ハ
先
年
一
度
お
用
い
の
後
も
脳
裡
を
放
れ
ぬ
尺
八
を
今
改
め

拝
見
し
一
入
其
の
感
を
深
く
し
た
の
も
仕
合
で
あ
る

人
心
苛
立
つ
折
り
歳
暮
の
茶
を
頂
き
一
時
の
無
我
の
境
に
過
さ
れ
し
お
主
人
の
厚
意
を
謝
し
お
開
き　

洋
間

に
移
る
と
青
磁
鐘
楼
人
物
の
置
物
あ
り　

除
夜
に
も
程
近
き

こ
の
深
夜
に
対
す
る
意
味
も
こ
も
り　

其
の
巧
者
振
り
と
心
入
に
感
謝
し　
　

耳
庵
翁
の
車
に
て
門
前
迄
送
ら
れ
帰
盧
し
た
。

○
戸
越
八
田
君
正
午
の
茶
　
　
　
十
二
月
廿
九
日

―
―
―
―
―
ｐ
423

　

あ
わ
た
だ
し
き
今
年
も
押
迫
っ
た
今
日
八
田
富
雄
氏
か
ら
松
永
さ
ん
を
一
度
お
越
を
願
い
た
い
と
の
事

で
お
携
し
て
お
携
し
て
出
掛
た

　

扨
待
合
に
通
る
と
（
松
永
さ
ん
と
予
の
外
お
中
間

〔
マ
マ
〕の
水
戸
幸

瀬
津
の
両
君
と
云
ふ
組
合
せ
）

寄
附
ニ
ハ
澤
庵

和
尚
の
芦
雁
の
幅
画讃

釜
重
ね
菊
文

釻
海
老

香
合
伊
賀
の

伽
羅

炭
斗
籐
組

四
方

雑
器
一
式　

普
通
に
て
灰
器

宗
本

懐
石
ハ
キ
ス

細
作
り
甘
酢
器
ハ
寄
せ
九
谷
、
志
野

萩
、
唐
津

汁
三
州

小
蕪

椀
貝
柱　
　

ト
ウ
フ

焼
物
鱒
粉
引
の
鉢

進
め
魚
コ
ノ
綿　
　
　

強
魚
生
ゆ
ば
人
参
若
鳥

八
寸
蟹
の
む
き
身

外
二
種　
　

器
瓢
形

ハ
ン
ネ
ラ

香
物
千
枚

漬

鉢
雲
鶴　

菓
子
し
る
こ　

に
て
動
坐　

中
入
後
席
に
は
床
古
備
前
口

0

0

0

0

破
り
花
入

予
の
旧
蔵

梅
沢
伝
来

獅
子
王
向
玉

臘
梅　
　
　

二
種
を
挿
け　

水
指

0

0

南
ば
ん

0

0

0

赤
絵
蓋

茶
入
丹
波
と
云
ふ

肩
衝　
　
　

茶
杓
有
楽

作

茶
碗
刷
毛
目

銘
最
中

建
水

砂
張
に
て
お
茶
を
頂
く　

広
間
に
移
る
と
床
に
為
恭
0

0

筆

七
福
神
の
画　

金
襴
手

手
附

花
入　

床
脇
是
真
筆
帖　

炉
に
大
角
釜　

な
ど
棚
水
指
と
云
ふ

道
具
備
へ
で

あ
っ
た
が
お
淡
ハ
お
辞
退
し
た
。
連
客
が
商
人
斗
り
で
、松
永
翁
も
大
気
煥
に
歳
末
の
ウ
ツ
を
吹
飛
さ
れ
た
。

　

八
田
君
ハ
先
代
円
斎
老
と
共
に
良
く
釜
を
掛
ら
れ
茶
客
を
招
か
る
。
山
澄
先
代
逝
き
し
迹
当
代
及
水
戸
幸

君
と
共
に
青
年
茶
道
具
商
中
こ
の
三
君
丈
が
釜
を
掛
る
外
他
に
見
当
な
い
存
在
で
あ
る

　

こ
の
歳
暮
茶
に
よ
り
新
年
七
福
神
の
舞
込
事
を
祈
り
お
暇
し
た　

歳
背
□衝
上
の
寒
さ
骨
身
に
泌
む
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猶
後
日
故
翁
に
縁
故
深
き
安
田
小
林
前
田
の
諸
画
伯
も
招
か
れ
た
と
聞
く
も
懐
し
事
で
あ
る

○
大
東
亜
戦
一
周
年
の
茶
　
於
柳
瀬
荘
　
　
　
十
二
月
八
日

―
―
―
―
―
ｐ
420

日
米
戦
以
来
既
に
一
ヶ
年
其
間
多
く
の
尊
い
犠
牲
者
赤
子
を
生
じ
た
が
、
一
死
た
だ
奉
公
の
誠
心
か
ら
、
陸
に
海
に
ハ
タ
空
に
偉

大
な
武
勲
を
輝
し
今
日
迄
国
民
亦
一
身
同
体
の
苦
難
に
耐
へ
幸
い
戦
勝
を
続
け
つ
つ
あ
る
も
、
如　
　

何
せ
ん
資
源
の
封
鎖
は
鉄
の
一
片
さ
へ
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
苦
情
で
あ
る　

如
斯
際
一
般
国
民
は
す
べ
て
慎
む
維
で
は

あ
る
が
人
心
を
鼓
舞
す
る
に
は
、
其
一
周
を
紀
念
も
亦
偲
ふ
べ
く
と
耳
庵
翁
の
紀
念
茶
が
催
れ
た
。

参
ず
る
人
々
ハ
（
近
藤
滋
弥
男
、
團
伊
能
男　

田
中
親
美
翁
、
魯
堂
未
亡
人
と
予
の
五
名
）

冬
が
れ
と
は
云
へ
ま
た
秋
の
名
残
を
留
め
し
山
荘
母
屋
広
間
が

寄
附
に
宛
ら
れ
て
い
る

　

壁
床
に
石
州
の
消
息
文　

三
尺
餘
の
車
軸
大
火
鉢
ニ

大
応
庵
四
方
釜
と
云
ふ

寒
さ
を
し
の
ぐ
お
主
人
の
心
入
れ　

下
手
物
汲
出
し
に

備
前
振
出
を
時
代
盆
に
備
ら
る　

田
舎
屋　

ら
し
く
て
面
白
く　

お
迎
へ
附
に
露
地
伝
い　

土
肥
二
三
好
の
且
坐
席
へ

床
に
「
貫
行

〔
マ
マ
〕の

保
養
父
切

家
の
集

さ
よ
ふ
け
て
云
々
」
台
紙
に

飛
雲
あ
り　

釜0

ハ
古
芦
屋

馬
地
紋
縁
時
代

島
柿
香
合

0

0

無
地
呉
須

0

0

0

0

台
牛　
　

の
名
器

お
炭
ハ
省
略
さ
れ

香
一
炷
の
後　
　
　

懐
石
向
鰤0

細
作
り

器
ハ
織
部

唐
九
郎

作　
　

汁
地
み
そ

小
蕪

椀
鮟
鱇

切
身　

志
野
鉢
ニ
鰤0

の
塩
焼

強
魚
大
根
輪
切

味
噌
か
け
て

進
め
魚
ウ
ル
カ

漬　
　

器
斑
唐
津　

八
寸
百
合

カ
ラ
ス
身

香
の
物
一
夜

漬

器
マ
ダ
ラ
唐
津

歪
鉢　
　
　

酒
器
銚
子
赤
絵
獅
子
ブ
タ

杯
金
襴
手
、
黄
瀬
戸
六
角　

徳
利
粉
引　

菓
子
栗
餅
と
云
ふ
戦
時
急
迫
料
理
に
も
戦
場
を
偲
び
て
は
此
上
な
い
甘
味
で
あ
る
。

お
食
事
を
お
わ
り
林
間
に
設
け

ら
れ
し　
　

腰
掛
に
中
立

幸
ひ
冬
の
日
も

暖
く
間
も
な
く
砲
弾
な
ら
ぬ
銅
羅
の
音
ハ
木
枯
を
か
す
め
て

鳴
り
響
く　

鉦
ハ
加
州
の
住
人
魚
住
の
新
作
餘
音
ハ
あ
る
も
ヒ
ビ
キ
強
く
薄
作
の
為
な
ら
ん
深
み
な
き
を

遺
憾
に
六
点
迄
打
ち
込
ま
れ
る　

お
主
人
の
お
手
練
に
感
極
る
内
、
一
点
の
打
残
し
に
て
お
出
迎
い
ハ
正
次

客
お
二
人
え
の
敬
意
で
あ
る
か
御
趣
味
か
ら
か
誠
に
お
叮
■
な
お
振
舞
に
再
入
室　

床
に
遠
州
作

0

0

0

一
重
切

花
野
菊
の

残
花

が
樫
の
紅
葉
と
共
に　

水
も
し
タ
た
る　
　

風
情
に
挿
れ
て
あ
る

水
指
木
地

曲
　

茶
入

0

0

広
沢
0

0

本
ケ
袋
浅
黄
地

金
襴
　

茶0

杓0

氏
郷
0

0

作

共
筒

茶
碗
有
楽
0

0

井
戸
名
物　

建
水

南
蛮
と
云
ふ
大
名
器

揃
い
に
て
お
ご
そ
か
な

お
濃
茶　
　

が
練
ら
れ
る　

翁
の
お
手
前
も
、
イ
ツ
に
よ
ら
ぬ
謹
厳
ぶ
り　

客
亦
之
れ
は
容
易
な
ら
ぬ
名
物

の
出
現
と
て
総
帥
の
元
に
雑
兵
な
く
と
見
守
る
ば
か
り
で
あ
る
。

器
物
拝
見
茶
碗
は
玉
の
よ
ふ
な
名
碗
茶
入
亦
名
物
と
て
広
沢
中
の
優
品
茶
杓
ハ
之
又
氏
郷
作
の
右
に
出
る
物
な

き
作
品
ハ
秀
吉
旗
下
の
勇
将
家
康
の
心
胆
を
寒
か
ら
し
め
し
丈
豪
健
の
中
に
も
侘
び
あ
る
は
有
楽
井
戸
に
対
し

少
し
も
遜
色
な
き
茶
杓
で
あ
る
。
翁
が
巨
財
を
投
げ
打
ち
同
行
者
を
ア
ッ
ト
驚
し
た
品
々
で
あ
る
。
翁
の
得
意

や
云
ふ
迄
も
な
い　

扨
広
間
に
移
る
と
信
実
三
十
六
歌
仙
佐
竹
本
中
其
巻
頭
住
吉

0

0

を
掛
ら
れ　

備
前

片
壷
花
入
に
山
椿

を
活
ら
れ
書
院
に
ハ
光
悦
0

0

の
巻

炉
に
松
永
釜
と
云
ふ
大
盤
振
舞
で
あ
っ
た
然
し
住
吉
巻
頭
に
備
前
の
片
壷
ハ
一
寸
と
不
釣
合
で

あ
る　

寧
ろ
無
き
方
よ
か
ら
ん
と
思
は
れ
た
。
以
上

口
切
の
茶
で
あ
っ
た
が
懐
石
に
不
自
由
な
が
ら
何
と
か
具
風
の
あ
り
し
も
の
と
考
へ
し
は
時
局
を
知
ら
ぬ
我
ら
の
ヒ
ガ
事
で
も
あ
ら
ん
。
お
開

き
後
山
内
の
秋
色
を
賞
し
東
山
春
草
廬
当
り
よ
り
見
る
武
蔵
野
の
杜
か
げ
日
□旭
旗
の
風
に
な
び
く
も
紀
念
を
祝
す
民
草
の
誠
心
志
木
を
経
帰
京

○
塩
原
禾
日
庵
師
走
の
茶
　
　
　
十
二
月
廿
六
日
夕

―
―
―
―
―
ｐ
421

塩
原
奥
さ
ん
か
ら
四
時
二
十
分
と
云
ふ
時
間
指
定
の
お
招
き
ハ
戦
時
体
制
と
て
或
は
最
近
行
れ
る
飯
後
の
お
催
で
は

あ
る
ま
い
か
と
定
刻
中
門
よ
り
庭
を
経
て
洋
間
に

既
に
田
中
親
美
翁
あ
り　

引
続
き
御
連
客
（
加
藤
犀
水
博
士　

松
永
耳
庵
翁　

杉
本
九
八
郎
翁　

予
と
共
に　

五
名
）

　

御
主
人
自
ら
栗
時
代
盆
に
お
湯
を
進
ら
れ
る　

松
永
さ
ん
か
ら
四
時
二
十
分
の
御
案
内
に
つ
い
て
何
に
か
お
意
味
で
も
あ
ら
ん

と
質
議
せ
ら
れ
た
が
、
主
人
ハ
笑
つ

〔
マ
マ
〕

何
の
意
味
も
な
い
と
の
お
答
へ　
　
　

寄
附
に
鈍
翁
筆

禾
日
庵

0

0

0

の
三
字
が
掛
ら
れ
て
あ
る　

こ
の
庵
号
は
予
の
手
に
て
刻
し
た
木
額
の
下
書
を
お
幅
に
仕
立

ら
れ
し
物
、
扨
ハ
来
る
廿
八
日
鈍
翁
忌
日
を
前
或
は
追
福
の
意
味
で
は
あ
る

い
か
と
予
は
想
像
し
た
。
禾
日
庵
に
入
席
す
る
と
定
家
卿

0

0

0

筆
「
五
十
番

歌
合

へ
た
て
ゆ
く
よ
も
の
お
も
か
け
か
き
く
ら
し

雪
と
な
り
え
る
歳
の
く
れ
か
な

」
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風
炉
朝
鮮
大
壷

打
ち
破
り

釜
真形　

釻
附
鬼　

こ
の
風
呂
凡

高
サ
二
尺
程

水
指
釣
木地　

茶
入
金

0

0

0

林0

〔
マ
マ
〕

寺0

裏
ニ　
　

如
意
輪
寺

0

0

0

0

の
朱
書　

茶
杓
庸
軒
作
共
筒

銘
鼡
喰　
　
　

不
見
老
へ　

茶
碗

0

0

柿0

の
蔕0

銘
白
雨
不

（
（5
（

昧
公
旧
蔵　

建
水
0

0

朝
鮮
砂
張
0

0

り　

蓋
置
古
竹　
　
　

不
昧
公
在
判　

已
上
三
溪
翁
好

大
瓶　
　

打
割
風
呂
も
面
白
く
古
瓢
花
入
と
の
侘
び
に
金
林
寺
ハ
天
下
一
と
自
称
せ
ら
れ
し
無
類
の
品
に
柿

の
蔕
と
の
組
合
は
翁
其
の
ま
ま
の
姿
で
あ
り
水
屋
に
て
中
村
氏
の
采　
　
　

配
苦
心
の
程
も
う
な
づ
か
れ
る
。

茶
碗
ハ
白
雨
の
外
翁

ハ
木
枯

0

0

と
云
ふ
柿0

の
蔕0

を
お
所
持
で
あ
る
が
白
雨
の
こ
の
茶
碗
が
自
然
釉
湧
き
う
る
わ
し
く

故
老
ハ
名
の
如
き
木
枯
を
愛
さ
れ
し
よ
ふ
思
は
る
。

茶
杓
ハ
庸
軒
と
し
て
最
も
侘
び
た
る
作
に
て

裏
に
数
ヶ
所
刀
痕
あ
り
之
れ
に
よ
り
鼡
喰

0

0

と
も
名
附
し
か
。
扨
お
茶
は
ド
ナ
タ
が
点
る
か
中
村
氏
で
も
あ

る
ま
い
或
ハ

以
前
よ
り
お
抱
の
老
女
か
と
思
い
し
に

耳
庵
翁
ヤ
ヲ
ラ
席
を
立
ち

今
は
客
な
り
主
人
で
あ
る
か
ら
私
が
お
茶
を
点
て
ま
す
と

道
具
畳
に
直
ら
れ　
　
　
　

水
屋
か
ら

香
具

0

0

取
出
し
香
一
炷
さ
れ
て

　
　
　

正
客　

よ
り
香
器
拝
見
を
望
ま
れ
る
と
意
外
に
も
「
藤
原
時
代

宝
来
山
蒔
絵

錫
縁

長
角
で
は
な

い
か　

こ
れ
は
意
外
の
名
宝
に
て

一
同
目
を
見
張
る
ば
か
り

こ
の
侘
の
極
致
の
中
に
精
致
極
る
名
香
合
の
出
現
に
ハ
と
喜
び
や
ら
驚
嘆

や
ら
一
坐
ド
ヨ
メ
ク
も
こ
と
わ
り

こ
の
香
合
に
つ
き
予
ハ
前
年
春
草
廬
有
楽
の
席
に
て
拝
見
の
折　

翁
の
直
話
に
、
こ
れ
は
元
柏
木
嘉

〔
マ
マ
〕一

郎
（
（5
（

氏
旧
蔵
な
り
し
を
翁
死
去
後
梅
沢
持
来
り
価
壱
千
金
ト
云
ふ
今
よ
り
四
十
年
以
前
明
治
四
十
一
年
故
当
時

一
千
金
ハ
な
か
な
か
の
高
価
ゆ
へ
一
寸
考
へ
た
が
見
逃
も
残
念
少
し
値
引
し
て
と
梅
沢
に
交
渉
す
る
と
梅

沢
ハ
之
れ
程
の
名
品
を
お
値
切
り
な
さ
る
と
ハ
と
容
易
に
聞
入
れ
ず　

止
む
な
く
歯
を
食
シ
バ
リ
求
め
た

物
だ
と
当
時
の
様
を
話
さ
れ
し
事
あ
り
。
然
し
自
分
は
浅
見
な
が
ら
、
今
日
迄
諸
家
で
拝
見
し
た
時
代
蒔
絵

香
合
中
益
田
家
雷
紋
香
合
に
次
く
名
香
合
を
其
当
時
よ
り
今
一
度
拝
見
の
期
を
持
ち
し
に
今
日
は
か
ら
ず

再
見
す
る
光
栄
ハ
此
上
な
き
仕
合
で
あ
っ
た
。
金
地
螺
鈿
ニ
テ
松
に
竹
水
ニ
鶴
二
羽
見
エ
テ
内
部
見
返
鶴
五

羽
蒔
絵
ニ
テ
裏
に
モ
松
竹
鶴
の
絵
ア
リ
至
極
精
巧
ナ
リ

　

お
茶
ハ
耳
庵
翁
お
手
練
と
て
至
極
良
く
練
ら
れ
一
同
有
難
く
拝
服
し
た

高
僧
の
遺
蹟
を
語
り
天
平
の
至
上
芸
術
を
談
り
お
茶
を
す
ま
し
て
、
元
の
落
葉
を
踏
み
池
の
辺
を
橋
を
過
ぎ
天

授
院
よ
り
の
渓
流
と
左
の
山
よ
り
落
る
瀧
と
の
合
流
点
十
三
石
塔
を
眺
め
瀧
の
下
流
な
る
「
聴
秋
閣
」
に
入
る

閣
上
に
ハ
不
昧
公
筆

0

0

0

0

歔
谿　
　

二
字
の
木
額
懸
り　

こ
の
建
物
ハ
天
和
九
年
将
軍
家
光
上
洛
の
折
佐
久
間
将
監
に
よ
り
将

軍
の
為
特
に
設
け
た
る
由
緒
あ
り
異
風
な
構
造
に
て
こ
の
床
に
ハ

三
溪
翁
遺
墨
人
物

0

0

0

0

横
臥
の
画
讃
に
「
長
揖
子
雲
山
相
為
霜
善
我
来
欲
寂
楼
時
有
白
雲
記
■
泉
湧
洞
中
白
鹿
無

束
浴
閑
松
石
疎
雲
枕
青
春
睡
足
山
■
甜
可
酔
之
時
雲
無
睡
百
年
雲
与
我
■
砕

洞
中
天　

昭
和
八
年
晩
秋
於
白
雲
洞

三
溪
并
題

」
と
あ
る
白
雲
洞
既
に
今
日
の
賓
客
耳
庵
翁
に
恵
与
せ
ら
れ
て
い
る

耳
庵
の
感
慨
や
如
何

長
書
院
に
ハ
唐
代

0

0

金
銀
雲
鳥

0

0

0

0

嵌
入
毛
刻
三
足
香
炉　
　
　

を
天
安
五
癸
未
年

東
大
寺
四
聖
塔
五
十
ノ
内
と
朱
書
き
あ
る

ク
ル
ミ
足
丸
盆
へ　
　
　

等
が
飾
ら
れ

上
段
の
間
に
て
番
茶
果
子
な
ど
振
舞
れ
た
末　

中
村
氏
の
厚
意
に

依
り
奈
良
法
眼

と
伝
へ
ら
れ
る
山
水
を
賞
観
し
た
こ
の
折
名

古
屋
森
川
如
春
老
が
福
田
喜
兵
衛
君
と
来
り
、
今
日
田
中
氏
を
訪
ね
し
ニ
御
当
家
へ
と
の
事
に
遅
が
け
な
が

ら
福
田
君
と
共
に
馳
せ
付
け
た
と
時
刻
遅
れ
し
お
残
念
が
ら
れ
暫
し
今
日
の
催
の
さ
ま
を
物
語
り
、
渓
流
の

セ
セ
ラ
ギ
を
聞
き
な
が
ら
天
授
院
に
□登
る
院
の
高
丘
風
光
明
媚
を
賞
す
、
特
に
院
の
開
扉
を
願
ふ

　

本
尊
不
動
明
王　

鎌
倉
期
を
拝
す　

堂
内
に
ハ
平
安
期
木
彫
聖
観
音
像
外
仏
器
斎
具
一
式
が
備
へ
ら
れ

中
に
も
鎌
倉
時
代
螺
鈿

0

0

の
礼
盤

0

0

の
ス
バ
ラ
シ
サ
、
見
る
毎
こ
と
に
其
の
優
秀
さ
に
敬
服
す

　
　

時
に
暮
色
ハ
青
松
紅
葉
に
映
す
る
夕
陽
と
共
に
深
む
月
華
殿
の
広
間
、
金
毛
窟

0

0

0

な
ど
数
度
お
茶
を
催
さ

れ
し
偲
出
の
建
物
に
哀
愁
を
残
し
山
お
下
り
、
家
族
の
方
々
の
一
行
に
対
す
遠
慮
を
与
へ
ぬ
為
お
姿
さ
へ
現

れ
ず
萬
事
中
村
氏
に
一
任
せ
ら
れ
し
お
心
つ
か
い
を
深
く
感
謝
し
名
残
を
お
し
み
お
暇
し
た
。
広
い
蓮
池
の

水
鳥
も
今
ハ
主
な
く
初
冬
に
水
渇
れ
し
荷
葉
の
陰
に
何
思
い
け
ん
一
声
あ
げ
し
を
聞
つ
つ
桜
木
駅
に
出
で

帰
京
し
た
。
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京
都
一
流
の
数
寄
者
得
庵
翁
に
対
し
何
の
遜
色
な
き
お
振
舞
で
も
あ
り
相
伴
の
我
々
亦
望
外
の
仕
合
を

謝
し
お
暇
し
た

○
蓮
華
院
公
孫
供
養
の
茶（

（5
（

　
　
　
十
一
月
廿
六
日

―
―
―
―
―
ｐ
416

　

原
三
溪
逝
か
れ
て
早
三
周
年
を
過
ぎ
た　

翁
在
世
中
ハ
秋
と
も
な
れ
ば
公
孫
樹
散
る
蓮
華
院
に
て
ア
ノ
黄
葉
落
散
る
幽

邃
な
頃
例
年
茶
を
賜
り
し
に
と
当
時
の
事
共
追
懐
し
耳
庵
翁
と
も
此
季
節
に

今
一
会
蓮
華
院
で
の
偲
い
出
を
こ
の
三
ヶ
年
を
迎
へ
し
を
期
し
て
其
頃
の
茶
友
と
共
に
語
り
合
い
度
ト
相
談
せ
し
に
、
そ
れ
は
何
よ
り

の
事
早
速
中
村
君
を
通
し
横
浜
に
申
込
ま
む
と
賛
成
せ
ら
れ
氏
に
其
労
を
乞
い
置
き
し
に
、
原
家
で
も
心
好
く
お
快
諾
今
日
其
催
と

な
っ
た
。
原
家
か
ら
も
時
節
柄
成
べ
く
当
時
故
人

の
最
も
親
し
か
り
し
同
好
の
少
数
丈
に
と
の
事
で

参
列
者
ハ
（
井
上
侯
爵
、
松
永
耳
庵
翁

八
代

〔
マ
マ
〕

幸
雄　

田
中
親
美
翁
ニ
予
中
村
氏
）

扨
お
案
内
に
ハ
横
浜
ク
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル

に
て
正
午
の
食
事
を
差
上
た
い
と
の
事
で
正
午
迄
同
ホ
テ
ル
に
勢
揃
い
す

同
所
に
ハ
横
浜
サ
ム
ラ
イ
商
会
主
兼
ホ
テ
ル
主
管
た
る

　

野
村

0

0

さ
ん
が
出
張
さ
る
。
同
氏
ハ
故
三
溪
先
生
と
ハ
特
別
の
関
係
か
ら
特
に
自
ら
料
理
献
立
テ
ー
ベ
ル
に
至
る
迄
配
慮

さ
れ
し
に
も
拘
ら
ず
時
局
故
何
の
料
理
も
不
行
届
で
申
訳
が
な
い
と
の
挨
拶
で
あ
っ
た
か
、
我
々
と
し

て
は
此
上
な
き
献
立
に
て
主
と
し
て
故
人
が
お
好
で
あ
っ
た
調
理
の
数
々
の
よ
ふ
で
あ
っ
た

　

野
村
さ
ん
も
同
席
共
に
望
外
の
洋
食
に
あ
り
附
き
、
三
溪
翁
の
料
理
に
つ
い
で
の
偲
出
か
ら
翁
と
の
永
年

間
の
逸
話
美
術
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ
な
ど
語
り
合
い
至
極
な
ご
や
か
な
り
し
は
近
来
の
快
事
で
あ
っ
た
。

　

中
村
氏
ハ
会
食
中
中
坐
せ
ら
れ
蓮
華
院
で
の
準
備
に
出
掛
ら
れ
た
。
但
し
こ
の
お
食
事
は
原
家
に
お
迷
惑

を
掛
け
て
ハ
相
済
ぬ
と
耳
庵
翁
か
ら
自
弁
せ
ら
れ
た
よ
ふ
だ

　

扨
食
事
が
終
り
一
同
車
に
て
久
し
振
り
本
牧
を
経
て
三
渓
園
に
繰
り
込
む
。
園
内
ハ
当
時
盛
夏
の
朝
茶
な

ど
の
折
と
違
い
大
蓮
池
ノ
荷
葉
は
晩
秋
に
ス
ガ
し
て
い
る
。
本
邸
天
授
院
上
の
松
林
と
対
峙
す
る
大
塔
の
聳

ゆ
る
壮
観
に
ハ
何
の
変
化
な
く
、
人
ハ
逝
き
て
も
其
の
遺
業
文
化
は
、
永
久
で
あ
る
。
ニ
三
日
前
の
大
風
に

も
い
ま
だ
名
残
を
留
め
し
紅
葉
と
好
晴
に
恵
ま
れ
し
日
に
訪
ふ
毎
に
見
る
乱
舞
の
鳶
の
群
に
も
何
に
か
深

い
偲
い
で
が
あ
る
。
家
従
笠
原
君
の
出
迎
に
庭
園
に
入
る
。
桃
山
遺
構
と
裏
山
の
対
照
の
良
さ
こ
れ
皆
故
翁

の
造
詣
に
依
る
物
其
の
偉
大
さ
今
更
な
が
ら
敬
服
す
る
。
池
の
ほ
と
り
を
過
ぎ
叢
林
の
渓
路
に
入
れ
ば
苔

む
す
石
棺
古
燈
籠
な
ど
翁
生
前
の
ま
ま
に
て
公
孫
樹
の
黄
葉
は
前
日
に
風
に
て
黄
毛
氈
を
敷
し
か
に
通
路

を
う
ず
め
て
い
る
古
塔
の
迹
に
点
在
す
る
礎
石
は
古
寺
の
遺
蹟
を
偲
は
せ
る

　
　

蓮
華
院
ハ
前
後
山
に
囲
ま
れ
奈
良
秋
篠
寺
に
あ
り
し
と
云
ふ
燈
籠
も
侘
し
く
熟
せ
る
軒
端
の
柿
の
二

ツ
三
ツ
小
鳥
の
ツ
イ
バ
ム
も
う
れ
し
く
正
に
仙
境
で
あ
る
。
院
の
土
間
に
ハ
藤
原
期
の
長
身
大
の
聖
観
音
の

尊
像
に
詣
し
長
四
畳
枇
杷
床
つ
き
広
間
に
通
る

床
に
ハ
翁
秘
愛
の

貞
観
時
代
名
僧
寂
心
和
尚

0

0

0

0

墨
蹟
を
掛
ら
れ
「
表
装
中
上
代
紗
蓮
華
文
金
襴

上
下
鼡
地
モ
ミ
紙
一
風
印
金
」
と
云
ふ
翁

好
み
表
装

枇
杷
床
え
ハ
東
大
寺

0

0

0

三
月
堂
不
空
像

0

0

0

の
持
物
蓮
華

0

0

と
云
ふ
天
平
芸
術
の
粋
を
極
め
し
経
凡
八
寸
に
渉
る

蓮
片
の
あ
ざ
や
さ

〔
マ
マ
〕

は
驚
く
斗
り
で
あ
る

右
二
品
共
翁
在
世
中
よ
く
我
々
に
し
め
さ
れ
し
逸
品
に
て

特
に
寂
心
墨
跡
ハ
細
字
で
あ
る
が
既
に
其
の
文
字
ハ
和
様
風
で
あ
り
現
に
国
宝
0

0

に
指
定
さ
れ
あ
る

蓮
華
ハ
現
在
も
花
片
八
葉
残
り

花
芯
の
蓮
実
と
共
に

精
巧
極
る
美
術
品
に
て　

我
ら
工
芸
家
に
と
り
奈
良
芸
術
の
優
秀
さ
を
〆
す

好
参
考
品
で
あ
る

　

如
斯
を
名
迹
珍
宝
を
拝
見
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
て
お
菓
子
を
頂
き
、
貴
人
口
よ
り
一
応
庭
に
下
り
立
ち
、

大
自
然
石
ツ
ク
バ
イ
に
て
身
を
浄
め
二
畳
中
板
の
小
間
に
入
席

　

床
に
古
瓢

0

0

を
掛
け
花
寒
菊
一
輪

タ
ゼ
の
残
花
を
こ
の
ふ
く
べ
箱
裏
ニ
「
休
所
持
瓢
花
入　

宗
旦
書
附
■
伝
来
宗
左　
　

銘
老
茄
子
と
号
」
ト
ア
ル
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〇　

今
日
お
連
客
ハ
（
塩
原
お
夫
婦　

服
部
正
次
氏

　
　
　

式
守
蝸
牛
宗
匠
の
お 

一
門
に
予
）

　

寄
附
ハ
母
屋
敷
台
よ
り

次
の
間
　

壁
に
宗
久
消
息

干
鮎
を

云
　々

鉄　
　
　

形　

瓶
掛
に

鉄
瓶　
　
　
　

根
来
丸
盆
に　
　

お
湯
の
用
意

莨
盆
舟
形

青
貝　

火
入
雲草　

お
主
人
の
迎
附
を
落
葉
の
庭
を
経
て
禾
日
庵
翁
先
頭
予
殿
が
り
に
て
軒
の
熟
し

柿
を
眺
め
な
が
ら
且
坐
庵
に
入
席
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

　

床
ニ
桃
青
0

0

落
款

ば
し
ふ
の
筆 
小
是
非
何
処
完

点
高
枕
笑
浮
生
と
題
し
「
こ
ち
ら
む
き
我
も

さ
ひ
し
き
秋
の
暮　

は
し
を
」
西
行
歌
聖
を　
　
　

し
た
い
し
意
味
と
か

十
一
月
中
旬
予
は
口
切
の
お
催
し
と
思
い
し
に
翁
に
い
ま
だ
名
残
の
気
分
う
せ
ず
お
席
の
句　

然
し
野
趣
は
ま

だ
ま
だ
名
残
と
て
不
思
議
や
あ
ら
ん
。
夜
来
の
風
に
落
葉
踏
せ
る
露
地
の
風
勢
に
も
殊
に
武
蔵
野
を
眺
め
て
ハ

尤
も
至
極
で
あ
る　

風
炉
大
や
つ
れ　

尾
た
れ
釜

板
信
楽
に
て
お
懐
石
が
進
ら
る　

向
キ
ス
糸
作
り

甘
酢　
　
　

 

器0

ハ
唐
津
0

0　
割
山
椒　

汁
地
み
そ

ネ
ギ

　

椀
と
う
が
ん

ア
ン
掛
　

焼
物

0

0

キ
ス
の
開
キ

一
夜
干　
　

 

丹
波
の
鉢　

煮
物

小
芋　

八
寸
生
貝

百
合　

吸
物
針　生

が　

香
の
物
澤庵 

黄
瀬
戸
ド
ラ
鉢　

菓
子
ハ
焼餅

を
頂
戴
し
た　

名
残
と
云
い
時
節
柄
で
も
あ
る
が
耳
庵
翁
流
至
極
お
質
粗
な
お
献
立 

そ
こ
に
翁
の

得
意
と
せ
ら
れ
る
味
も
あ
ら
ん
が
今
日
の
は
遠
来
客
に
ハ
少
々
辛
す
る
よ
ふ
だ　

　

後
席
花
入
瓢
宗
旦
作 　
　

花
杜
鳥
外
残
花
に
露　
　
　

し
た
た
る　

香
合

0

0

独
楽
宝
珠
0

0　
　
　

鴻
の
池
伝
来
ハ

 

毎
度
拝
見
し
て
も

こ
の
手
の
最
上
　

水
指

0

0

伊
部

瓢
形
ハ
花
入
に　
　
　

類
似
で
あ
る
か

　

茶
入

0

0

織
部　
　
　

で
面
白
く　

茶
杓　
　

 

織
部

作
　

茶
碗
志
野
鼠0

に
て
濃
茶
松
の
白
は
良
く
練
れ
然
も
大
服
に
て
ト
テ
モ

お
詰
も
呑
み
切
れ
ず
お
主
人
に
廻
し
た　
　
　
　

引
続
き
お
淡
ハ
薬
罐
水
指　

茶
入

0

0

少
庵
好　

ケ
イ
カ
ン
中
次　

茶
碗
刷
毛
目

小
服

銘
蝸
牛 

こ
の
茶
碗
ハ
式
守
宗
匠
へ
の
為
な
ら
ん
が
、
予

ハ
此
茶
碗
の
出
る
毎
に
気
持
は
る
く
、
そ
れ
故

　

茶
を
呑
む
気
も
起
ら
ぬ
程
の
イ
カ
物
で
あ
る　

替
ハ
唐
津
0

0

で
あ
り
こ
れ
に
て
頂
戴
し
た　
　

　

広
間
で
ハ
春
屋
筆

秋
風
吹
云

0

0

0

0

　々
　
　

古
備
前
花
入
白
玉
等
に
て
侘
本
意
の
お　
　
　
　

趣
向
に
ハ
御
連
坐
と
も
満
足
に
て
お
開
き

○
近
藤
其
日
庵 

飯
後
の
茶（

（5
（

　
　
　
十
一
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　   

―
―
―
―
― 

ｐ
415

　

時
局
の
逼
迫
か
ら
お
数
寄
者
も
近
頃
控
へ
目
に
な
っ
た
が
数
寄
な
道
は
こ
の
不
自
由
の
中
に
も
い
ら
立
つ
気
分
を
柔

げ
ん
と
、
セ
メ
テ
飯
後
の
茶
で
も
催
し
た
い
影
向
が
見
え
、
近
藤
男
か
ら
数
日
前
お
招
を　
　
　

得
て
午
後
二
時
半
仕
度
中

耳
庵
翁
が
立
寄
ら
れ
共
に
参
入
す
る
と
（
京
都
野
村
得
庵
翁
を
初
め
春
海
、
服
部
若
主
人　
　
　

古
賀
氏
ト
云
ふ
京
大
阪
取
巻
連
ノ
外　

越
沢

（
（5
（

 

耳
庵
翁
ニ
予
と
云
ふ
大
勢
）

　

狭
い
待
合
ハ
寿
司
詰
め　

床
に
夢0

想0

〔
マ
マ
〕

国
師
0

0

の
一
行

（
心
外
無
法
の
一
軸
）　
　

汲
出
朝
日
焼　

振
出
秋
草
絵

盆
鉄
刀
木

長
盆
　

丸
炉
に
手
取

釜
　

莨
盆
火
入

雲
草

な
ど
が
構
ら
れ　

釣
棚
に
継
色
紙
上
に

蒔
絵
小
硯
　

已
上
に
て
お
主
人
お
迎
附
に
正
客
争
い
あ
り
し
が
、
遠
来
の
野
村
さ
ん
を
先
頭
に

耳
庵
翁 

予 

越
沢
君
の
順
に
て
、
清
掃
打
水
し
た
た
る
露
地
を
席
へ　
　
　

　

床
團0

〔
マ
マ
〕

芝0

瑞0

（
（5
（

竹
の
画　

疎
石
0

0

ノ
讃　

釜
与
次
郎
作

銘
明
星
丸

0

0

0　
　
　
　

縁
時
代

島
柿　

茶
入

0

0

袋
の
ま
ま

飾
つ
け
　

お
主
人
よ
り
時
節
柄
飯
後
の
催

し
を
釈
明
せ
ら
れ　
　
　
　

　

懐
石
の
お
運
び　
　

四
方
箱
膳
に
て　

寿
司
詰
小
丸
椀
に
海
老
叩
き

豆
腐　
　
　
　
　
　
　

貝
柱
の
ヲ
ロ
シ

あ
へ

 

器
柿
右
衛
門

八
角　
　

 

銚
子
鉄
、
赤
絵
八
稜
形

蓋
つ
き　
　
　
　

已
上
簡
単
で
は
あ
る
が
飯
後
に
ハ

重
分
の
量
に
て
美
味
に
頂
き　

菓
子
ハ
栗
の　

ツ
ブ
シ
□に

お
進
め
上
手
に
数
盞
を
傾
け
寒
さ
も
忘
れ
腰
掛　
　
　

に
動
坐 

こ
こ
に
ハ
時
代
盛
揚
の
手
炉 

莨
盆
火
入
織
部

洲
浜
形
が
備
へ
ら
れ
あ
り　

中
天
に
ハ
五
日
頃
の
月　

を
眺
め
て
い
る
内　

お
迎
附
に
よ
り

再
入
席　
　
　
　

床
に
古
銅

経
筒 

花
紅
椿
一
輪
が
挿
れ　

水
指
真
の
手
桶

　

茶
入

0

0

漢
作

耳
附 

銘
宝
珠 

袋
嶋

甲
□斐　

盆0

縁
蓮
刻
見
込

二
艘
舟
色
絵  

牙
蓋　
　

十
個
添
へ　

島
津
家

伝
来
　
　
　
　

茶0

杓0

古
織
作
共
筒

銘
あ
さ
丸
　

歌
銘
筒
添
へ

原
叟　

茶
碗
切
呉
器

0

0

0

割
高
台　

フ
ク
サ　

紹
鴎
緞
子　

建
水
砂
張

鉄
鉢　

蓋
置
朝
鮮

押
形　

已
上
遠
州
流
お
手
前
に
て
練
茶
を
進
ら
れ
誠
に
結　
　

構
な
服
合
ハ
お
茶
名
は
時
柄
と
て
只
上
々
と
の
み

右
の
内
お
茶
入
ハ
漢
作
な
る
も
肩
衝
程
の
イ
カ
メ
シ
さ
な
く
柔
い
感
し
形
ハ
大
振
り
耳
ハ
短
冊
切
の
よ
ふ
に
て
釉
掛
り
も
う
る
わ
し
く　
　

底
ハ
板
お
こ
し
に
な
っ
て
い
る　

茶
碗
ハ
枇
杷
色
口
ヘ
ン
に
四
ヶ
所
ツ
マ
ミ
揚
あ
り
ス
ナ
ヲ
な
作
物
、
茶
杓
ハ
古
織
に
ハ
目
珍
し
き
歌
銘
に
て

作
も
良
く
名
茶
杓
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

引
続
き
宗
明
宗
匠

代
点
に
て
淡
茶　

水
指

0

0

法
隆
寺

伝
来

鍍
金
桶
形　
　
　

塗
リ

フ
タ　

茶
入
金
林

〔
マ
マ
〕

寺

茶
碗

0

0

絵
高
麗

0

0　
　
　

替
朝
日

焼
　

茶
杓
象
牙
利
休
所
持

宗
旦
筒　
　
　

に
て　

水
指
仏
器
の
お
扱
と
云
い
前
席
経
筒
花
入
な
ど
お
用　

い
あ
り
し
ハ
何
か
仏
縁
で
も
あ
る
か
に
想
像
せ
ら
れ
た

　

絵
高
麗
ハ
普
通
茶
家
の
賞
す
形
よ
り
図
の
如
く
深
く
、
見
込
に
土
見
輪
も
な
く
、
巴
に
算
木
模
様
、
縁
に
魚
の

絵
あ
り　

外
部
釉
薬
ハ
茶
褐
色
を
帯
び
イ
タ
ッ
テ
上
作
な
茶
碗
で
あ
る
。
高
台
廻
り
よ
り
土
見
ハ
梅
鉢
と
同
じ

扨
お
淡
を
頂
き
露
地
に
下
る
と
秋
の
日
の
短
く
庭
に
射
す
月
ハ
ま
す
ま
す
さ
へ
露
に
う
る
お
ふ
下
草
の
銀
滴
を
踏
み
つ
つ
広

間
に
移
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

床
に
ハ
狩
野
正
信
筆　
　

二
仙
人
に
鶴
の
画　

脇
床
に
ハ
金
襴
手

0

0

0

仙
盞
瓶
の
型
替
り　
　
　

が
飾
ら
れ
金
色
あ
さ
や
か
に
残
り
見
事
な
名
器
流

石
は
豊
富
な
お
蔵
品
と
驚
く
斗
り　

猶
水
果
子

 

器
九
谷
の
大
鉢
ハ
色
絵
鳳
凰
の
翼
を
張
げ
た
雄
渾
さ
ハ
守
景
下
絵
な
ら
ず
は
描
け
な
い
名
鉢
で
あ
っ
た
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丸
炉
に
銀
瓶
掛
て　

汲
出
朝
日
焼　

振
出

0

0

丹波　
　
　

以
上

丸
盆　

袋
棚
へ
ハ
為
恭
0

0

筆　
　
　

十
二
ヶ
月
の
帖　

楽
浪

0

0

出
土
鍍金

馬0

の
鎮
子　

狸
山
老
鮮
地 

ヨ
リ
持
帰
ら
る

　

 
莨
盆
桑
手
付　
　

火
入
志
野
、
名
品　

敷
物
毛
せ
ん　

赤
地
丸
文　
　

間
も
な
く
お
主
人
慇
懃
に
お
迎
つ
け
に

耳
庵
翁
を
先
頭
に　
　
　
　

お
席
に

床
に
熊
野
0

0

懐
紙
雅
経
卿

0

0

0

「
詠
山
家　

時
雨
和
歌
」「
か
き
く
ら
し
時
雨
て
め
く
る
山
の
は
お 

や
か
て
の
き
は
に
う
ち
な
か
め
つ
つ

」
表
装
中
白
地
金
襴　
　
　
　
　
　
　

上
下
菱
紋
緞
子
、
一
風
紫
地
印
金　

旧
近
衛
家
蔵
、
伊
能
直
履
氏
へ　
　
　
　

同
氏
よ
り
梅
沢
老
に
、
老
よ
り
御
当
家
ニ　

釜0

ハ
古
芦
屋

松
地
文
釻
附
松
の
実　
　
　
　

お
炭
ハ
省
略
さ
れ　
　
　
　

お
主
人
の
挨
拶
に
よ
れ
ば　

　

自
分
は
両
親
在
世
中
ハ
お
承
知
の
茶
に
う
と
く
、
先
代
に
も
失
望
さ
し
た
が
、
時
局
柄
庭
園
の
整
理
に
着
手
を
初　

む
る
と
、
御
堂
ハ
国
宝
と
て
手
も
附
け
ら
れ
ず
、
茶
席
な
ど
又
父
の
趣
味
を
変
更
す
る
に
し
の
び
ず
、
多
少
位
置
ハ

更
ヘ
ま
し
た
が
保
存
す
る
事
と
な
り
ま
し
た　

従
て
器
物
も
あ
り
こ
れ
を
期
会
に　
　
　

皆
様
に
飯
後
と
云
ふ
至
極
略
式
な
が
ら
一
服
差
上
た
く
、
お
足
労
を
願
っ
た

訳
に
て
お
手
前
な
ど
初
心
の
事
ゆ
へ
お
指
導
を　
　
　

願
い
ま
す
と
な
か
な
か
巧
妙
な

お
挨
拶
ふ
り
に
一
同
恐
縮　
　

す
る
内 

自
ら
御
給
仕　
　

に
て
膳
部
お
運　

向
貝
柱
入
揚
物　
　
　

青
菜
シ
タ
シ
添
へ

 

器
高
取
0

0

足
附　
　
　
　

椀
海
老
シ
ン
ジ
ー
ウ

松
茸　
　
　
　
　

　
　

□冷
酒
銚
子
祥
瑞
鳥
ツ
マ
ミ　

膳
真
塗

角
切
　

ぬ
く
寿
司
伊
万
里

蓋
物

に
て　

已
上
飯
後
の
気
分 

中
々
の
趣
き
の
内

頂
戴
し
た　
　
　

お
菓
子
ハ
お
手
造

栗
絞
り
で
あ
っ
た　

高
取
向
付
ハ
形
と
云
い

目
珍
し
き
出
来
で
あ
る　

動
坐
ハ
八
幡
山
中
服

腰
掛
け　
　
　

こ
こ
よ
り
望
む
分
譲
地
ハ
正
門
よ
り

洋
間
本
邸
日
本
間
全
部
及
山
下
の

池
に
至
る
広
範
囲
に
て
、
予
が
元
板
垣
伯
家
蔵

高
麗
朝
三
重
塔
の

辺
よ
り
御
堂
当
り
を
残
さ
れ
あ
り　

至
極
マ
ト
マ
リ
庭
の
構
造
も
よ
く 
時
局
に
適
た
お
処　

置
を
一
同
敬
服
し
た

　

扨
再
入
席
す
る
と
床
ハ
元
の
懐
紙
の

ま
ま　
　
　
　

花
入

0

0

古
銅
梅
花

耳
付　
　
　
　
　
　
　

花
女
郎
ひ
し

ハ
シ
バ
ミ　
　

こ
の
花
入
ハ
銅
色
も
良
く
お
母
堂

秘
蔵
の
物
に
て
よ
く
お
使
さ
れ
た

水
指

0

0

木
地
曲　

茶
入
0

0

新
兵
衛
作

銘
山
雀
0

0　
　
　

 

箱
小
堀
十
左
衛
門 

底
裏
に

（
新
）
の

刻
名
あ
り
「
こ
の
う
ち
も
な
ほ
う
ら
や
ま
し
山
か
ら
の

身
の
ほ
と
か
わ
す
ゆ
う
か
ほ
の
宿　
　
　

」
箱
裏
ニ

　

袋
薩
摩

漢
東　

こ
の
茶
入
ハ
小
倉
家
蔵

長
加
朗
茶
入
と
同
作
　

茶
碗
真
熊
川

銘
藤
波　

茶
杓
松
花
堂
作
共
筒

銘
錆
竹　
　
　
　

以
上
誠
に
あ
ざ
や
か
な
お
手
前

に
て
お
濃
茶
を
進
ら
れ
た

建
水
ハ
砂
張
の
名
品
で
あ
っ
た 

お
濃
が
終
り
て　
　
　

 

露
地
伝
い
広
間
に
移
る
と　

床
に
笑
隠
0

0

筆
と
云
は
れ
る　

淡
彩
山
水
が
掛
け
ら
る　

こ
の
笑
隠
は
唐
画
で
あ
る
べ 

き
に
我
ら
に
ハ
日
本
画
と
し
か

見
え
ぬ
の
で
親
美
翁
に
尋
る
と

翁
も
予
と
同
意
見
に
て　
　
　
　

兆0

殿0

（
（5
（
主0

〔
マ
マ
〕

 

0当
り
で
な
い
か
と
の
説 

中
村
氏
又
同
説
で
あ
っ
た
。

何
れ
に
し
て
も
名
画
で
あ
る
事
に
ハ
相
違
な
い　
　

扨
脇
床
に
青
磁
三
足

香
炉　
　

書
院
秋
草

蒔
絵　

見
返
し
楓
の
硯
箱
を
飾
ら
れ　

水
指

0

0

雲0草
口
紅　

宗
薫
透

0

0

0

桑
棚

政
斎

0

0

作
上
ニ
釜
水
草
紋
、
海
老
耳　

茶
入
面
取

薬
器　

茶0

杓0

小
堀
仁
左
衛
門
作　

茶
碗

0

0

青
井
戸

小
服

 

替
へ
道
入

0

0

獅
子
ノ
絵　

蓋
置
染
附

桔
梗　
　

干
菓
落
雁
糸
巻

紅
白　
　
　

已
上
流
石
團
家
先
代
よ
り
の
名
品
揃
い
に
て
、
美
代
さ
ん
の
代
点
お
淡
を
頂
き
、
番
茶
水

果
子
な
ど
数
々
の
お
持
成
に
一
同
を
代
表
し
て
耳
庵
翁
よ
り
、
こ
ん
後
と
如
斯　
　

お
催
を
賜
る
事
こ
そ
お
先
代
へ
の
孝
養
な
り
、
御
蔵
器
を
拝
見
し
な
が
ら
見
事
な
お
手
並
に
も
接
し
た
く　
　
　

と
の
挨
拶
に
お
主
人
丈
、
幸
い
父
母
の
蒐
め
し
モ
ノ
ニ
テ
幸
に
之
よ
り
先
輩
の
指
導
に
よ
り
、
時
局
に
対
す
る
質

粗
の
事
で
も
催
し
た
い
と
の
事
で
一
同
お
厚
意
を
謝
し
廊
下
の
抱
一
柿
の
画
二
枚
折
な
ど
季
節
の
絵
を
賞
観

し
お
暇
し
た　

猶 

笑
隠
表
装
ハ
中
竹
屋
町
上
下
北
絹
一
文
字
古
金
襴
見
事
で
あ
っ
た　

水
屋
詰
宗
明
宗
匠

○
柳
瀬
荘
晩
秋
落
葉
の
茶
　
　
　
十
一
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
― 

ｐ
413

　

前
日
の
風
雨
は
晩
秋
の
梢
を
掃
い
ア
タ
ラ
紅
葉
も
儚
く
散
り
は
て
た 

寒
さ
も
身
に
泌
む
今
日
柳
瀬
荘
主
よ
り
塩
原
さ
ん
や
服
部

さ
ん
ら
も
お
出
ゆ
へ
是
非
出
掛
る
よ
ふ
と
の
事
、
近
頃
交
通
ハ
益
々
難
儀
と
な
り
一
面
物
資
ハ
極
度
に
不
足
し

日
常
品
ハ
野
菜
に
到
る
迄
統
制
配
給
と
迄
に
不
足
し
、
そ
れ
ら
買
出
人
が
東
上
線
な
ど
乗
客
の
半
数
を
〆
る
と
云
ふ
有
様
で
、
柳

瀬
行
き
も
暫
く
遠
慮 

遠
さ
か
り
勝
で
も
あ
り
塩
原
さ
ん
に
も
久
し
く
お
会
し
な
い
事
と
て
途
中
難
行
を
お
そ
れ
な
が
ら
出
掛
け
た

　

晩
秋
の
田
舎
道
も
昨
日
の
嵐
で
何
と
な
く
す
ざ
び
、
道
行
く
者
ハ
リ
ク
を
肩
に
買
出
人
が
続
い
て
い
る　

こ

の
頃
で
ハ
駅
近
く
の
農
家
で
ハ
中
々
安
く
売
て
ハ
く
れ
ず
、
不
弁
な
奥
へ
奥
へ
と
出
掛
る
者
の
多
く
、
百
姓
連

に
足
元
を
ツ
ケ
込
れ
て
あ
え
ぐ
都
会
人
の
め
じ
め
さ
、
そ
れ
を
思
ふ
と
風
流
ケ
も
薄
ら
く
思
い

　

山
荘
に
も
風
雨
の
迹
と
て
落
葉
に
う
ず
も
れ
て
い
る　

そ
れ
丈
晩
秋
の
趣
き
深
く

田
の
面
を
翼
る
渡
鳥
の
群
れ　
　
　
　
　
　

紅
葉
の
落
葉
を
踏
み
入
荘
す

お
主
人
ハ
自
ら
園
丁
相
手
に

庭
掃
除
も
終　
　

っ
た
頃
と
で
先
着
の
丸
岡
老
と
共
に
先
つ
一
服
と
粗
朶
を
焚
き
つ
つ
炉
ヲ
囲
い
今 

日
の
菓
子
に
と
搗
立
の
キ
ナ
コ
餅
を
進
め
ら
れ
た　
　
　
　
　
　
　

　

然
し
キ
ナ
コ
餅
で
ハ
風
勢
な
く
お
客
に
ハ
焼
き
餅
こ
そ
よ
か
ら
ん
と
献
策
同
意
さ
れ
た
。
か
れ
こ
れ
す
る
内

　
　
　

服
部
さ
ん
丈
が
自
転
車
で
到
着　

マ
サ
カ
東
京
か
ら
で
も
あ
る
ま
い
と
様
子
を
聞
け
ば
、
志
木
に
一

行
と
共
に
着
い
た
が
車
ハ
な
く
、
此
頃
出
来
た
軽
タ
ク
が
漸
く
三
台
あ
り
、
そ
れ
に
塩
原
さ
ん
一
行
丈
を
乗

せ
、
自
分
は
駅
前
で
自
転
車
を
借
り
先
着
し
た
と
、
如
何
に
乗
物
の
不
自
由
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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聴
講
者
ハ
澤
木

道
師
の
外
（
丸
山
鶴
吉
翁

（
（4
（

　

津
守
東
芝
副
社
長

（
（5
（

、
同
夫
人　

小
林
古
径
画
伯

横
井
半
三
郎
、
縣
次

〔
マ
マ
〕

郎　

吉
田
幸
太
郎　

粟
田　

阿
部
の
諸
氏
に
予
）
先
つ
先
着
の
横
井
老
ら

と
二
三
の
席
で　

一
服
を
進
ら
れ
た　

道
也
の
大
や
つ
れ

風
呂
に

 

古
芦
屋

0

0

0

地
紋
　
　
　

に
瀬
戸
椿
手

香
炉　
　

を
松
の
木
盆
に
飾
り

香
名
　

山
路
の
菊
を

炷
き　
　

水
指 

古
備
前
壷　

ハ
ン
ネ
ラ
蓋　

茶
入 

竹
の

中
次　

茶
杓 

宗和
作　

茶
碗 

瀬
戸
黒

原
叟
銘
鶴
太
郎
の
大
振
に
て
か
し　
　

羊
か
ん　

喫
茶
後
軒
端
の
柿
の
色
つ
き
し
を
賞
し
園
内
を
逍
遥
す
る
内　

各
羅
漢
連
到
着
間
も
な
く
母
屋
に
て　

食
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

床
に
文
殊
菩

0

0

0

薩0

の
仏
画　
　

床
脇
推
古
朝

0

0

0

の

弥
勒
像
　

鍍
金
柄
香
炉

0

0

藤
原

期

と
云
ふ
上
代
古

美
術
　

然
し
こ
れ
を
観
賞
出
来
る
人
ハ

夜
雨
老
位
い
で
あ　
　
　
　
　

　

献
立 

松
茸
0

0

飯
　

豆
腐
汁　

野
菜
の

天
婦
羅　

小
芋
の
煮
〆
と
云
ふ
お
齋
料
理　

十
二
人
と
云
ふ
善
玉
悪
玉
の
雲
水
と
て

お
台
所
も
大
騒
い
で
あ
っ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禅
話
ハ

道
元
禅
師
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
罪
深
い
我
ら
に
ハ
、
一
度
位
い
で
解
説
も
出
来
ず
、
其
場
限
り
に
謹

聴
し
た
。
然
し
□黄
道
師
の
お
話
ハ
平
易
で
あ
り
よ
く
拝
聴
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

法
話
後 

奥
の
広
間
に

芸
阿
弥
筆

山
水
の
条
幅
を
眺
め
な
が
ら
茶
果
の
接
待
あ
り
、
一
部
ハ
帰
京
、
古
径
、
縣 

予 

吉
田
ハ
迹
に
残
り

夜
食
の
馳
走
あ
り 

予
一
泊
翌
日
帰
宅
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
夜
雨
老
お
粥

9

9

の
茶
　
　
　
十
月
廿
一
日 

夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

―
―
―
―
― 
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横
井
老
と
柳
瀬
荘
禅
話
の
折
、
貴
老
も
大
分
胃
痛
で
お
悩
み
の
様
子
ゆ
へ
近
い
内
お
粥
に
て
一
服
さ
し
上

た
い
と
の
茶
友
の
好
意
に
過
す
内
今
宵
其
の
お
招
き
に
あ
ま
へ
て
出
掛
く

　

い
つ
も
の
階
上
洋
間
に
通
る
と　

瀬
戸
の
陶
工
（
加
藤
藤

〔
マ
マ
〕

九
郎
君
に

粟
田
天
青
老
の　

二
人
）
藤
九
郎
君
に
ハ
ニ
三
度
会
い
し
が

茶
の
同
席
ハ
初
め
て　
　
　
　
　

床
に
ハ
鈍
翁
筆
「
大
風
の
あ
と
し
も
見
る
田
の
面
■　

み
の
り
に
な
や
む
稲
に
も
あ
り
け
れ
」
主
人
ハ
羨
し
き
程
季
節
向
き　

鈍
翁
筆
を
お
持
に
な
る
か
と

　

古
卓
上
ニ
推
古
仏

0

0

0

（
火
中
）

鉄
三
足
香
炉

楽
浪
塼セ

ン

上
ニ
鈍
翁
幅
と
は　
　
　
　

凡
そ
掛
け
は
な
れ
し
も
老
の
趣
味
面
白
く
お
湯
を
頂
き　
　

隣
室
小
間
に
移
る　

こ
こ
に
も

鈍
翁
幅
「
風
に
あ
お
■
小
葉
に
す
た
く
き
り
き
り
す　

庭
の
時
雨
に
つ
ゆ
い
と
な
ら
じ　
　
　
　
　

」
朝
鮮
0

0　
　

鉄
三
足
　
　
　

釜
か
け 

香
合
朱

独
楽
　

懐
石
ハ
コ
チ

細
切
入
り
の
粥　

根
来

大
椀
ニ

小
鯛
皮
つ
き
甘ず　

汁
■
名
残

小
茄
子
　

岐
阜
蓮
根

の
揚
物
　

煮
物
海
老
芋

松
茸

イ
ン
ギ
ン　

野菜
ス
ー
ブ　

な
ど
病
人
に
と
特
別
の
心
入
れ

に
お
夫
婦
が
い
つ
も
た
だ
な
ら

ぬ
配
慮
に
恐
縮
す
る
。
茶
友
に
対
す
る
夜
雨
老
こ
そ
、
自
己
を
捨
て
て
の
心
遣
い 

こ
れ
で
こ
そ
誠
の
茶
の

極
致
で
あ
る
。
時
節
柄
万
物
乏
し
き
折
と
て
一
会
を
催
す
に
も
容
易
な
ら
ざ
る
に
、
こ
の
献
立
の
裏
に
ひ
そ

む
御
苦
心
を
私
は
深
く
感
謝
す
る　

お
手
製
の
栗
絞
り
を
頂
き
中
立
、
後
席　

白
さ
び

籐
組

花
入

0

0　
　
　

花

う
る
し
ツ
タ
紅

葉
あ
ざ
み　
　
　

花
入
ハ
老
好
瓢
阿
新
作　
　
　
　
　

な
が
ら
面
白
く
花
と
の
釣
合
い
よ
く　

水
指
南
蛮　
　
　
　

茶
入
尾
州
家 

戸
山
ヶ
原
お
庭
焼　

茶
碗
、
熊
川

大
疵　
　
　

建0水　
　
　
　

蓋
置
朝
鮮

斎
器　
　
　

こ
の
建
水
ハ
金
味
作
行
き
も
誠
に
良
く　

只
太
き
過
る
の
と
腰
と
底
に
疵
多
く 

若
し
無
疵
で
あ
っ
た
ら
と
、
然
し
侘
茶
人

に
と
り
て
は
何
の
ク
ッ
タ
く
な
き
物　
　

　

夜
雨
老
に
ハ 

打
ち
つ
け
の
侘
ひ
も
の
、
名
器
一
ツ
に
苦
む
貴
人
茶
家
よ
り
我
々
に
ハ
老
の
如
き
茶
友
を
得
し
喜

び
こ
の
上
な
く
老
の
健
在
を
祈
り
御
夫
婦
の
好
意
を
謝
し
次
会
を
娯
み
辞
去
し
た
。　
　
　
　
　

○
明
治
節
團
家
の
お
茶 

原
宿

旧
邸
に
て（

（5
（

　
　
　
十
一
月
三
日
　
　
　
　
　
　 

―
―
―
―
― 
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團
家
ハ
我
々
兄
弟
に
と
り
一
方
な
ら
ぬ
恩
顧
を
受
け
し
お
家
に
て
、
先
公
不
慮
の
他
界
後
も
芳
子
刀
自
又
同
よ
ふ
先
公
同
じ
く
美
術
に
茶
に
親
し

く
庇
護
を
得
て
い
た
。
刀
自
お
死
去
後
ハ
当
代
伊
能
氏
ハ
前
か
ら
茶
に
ハ
無
関
心
で
御
母
堂
も
伊
能
に
茶
趣
味
あ
ら
ば
娯
み
あ
る
か
と
、

折
に
ふ
れ
遺
憾
の
意
を
も
ら
し
て
い
ら
れ
た
。
処
が
御
両
親

亡
後
伊
能
氏
に
も
御
両
親
の
趣
味
の
血
は
流
れ
て
い
る
。　

　

あ
の
大
邸
宅
も
時
局
柄
個
人
独
占
す
べ
き
で
な
い
と
、
其
の
過
半
以
上
を
分
譲
さ
れ
る
と
時
宜
に
適
し
た
英

断
で
決
行
さ
れ
、
残
部
を
整
理
し
て
こ
の
頃
完
成
し
た
の
を
期
に
、
茶
友
を
招
き
飯
後
の
催
し
を
続
け
ら
れ

る
と
聞
き
し
に
、
今
日
の
佳
日
予
も
亦
そ
の

お
招
き
得
て
其
の
孝
養
を
喜
び
参
入　
　

す
る
と
（
松
永
耳
庵
翁　

田
中
親
美
翁　
　

式
守
蝸
牛
老　

中
村
好
古
主
に
予
）

こ
の
日
天
気
明
澄
一
片
の
片
雲
な
く

明
治
大
帝
の
御
高
徳
に
恵
ま
れ　
　

神
宮
社
頭
ハ
国
家
の
武
運
を
祈
る
赤
子
の
群
に
皇
室
に
対
す
尊
嵩

の
誠
心
漲
る
も
尊
く
改
造
さ
れ
し
門
前
に
到
る
と

　

出
迎
い
の
家
従
に
導
か
れ
寄
附
に　
　
　
　

こ
の
寄
附
ハ
多
少
位
置
ハ
替
れ
ど
元
の
ま
ま　

待
合
に
ハ
田
中
中
村
氏
あ
り　
　

間
も
な
く
松
永
蝸
牛
の  

両
翁
参
入
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十
時
頃
か
ら
雲
も
切
れ
陽
さ
し
さ
へ
見
え
愁
眉
を
開
い
た
。

処
が
不
幸
に
も
自
分
は
此
の
日
特
に
胃
痛
甚
し
く
、
応
急
所
置
も
行
っ
た
が
参
列
処
で
な
く
、
主
催
者
や
参

列
の
方
々
に
も
申
訳
な
く
何
と
か
し
て
も
出
掛
る
事
ハ
不
可
能
と
な
り
、
残
念
な
が
ら
老
妻
と
倉
知
夫
婦

（
（4
（

を

総
代
理
に
焼
香
前
に
参
列
さ
し
た　

　
　

式
に
参
列
さ
れ
し
方
々
ハ 
團
さ
ん 

藤
原
銀
次
郎
氏
お
夫
婦
、
福
井
菊
三
郎

（
（4
（

御
夫
婦 

畠
山
お
夫
婦
、
松
永
さ
ん
お
夫
婦
、
田
中
親
美
翁
や      

　

横
井
夜
雨
氏
ら
多
数
で
あ
っ
た
よ
し　

斯
く
名
士
の
御
参
列
ハ
故
人
の
遺
徳

 

遺
族
と
し
て
光
栄
で
あ
っ
た　

自
分
ハ
不
参
加
の
為
、
式
の
時
刻
自
宅
の

床
に
遺
墨
拾
得
の
幅
を
掛
け　
　
　
　
　

之
れ
も
遺
物
茶
碗
破
れ
袋
に
て
焼
香
一
服
献
茶
し
て
い
る
折
、
縣
次

〔
マ
マ
〕

郎
君
が
兼
而
氏
に
依
頼
し
て
置
い
た

写
経
用
の
巻
を
今
日
の
年
回
に
間
に
合
す
為
昨
夜
遅
く
迄
に
製
作
し
て
出
来
上
っ
た
か
ら
と
届
け
ら
れ
、
其

の
好
意
を
謝
し
共
に
一
服
喫
し
合
い
氏
ハ
護
国
寺
に
向
は
れ
た

　
　

こ
の
日
の
護
国
寺
に
於
る
お
茶
の
模
よ
ふ
ハ
不
参
の
為
詳
し
ハ
不
明
な
れ
ど
凡
左
の
通
り
で
あ
っ
た

△
先
つ
化
生
庵

0

0

0　

主
吉
田
梅
露

0

0

0

0

氏
席

　

本
席
床
魯
堂
筆

0

0

0

夢
の
記
画
讃　

風
炉
破
れ 

釜
真
形　

肩
霰
、
水
指
信
楽

共
蓋　

茶
入

0

0

薩
摩

耳
付
銘
有
明　

茶0

杓0

遠
州
送
り
筒

宗
慶
箱　
　

茶
碗

0

0

柿
の
蔕　

雲
州
家
蔵
魯
堂
旧
蔵　

建
水
根
来

輪
花
形
　

香
炉
鼠
志
野
一
重
口

盆
青
漆
内
朱
　

菓
子
き
ん
と
ん

光
琳
絵

盆　

以
上

　

広
間
行
成
大
字

朗
詠
集
切
「
た
ら
ち
ね
は
か
く
れ
と
て
し
や
鳥
羽
玉
の

我
黒
髪
を
な
て
す
り
や
あ
り
け
む　
　
　

」　

花
入

0

0

古
銅
0

0

経
筒
花
鉄
仙　

書
院
時
代
鎌
倉
経
巻

箱
同
時
代　
　
　
　

　

風
炉
唐
金

切
合　

釜
真形　

風
呂
先

0

0

0

華
鬘
0

0　
　
　

図
仏
抄
切
込　

長
板

飾
　

水
指
砂
張
平

鉄
鉢
形　

茶
入
石
州
好　

吹
雪
面
取　

茶0

杓0

魯
堂
0

0

作　

銘
し
の
ぶ

茶
碗
蕎
麦

替
へ
黄
瀬
戸　

建
水
瀬
戸　
　

蓋
置
鍍
金
蓮
坐　

菓
子
蓮片

打
物　

莨
盆
真
塗　

火
入
古
赤
絵
等
々

△
艸
雷
庵　

主 

八
田
富
峯

0

0

0

0

君

　

寄
附
魯
堂
筆

0

0

0　

観
音
の
幅　

莨
盆
桑
手
附　
　
　

火
入
祥
瑞
詩
入
人
物　

本
席
石0

山
切
　

青
磁
雨
龍
耳

香
炉
　

盆
堆
朱
蓮
刻

風
炉
鉄
ヤ
ツ
レ

釜　
　
　

遠
州
好
七
宝

透
　

板
織
部　

香
合
平　独

楽　

炭
具
式　

水
指
備前　

茶
入

0

0

唐
物
丸
壷

0

0

0

0　

袋
紹
鴎
漢
東　

盆
五
葉

形　
　

茶
杓
宗
旦

共
筒　

茶
碗

0

0

高
麗　

銘
面
壁 

不
昧
公
箱　

建
水

曲
　

置
青
竹　

お
菓
子
栗
キ
ン
ト
ン

森
八
製　
　
　
　
　
　

お
茶
代
々
木
の
杜　

以
上
右
の

外

持
寄
席
と
し
て
円
成
庵

0

0

0

に
ハ
床
貫0

行0

〔
マ
マ
〕

集　
　

美
代

0

0

さ
ん
出
品　

花
入
青
磁

竹
の
節　

花
宗
旦　

む
く
げ　

同
じ 

風
呂
や
つ
れ
美
代
さ
ん

釜
古
芦
屋　

茂
。　
　

茶
杓
江
雲

和
尚
作 

茂0　

茶
入

0

0

時
代
ツ
タ

魯
堂
旧
蔵 

袋
利
休

漢
東 

政
斎　

茶
碗
鼠
志
野

0

0

0

0

0 

耳
庵
翁

出
品
　

香
合
蒔
絵
長
角

美
代
さ
ん

　

建
水

曲
　

蓋
置
青竹　

広
間
不
昧
軒　

床
「
一
休
和
尚

二
行　
　
　

耳
庵
翁

0

0

0

出
品　
　

魯
堂
旧
蔵
」
床
脇
飾 

魯
堂
写
経
未
完
成

に
遺
族
有
志
追
写
の
巻　

　

茶
碗

0

0

長
次
郎

0

0

0

尼
寺

 

耳
庵
翁

0

0

0　

御
出
品
已
上
松
永
さ
ん
の
御
厚
意
に
よ
り
亡
兄
旧
蔵
品
の
部
御
出
品
の
外
遺
族
近
親
所

有
物
に
よ
り
御
来
賓
の
方
々
に
お
茶
さ
し
上
と
老
妻
よ
り
会
記
に
よ
り　
　
　
　
　
　

茶
室
月
下
窓
を
■
さ
す
炉
辺
に
て
記
す
。

○
柳
瀬
荘
禅
話
の
茶
　
　
　
十
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
― 
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病
疾
に
悩
さ
れ
魯
堂
追
善
茶
に
も
不
参
し
た
程
の
苦
痛
も
永
年
の
疾
■
と
て
少
し
良
け
れ
ば
性
凝
り
も
な
く

喫
茶
に
製
作
し
去
年
魯
堂
の
死
よ
り
我
亦
悪
質
遺
病
の
変
化
を
お
そ　

れ
静
養
に
つ
と
め
暫
く
外
出
を
控
へ
し
に
、
秋
色
も
よ
く
運
動
を
か
ね
澤
木
老
師

（
（4
（

の
禅
話
で
も
聞
か
れ
た
ら
と
耳
庵

翁
の
進
め
も
あ
り
室
内
ば
か
り
の
憂
鬱
に
久
し
振
の
柳
瀬
行
き　

戦
局
は
赤
道
を
こ
へ
て
の
遠
征
何
と
な
く
不
利

な
情
報
さ
へ
伝
へ
ら
れ
且
ツ
我
が
艦
隊
は
其
の
武
力
を
失
い
敵
の
艦
上
機
ハ
我
が
本
土
を
お
び
や
か
す
こ
の
頃 

交
通
ハ
益
々
難

行
を
極
め
東
上
線
に
も
死
物
狂
い
の
有
様
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

東
上
沿
線
も
以
前
は
板
橋
を
過
る
と
畑
続
き
野
趣
に
富
ん
で
い
た
が
、
大
戦
後
ハ
工
場
と
共
に
小
住
宅
の

乱
立
で
風
致
も
朝
霞
以
北
で
な
け
れ
ば
見
ら
れ
ぬ
よ
ふ
に
な
っ
た
。
志
木
か
ら
陸
稲
畑
の
野
道
ハ
又
捨
が
た

い
物
が
あ
る
。
柳
瀬
に
ハ
九
時
過
に
着
く
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開
き　

山
の
名
物
菓
子
に
て
一
服
を
試
み
し
は
格
別
で
あ
っ
た
。　

帰
途
ハ
岐
阜
を
終

〔
マ
マ
〕て

帰
名
し
た

名
古
屋
附
近
ハ
餘
り
見
る
べ
き
ケ
所
と
て
な
く
犬
山
は
一
度
出
掛
し
事
も
あ
り
夜
食
中
明
日
の
行
程
を
相
談
し

瀬
戸
0

0

行
き
を
予
定
し
た
。
何
と
し
て
も
夏
の
旅
行
ハ
難
儀
な
者
で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

窯
業
の
産
地
瀬
戸
に
ハ
電
車
の
便
あ
り　

名
古
屋
か
ら
一
時
間
餘
り
の
道
程
り
、
ド
コ
ヘ
行
つ
も
電
車
ハ
満

員
、
瀬
戸
附
近
は
山
と
云
は
ず
土
地
の
す
べ
て
が
陶
器
原
料
の
白
い
土
塊
い
に
て
、
こ
れ
で
ば
陶
器
原
料
ハ

無
尽
蔵
、
処
が
こ
の
瀬
戸
も
輸
出
減
と
燃
料
不
足
で
七
百
か
ら
の
窯
業
者
も
今
は
百
何
十
か
に
営
業
中
止
と

云
ふ
惨
状　

其
上
凡
ど
全
部
が
輸
出
製
陶
で
我
ら
の
期
待
し
た
窯
は
こ
の
瀬
戸
に
ハ
一
ヶ
所
も
な
く
、
そ
れ

ら
は
美
濃
で
な
け
れ
ば
現
存
せ
ぬ
と
て
失
望
此
上
な
く
、
漸
く
陳
列
所
に
て
少
し
斗
り
の
古
陶
を
見
て
早
々

名
古
屋
に
帰
る

　

暑
い
折
と
て
知
人
を
訪
ね
る
勇
気
も
な
く
長
男
孫
ら
と
食
事
を
採
る
の
が
こ
の
行
の
娯
で
あ
る

養
老
行
き
の
途 

多
度
駅
下
車
多
度
川
を
渉
り
多
度
神
社

0

0

0

0

に
詣
す　

社
は
伊
勢
宮
の
規
模
を
細
さ
く
さ
れ
し　
　
　

神
宮
造
り
の
壮
厳
で
あ
る　

祭
神
ハ
天
津
彦
根
の
命
、
天
目
一
個
命
の
二
柱
を
祭
ら
れ
雄
略
天
皇

の
御
宇
創
建
せ
ら
れ
し
と

官
幣
大
社
で
あ
る　
　
　
　

猶
神
社
に
ハ
金
銅
五
鈷
鈴
、
伽
羅

〔
マ
マ
〕

縁
記

〔
マ
マ
〕

資
財
帳
な
ど
の
国
宝
あ
り　

古
鏡
又
三
十
面
あ
り
大
半
ハ
藤
原
鏡
と
あ
る　
　
　
　
　

　

伊
勢
参
宮
所感

「
と
ふ
と
さ
に
心
も
清
む
五
十
鈴
川 

神
代
な
か
ら
の
宮
居
な
る
か
な

」
廿
五
六
両
日
ハ
休
養
し

廿
七
日
帰
京
す　
　
　
　
　

紀
行
文
ハ

日
誌
に
詳

○
穏
田
亡
兄
一
周
の
茶
　
　
　
九
月
十
四
日 

夜
　
　
　
　
　
　
　
　   

―
―
―
―
― 
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去
る
八
日
か
ら
十
二
日
に
渉
る
伊
豆
旅
行
即
ち
中
村
氏
と
共
に
初
ず
氏
の
別
荘
東
伊
豆
谷
川
温
泉
に
一
泊
釣
り
の
名
人
中
村
氏
の
獲
物
黒

鯛
の
馳
走
で
一
服
喫
茶
の
興
に
入
り
、
翌
十
三
日
ハ
西
伊
豆
堂
ヶ
島
行
き
長
途
自
動
車
の
難
行　
　
　
　

　

耳
庵
翁
自
炊
庵
着
、
名
古
屋
か
ら
の
横
井
三
王
老
の
茶
箱
開
き
、
唐
津
茶
碗 

茶
杓
三
斎
作
な
ど
で
又
喫

茶
と
云
ふ
到
る
処
茶
攻
と
美
食
に
胃
痛
は
ツ
ノ
ル
斗
り　

然
も
猛
烈
な
刺
激
に
悩
ん
だ 

殊
に
堂
ヶ
島
は
目

珍
し
熱
さ
で
十
四
日
迄
静
養
帰
京
し
た　

亡
兄
の
一
周
忌
ハ
九
月
廿
日
に
当
る
も
、
水
戸
幸

0

0

0

及
八
田
0

0

君
ら
が
故
人
の
為
追
善
茶
を
当
日
音
羽
護
国
寺
に
て
催

す
と
の
厚
意
で
今
夜
繰
り
上
げ
美
代
さ
ん
の
主
催
で
行
は
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

合
客
ハ　

縁
故
者

丈　

　
（
田
中
親
美
翁
、
中
村
富
次
郎
氏　
　
　

縣
次

〔
マ
マ
〕

郎
君　

我
ら
夫
婦
に
山
澄
亨
一
君
）

洋
間
待合

に
大
綱
和
尚
の
茶
訓

の
幅　

茂
の
迎
附
に
て
露
地
を

茶
席
に
入
る　
　
　

床
に
ハ
故
人
作
信
楽

写
花
入　
　
　
　
　

に
秋
草

三
種

が
挿
れ
偲
出

深
く

　

懐
石
又
茂
の

給
仕
で 

向
鯛
糸
作
り

甘
酢　
　

 

器
古
染
附

□蝶
形
　

汁
三
州 

水
辛 

秋
茄
子　
　
　

椀
海
老
シ
ン
ジ
ー
ウ

胡
摩
豆
腐　
　
　
　

焼
物
奥
多
摩
鮎　
　
　
　
　

根
来
大
盤
に
盛
り　

鳥
の
串
刺　
　

外
一
色
を
添
へ
煮
物
小
芋

外
一 

蓋
物
に
鯛
む
し　
　
　

そ
う
め
ん
掛
け
八
寸
塩
む
し

山
芋

青
胡
椒  

漬
物
芽
胡
瓜

み
そ
漬 

器
呉
須　
　

唐
人
傘

酒
器
銚
子
、
備
前
徳
利 

杯
黄
瀬
戸
刷
目

　

焼
飯
湯
秀
衡

椀
新　

已
上
小
清
が
腕
に
ヨ
リ
を
掛
け
今
日
の
仏
に
報
ゆ
る
為
、
多
摩
の
鮎
に
野
菜
な
ど
入
念
に
料
理　

の
為
奥
多
摩
鮎
場
の
当
時
を
語
り
感
慨
深
く　

茂
の
給
仕
に
も
目
頭
う
る
む　
　
　
　
　

わ
ら
び
餅
を
菓
子
に

中
立
　

後
席
ハ
石
山
切　
　

貫
行

〔
マ
マ
〕

集
の 

た
ち
か
へ
る　
　
　
　

か
な
し
く
も
あ
る
か
な
云
々
外
一
首
が
掛
ら
れ
主
人
を
偲
ふ
情
濃
く

　

鉄
大
ヤ
ツ
レ
風
炉
に　
　
　
　
　
　

筒
釜　

炭
斗
唐
物
平
組

羽
箒
野
雁　
　

、
釻
張
ぬ
き　

香
合
菊
蒔
絵　

長
角
錫
縁　

水
指

0

0

南
蛮
0

0

共
蓋　
　
　
　

茶
入

0

0

朱
の
柿

政
斎
作

　

茶0

杓0

亨
一

0

0

君
作　

茶
碗
粉
引

大
振
り
に
て
美
代
さ
ん
の
手
点
に
て
濃
茶
を
進
め
ら
れ
た
。

お
茶
一
巡
後
広
間
に
移
る　
　

　

床
に
ハ

魯
堂
筆

0

0

0

孔
雀
明
王

0

0

0

0

着
色　
　

の
大
幅　

鍍
金
の

火
舎

香
炉
を
供
へ
書
院
に
ハ
法
隆
寺
百
萬
塔
を
飾
り
追
福
に
適
す
る
備　
　
　
　
　

茂
ゲ
ル
ー
ト
百
合
子
の
接
待
に
水
果
子
な
ど
和
合
気
分
の
内
に
散
会
し
た

○
讃
仰
院
殿
魯
堂
居
士
一
周
忌
追善 

於
護
国
寺
　
　
　
九
月
廿
日
　
　
　
―
―
―
―
― 
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夢
の
よ
ふ
に
一
年
は
過
ぎ
た 

亡
兄
一
周
年
に
対
し
山
澄
八
田
水
戸
幸
等
諸
氏
が
故
人
あ
り
し
日
の
物
数
寄
を
偲
び
今
日
其
の
芳
志
に
依
り
護
国
寺

内
各
茶
席
に
於
て
追
福
茶
を
催
さ
れ
る
日
で
あ
っ
た
。
昨
夜
か
ら
不
安
で
あ
っ
た
空
も
朝
か
ら
の
雨
に
主
催
方
の
持
出
の
難
儀
は
云
ふ
迄
も

な
く
、
遺
族
共
の

失
望
せ
る
も
幸
い
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に
物
慾
か
ざ
り
な
き
が

現
は
れ
て
い
る　
　
　
　

面
白
き
幅
の
意
味
な
ど
娯
む
内

　
　
　
　

鈍
翁
筆
聖
朝
無
棄
物

0

0

0

0

0

と
云
ふ
一
行
を
掛
け

　
　
　

三
国
時
代　

仏
像
安
置
し

　

水
指
雲
鶴
壷　
　

染
附
ふ
た
　

茶
杓
不
二
庵
作

共
筒　
　

不
昧
公
時
代
の
人　

茶
入
伊
部
銘

不
二
　
　
　
　

以
上
朝
鮮
将
来
品
ニ　
　
　

盂
蘭
盆
を
キ
カ
セ　

茶
碗
絵
唐
津
に
て
濃
茶
を
啜
り
替
っ
て
夫
人
の

お
手
前
に
て

茶
入
独
楽

中
次　

茶
杓
ハ
九
段
社
頭
の
桜
を
用
い　
　

小
磯
将
軍
に
若
桜
銘
を
求
む

と
先
頃
予
が
郷
党
古
野
中
佐
の
辞
世
の
歌
を

将
軍
に
お
願
い
せ
る

（
（4
（

を
聞
か
れ
て
後
々
の
事　

猶
茶
碗
ハ
雨
漏
り
ら
し
く
何
れ
も
朝
鮮
得
物
ら
し
く　

老
の
物
好
き
の
程
が
う
か

が
わ
れ
発
掘
物
に
も
楽
む
し
き
数
々
あ
り　

君
の
如
き
お
数
寄
者
と
こ
そ
言
ふ
べ
き
か 

娯
し
ゐ　
　

一
会
な
り

○
箱
根
強
羅
白
雲
洞
消
暑
の
茶（

（4
（

　
　
　
八
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　    

―
―
―
―
― 
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七
月
中
旬
病
ひ
愉

〔
マ
マ
〕へ

箱
根
静
養
中
の
耳
庵
翁
よ
り
数
度
招
か
れ
し
も
時
局
ハ
益
々
凄
惨
を
極
め
自
分
亦

胃
腸
に
悩
み
其
都
度
お
辞
退
し
七
月
末
一
度
登
山 

茶
の
湯
に
も
列
し
た
が
今
又
合
客
も
面
白
き
方
々
ゆ
へ

是
非
奮
発
せ
よ
と
の
電
話
も
た
し
が
た
く
、
朝
の
涼
き
折
に
と
早
朝
出
掛
た
。

　

強
羅
流
石
に
涼
し
く
途
中
の
汗
に
一
ト　
　
　

風
呂
浴
し
て
涼
を
と
る
　

今
日
の
連
客
ハ
（
井
上
候　

田
中
親
美
翁
、
八

〔
マ
マ
〕

代
幸
雄　

縣
君
に
中
村
の
諸
氏
と
予　
　
　
　
　

）

　

掛
物
ハ 

津
田
宗
及

消
息　
　
　

下
の
寄
付
に
ハ
鈍
翁
の

山
月

「
庭
め
く
れ
我
足
も
と
の
薄
あ
か
り

う
し
ろ
の
山
に
月
や
い
て
け
む

」
箱
根
山
に
は　
　

こ
の
上
も
な
い
幅

料
理
ハ 

岐
阜
郡
上
の

鮎
の
甘
ず
　

椀
玉
子

豆
腐　

焼
物
鮎
塩
焼 

茄
子
の
か
ら
揚　

香
の
物
と
云
ふ
季
節
向
き
の
料
理
に
て

菓
子
わ
ら
び
餅　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

さ
て
動
坐
ハ
上
の
茶
席　

 

床
に
山
蛾
と
云
ふ

古
瓢
に　
　

花
野
い
ち
ご　

茶
入 

普
斎
狂
歌
□書

小
棗　
　
　
　

茶
杓
宗
旦
作

昼
狸
　

茶
碗

0

0

絵
高
麗

0

0

0

梅
鉢　

　
　

水
指
古
備
前　
　
　
　

と
云
ふ
山
間
に
ふ
さ
は
し
き
道
具
組
に
て
苦
茶
巡
服
し
た
。　

高
麗
梅
鉢
ハ
最
近
入
手
の
よ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
し
形
太
き
く
何
と
な
く　

メ
リ
な
い
品

風
炉
雲
華　

釜
ハ

探
幽
下
絵
猿
地
紋
に
て
場
所
柄
申
し
分
な
く

先
つ
大
成
功
で　
　

あ
り
広
間
に
て
予
が
病
中
見
舞
に
病
院
に
持
参
せ
る

を
強
奪
さ
れ
し
宗
達
常
夏

0

0

0

0

ノ
段　
　

即
ち
源
氏
五
十
四
帖
の
内

を
掛
ら
れ
し
に
は　
　
　
　

予
と
し
て
餘
り
気
持
良
く
は
な
か
っ
た
が
井
上
候
や
親
美
翁
ハ
其
の
意
外
さ
に
驚
き　

且
つ
喜
ば
れ
主
人
の
得
意
万
丈
で
あ
っ
た
。

猶
夕
刻
名
古
屋
松
浦
八
勝
館
主
来
荘
の
為
同
行
の
山
王
老
ら
と
共
に
予
ハ
亦
々
引
留
ら
れ
、
予
定
の
名
古
屋　
　
　

行
切
符
も
用
意
し
て
あ
り
夜
に
入
り
山
を
降
り
帰
京
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
伊
勢
美
濃
路
一
週
間
の
旅
行
　
　
　
八
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
― 
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去
年
名
古
屋
転
勤
の
長
男
か
ら 

大
分
落
ち
着
い
た 

是
非
一
同
お
出
掛
な
さ
い 

お
叔
父
さ
ん
も
亡
く
な
ら
れ
心
淋
か
ら
ん
と
進
め
ら
れ
て

い
る
の
を
幸
ひ
、
時
局
柄
之
れ
と
云
ふ
製
作
も
な
い
ま
ま
彼
ら
の
生
活
振
り
や
孫
ら
に
も
会
い
た
い
老
境

の
気
持
に
、
朝
の
燕
で
東
京
を
出
発　

車
内
も
二
等
丈
座
席
も
あ
り
至
極
楽
に
名
古
屋
駅
着 

駅
頭
に
ハ
誠
一
が
出
迎
い
で
萬
事
は
好
都
合
で
あ
っ

た
。
大
戦
来
の
名
古
屋
ハ
急
劇
に
工
業
地
と
化
し
駅
頭
の
混
雑
は
東
京
に
変
ら
ず
、
満
員
市
電
を
一
直
線
に
覚
王
山
下
彼
れ
の
住
い
に
着
い
た

　

場
所
ハ
閑
静 

交
通
も
弁
理
で
洋
間
も
あ
り 

部
屋
ハ
三
間
廊
下
附 

庭
も
あ
る　

彼
ら
に
ハ
分
に
過
る
程
で

あ
る
。
久
し
振
り
と
て
一
家
も
満
足
に
迎
へ
く
れ
て
風
呂
も
沸
い
お
り
車
中
の
汗
を
流
し
其
の
生
活
振
り
に

安
堵
も
さ
れ
た
。

　

夜
ハ
長
男
も
呑
る
口
と
て
一
杯
傾
け
車
中
の
疲
れ
を
休
め
た
。

翌
廿
三
日
ハ
日
曜
で
も
あ
り
長
男
と
共
に

　
　
　

伊
勢
参
宮

0

0

を
思
い
立
ち
東
京
か
ら
携
へ
し
茶
箱
を
路
伴
に　

伊
勢
宮
参
拝
は
二
人
共
始
め
て　

大
戦
中
と
て
こ
の
暑
さ
に
も
武
運
長
久
子
弟
の
無
事
を
祈
る
参
詣
者
ハ

五
十
鈴
神
橋
当
り
目
立
ち
て
多
く
清
流
よ
り
仰
ぐ
神
秘
な
山
々
神
ま
す
宮
居
と
こ
そ
仰

が
れ
る
。
神
前
千
古
の
樹
林
も
初
々
し
く
礼
拝
し
外
宮
を
詣
し
、
二
見
な
ど
見
物
し
た
。

　

昔
は
し
ら
ず
今
の
二
見
ハ
遊
覧
地
と
し
て
俗
化
し
我
々
の
趣
致
に
ハ
何
の
関
心
を
得
ず
往
時
西
行
上
人
二
見
に
あ
り
し
と
聞
如
何
な
る
場
所

に
住
い
し
か
あ
れ
程
の
歌
人
の
胸
に
湧
出
し
名
歌
を
よ
み
に
は
其
頃
の
風
致
が
偲
は
る
丈
で
あ
る
。
名
古
屋
か
ら
で
も
一
日
を

要
す
る
此
の
行
程　

残
暑
烈
さ
に
帰
途
を
急
ぎ
夕
暮
名
古
屋
に
帰
る
。
廿
四
日
ハ
中
配
に
東
邦
時
代
よ
り
の
知
己
海
東
社
長
や
鈴
木
副

社
長
及
び
阿
部
飯
泉
氏
ら
に
挨
拶
に
出
掛
け
、
其
の
ま
ま
美
濃
養
老
の
瀧
見
物
に　

古
来
有
名
な
養
老
迄
ハ
駅
よ
り
相
当
急
坂
を
登
る

　

そ
れ
丈
美
濃
平
野
を
一
望
し
遠
く
木
曽
の
山
々
さ
へ
視
野
に
納
む
る
雄
大
さ
は
あ
る　

瀧
は
思
い
の
外

太
き
く
も
な
く
夏
と
て
登
山
者
の
瀧
に
浴
す
あ
り
。
こ
こ
に
も
遊
覧
気
分
漲
る
。
山
道
の
茶
店
に
て
茶
箱
を
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初
夏
の
好
晴
風
は
あ
れ
ど
す
が
す
が
し
き
好
日 

藤
原
さ
ん
か
ら
お
茶
の
お
召
を
前
ニ
数
日
来
よ
り
慶
応
病
院
入
院

中
の
耳
庵
翁
を
見
舞
い
、
看
護
中
の
夫
人
と
共
に
白
金
今
里　
　

暁
雲
庵
に
出
向
く
。
清
め
ら
れ
た
横
露
地
を

待
合
に
通
る
と
（
田
中
親
美　

粟
田
、
縣　
　

中
村
の
諸
氏
の
来
着　
　
　
　

六
人
）

　

寄
附
上
ゲ
床
に　

鈍
翁
筆

木
兎
に
「
小
鳥
と
も
笑
へ
は
は
ら
へ
耳
も
目
も

世
の
う
き
こ
と
を
聞
か
ぬ
み
み
つ
く　

如
心
斎
の
意
に

な
ら
ふ　
　
　
　

鈍
翁
」
人
を
喰
っ
た
よ
ふ
に
て

世
俗
脱
去
も
面
白
く

　
　

よ
せ
鶴
蒔
絵　

小
硯
箱　

瓶
掛
御
室
焼
ニ

銀
瓶　
　
　

薩
摩
の
汲
出　

振
出
染附　

　
　

を　
　
　

唐
物
長
盆
上
に
仕
組
ま
れ

莨
盆
火入　

メ
キ

シ
コ
焼　
　
　

敷
物

印
度
縫
取
等
清
よ
ら
か
な
構
の
内 

お
主
人
迎
い
附
に
順
次
露
地
へ　
　
　
　

新
緑
の
庭
園
太
宝
塔
の
聳
ゆ
る
当
り
入
陽

は
塔
の
尖
端
に
か
が
や
き
梢
へ
を
伝
ふ
涼
風
鬱
蒼
た
る
大
樹
を
通
し
て
い
る
。
市
街
稀
な
る
仙
境
味
が
あ
る

　

田
中
翁
を
先
達
に
三
畳
小
間
に
通
る
と

　
　

床
に
備
前

花
入　
　
　

花
紫
鉄
仙　

五
海
産　
　
　
　

サ
ビ
タ
あ
じ
さ
い
に
似
た
る　
　

宗
全
風炉

釜0 
大
雲
0

0

龍

と
云
ふ
備
へ
つ
け

お
主
人
お
挨
拶
は　
　
　

い
つ
も
の
よ
ふ
親
げ
に

お
食
事
を
と
膳
部
の
運
び　

向
黒
鯛
皮
付

三
バ
イ

 

器
祥
瑞

菊
形　

汁
三
州
み
そ

鶴
菜　
　
　

椀
海
老
シ
ン
ジ
ー
ウ

切
豆
腐　
　
　
　

　

焼
物
真鰹 

器
染0附　

　
　

三
足　

強
魚

小
芋 

器
絵
唐
津

0

0

0

手
鉢
　

進
め
魚
グ
シ
コ

ゴ
リ

絵
志
野
へ 

焼
鳥

ウ
ド
青
磁
小
皿　

八
寸
生
貝

百
合　

湯
吸
物

青
梅
　

香
物
胡
瓜

澤
庵 

高
取
歪
鉢　

酒
器
赤
絵
ブ
タ
銚
子　

粉
引
の
徳
利　
　
　

 

杯
金
襴
手
刻
三
島

　

已
上
の
よ
ふ
な
美
味
珍
肴 

器
物
ハ
何
れ
も
名
品
揃
い
、
染
附
変
形
に
詩
入
桃
に
猿
の
絵
な
ど
誠
に
珍
品
に
て

粉
引
徳
利
も
お
自
慢
品 

杯
等
に
も
真
に
真
た
る
見
事
な
物 

流
石
お
大
家
と
こ
そ
思
は
る
。　

お
菓
子
ハ
越
後
屋
制　
　

布
き
ん
絞
り

を
頂
き
中
立
ハ
腰　
　

掛
ニ

 

引
入
れ
の
銅
羅
ハ
強
く
低
く
お
主
翁
腕
に
お
ぼ
へ
の
名
打
鉦
ハ

園
内
至
る
木
の
間
に
響
く 

夜
の
森
に
消
へ
行
く
余
音
を
迹
に

　

再
入
席　

床
に
澤
庵
0

0

一
行　

煩
悩
即
菩
提 

澤
庵
老
叟

を
拝
す　

客
を
□そ
ら
さ
ぬ
お
主
人
振
り
ハ
千
軍
萬
馬
の
実
業
界
大

立
物 

お
茶
に
対
し
て
ハ
少
し
も
権
勢
ふ
り
な
ど
な
く
誠

に
し
と
や
か
な
好
々
爺
振
り
ハ
流
石
世
俗
鍛
錬
か
ら
で
も
あ
ら
ん　

お
炭
に
ハ
香
合

0

0

金
馬
0

0

の

雀
八
幡
名
物　

炭
斗
籐
組　

火
箸
古
鉄

　

釻
四
角

捻

象
眼
入　

釜
敷　

七
宝
組
に
て
香
合
金
馬
ハ
誠
に
目
珍
し
く
、
先
年
或
る
売
立
会
に
出
た
る
と
キ
予
ハ
松
永
さ
ん
に　

進
め
し
も
見
逃
さ
れ
し
逸
品　

今
日
お
当
家
に
て
拝
見
し
一
入
珍
器
な
る　
　
　

を
新
に
感
じ
た
。
水
指
南
蛮

0

0

0

0

ハ
ン
ネ
ラ

蓋　
　

　
　
　
　
　

茶
入

0

0

正
意
0

0

作

銘
尾
花　

茶0

杓0

不
昧
公
作

銘
あ
や
め

0

0

0　

茶
碗

0

0

蕎
麦
0

0

、
銘

五
月
雨

　

時
恰
も
国
事
多
端
の
折 

殊
に
翁
亦
台
閣
に
出
盧
の
噂
さ
へ
あ
る
際 

連
会
を
続
け
都
下
の
茶
客
を
招
き
忙

中
閑
の
清
宴
を
催
さ
れ
、
宝
倉
を
開
き
名
器
に
佳
肴
を
呈
せ
ら
れ
る
餘
祐

〔
マ
マ
〕

綽
々
た
る
、
斯
く
あ
り
て
こ
そ

　

大
事
業
も
達
成
せ
ら
れ
る
と
こ
そ
偲
は
れ
御
手
練
の
お
濃
茶
を
頂
き
な
が
ら
翁
の
風
格
豊
な
る
敬
慕
し

な
が
ら
時
局
の
成
行
き
美
術
談
に
歓
話
の
後 

松
永
夫
人
が
病
院
よ
り
の
急
電
に
中
坐
さ
れ
し
為
予
亦
夫
人

と
共
に
病
院
に
同
行
し
た
為
残
念
な
が
ら
お
広
間
拝
見
の
出
来
ざ
り
し
を
遺
憾
に
思
ふ
。
然
し
後
日
田
中
中

村
お
両
氏
よ
り
の
話
に
ハ
同
家
お
秘
蔵
の
門
無
関

0

0

0

筆
鹿
乗
0

0

人
物
横
物
で
あ
っ
た
よ
し　
　

元
秋
元
家
蔵
に
て
　

去
る
四
月

十
四
日　

山
田
瓢
庵
に
て

（
（4
（

の
松
平
家
門
無
関

0

0

0

布
袋

の
幅
外
一
幅
と
共
に
門
無
関

中
の

優
物
で
あ
る
事
を
聞
さ
れ
た　
　
　
　

猶
蒔
絵
沈
箱
な
ど
あ
り
し
よ
し

○
横
井
夜
雨
老
の
夜
会
　
　
　
六
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

―
―
―
―
― 
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朝
鮮
渡
航
中
の
夜
雨
老
よ
り
二
三
日
前
帰
国
し
た 

朝
鮮
得
物
で
一
服
上
げ
た
い
と
娯
し
い
呼
び
出
し　

夕
刻
か
ら
出
掛
る
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巴
町
の
金
條
君
と
云
ふ
茶
に
ハ
縁
遠
い
知
己
に

丸
ビ
ル
和
光
老
あ
り　

階
上
に
て
新
将
来
品

な
ど
展
覧
さ
れ　

床
に
松
平
不
昧
公
夫
人

玉
暎
0

0

女
史
の　
　

「
昔
し
思
ふ
草
の
庵
の
夜
の
雨
に

泪
な
そ
へ
そ
山
ほ
と
き
す　
　

」

が
掛
っ
て
い
る　
　
　

　
　
　

小
間
に
移
る
と　

鍍
金
水
瓶
ニ

白
菊
一
輪

を
挿
し
朝
鮮
朱　

折
タ
タ
ミ
卓
上
ニ
土
風
炉
に
管
耳

荒
釜
と
云
ふ
具
合
の
備
へ
に
て

　

食
事
を
進
め
ら
る
。
冷
ウ
ド
ン

0

0

0

0

薬
味　
　

摺
生
が　

茄
子
イ
ン
ギ
ン

胡
摩
あ
へ　
　

ト
マ
ト

0

0

0

味
噌

添
へ　

朝
鮮
み
そ

0

0

0

0

ニ

鰻
の
キ
モ
煮　

茄
子
の
揚
物　

飯
ハ
う

ど
ん
入
と
云
ふ
珍
料
理
。
時
節
柄
我
々
に
と
り
何
よ
り
の
振
舞
ハ
夜
雨
老
こ
そ
真
の
侘
茶
人
と
も
言
へ
よ
ふ

中
立

床
に　

鈍
翁
筆

に
て

「
茶
碗
ほ
し
く　
　
　

な
し
の
拙
翁　
　
　
　
　
　
　
　

や
う
や
う
都
合
手
に
入
れ
候
後
ニ
一
服
上
げ
度
持
入
候
」
不
昧
公

写　
　
　
「
不
昧
公
に
し
て
如
斯
き
ハ
昔
よ
り　
　
　

銭
な
き
者
が
よ
く
買
ふ
と
言
ふ
教
訓
か　

ま
こ
と
に
よ
く　

買
た
が
る
と
見
ゆ　

鈍
翁
」
こ
の
句
は
昔
不
昧
公
よ
り
芦
舟
と
云
人
に
宛
ら
れ
し
消
息
を
鈍
翁
追
句
さ
れ
夜
雨
老
に
送 

ら
れ
し
面
白
き
文
に
て
片
や
十
五
万
石
の
大
名
片
や
明
治
大
正
の
大
実
業
と
て
茶
人
の
面
目
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お
懐
石
ハ 

向
独
活
、
生
椎
茸
細
切
ア
ヘ 

器
ハ
藍
絵
金
襴
手

0

0

0

0

0　
　
　
　

汁
地
味
そ　
　

ウ
ゴ
キ

0

0

0

菜
　

椀
御
殿
産

0

0

0

鱒 

鶴
菜
椎
茸　

焼
物
同
鱒　
　

カ
ラ
揚
　

赤
絵
金
入

0

0

0

0

大
鉢
ニ

進
め
魚　
　
　
　

ウ
ド
に
味
そ
掛　

青
磁
小
鉢　

お
湯
香
の
物 

古
漬

細
切
唐
津
沓
鉢　

酒
器
染
附
瓢
形 

杯
金
襴
手

0

0

0

、
染
附　

菓
子
虎
屋
製

生
物

等
に
て

　

い
つ
も
替
ら
ぬ
季
節
の
お
献
立
に
食
器
の
見
事
さ　

好
く
も
故
翁
が
多
く
蒐
集
せ
ら
れ
し
事
か
と　
　

た
だ
驚
く
斗
り　

宝
蔵
の
豊
さ
は
他
に
稀
で
あ
る

中
立
後
再
入
す
る
と
花
入

0

0

ふ
く
べ
切

手
附　
　
　
　
　

白
寂
ニ　

花
鉄
仙
花
山
う
つ
ぎ　

花
入
銘　松

山
が
如
何
に
も
面
白
く
今
迄
拝
見
せ
ざ
り
し
は
、
蔵

深
く
ひ
め
ら
れ
し
か　
　
　
　
　

　

水
指

0

0

備
前　
　

火
だ
す
き　

茶
入

0

0

利
休
小
棗　
　

ケ
ラ
判
ア
リ

 
袋
釼
先
雨
龍

茶
地
金
襴
片
身
替
り　

茶
杓
遠
州
作

銘
藤
花
0

0 

送
り
筒
安
部
豊
後
様

0

0

0

0

0

へ
ト
ア
リ 

歌
に

「
む
ら
と
き
の
あ
す
を
う
た
ら
ぬ  

色
を
か
へ
ぬ
ハ
に
く
か
ら
ぬ
か
は
」
箱
宗
中　

茶
碗
刷
毛
目

内
外
共
有
賀
家
旧蔵　

茶
松
の
花　

已
上
に
て
お
濃
茶
を
頂
く
。
お
取

合
に
も
藤
花
と
云
ふ
季
節
の
茶
杓 

に
利
休
小
棗　

刷
毛
目　
　

茶
碗
な
ど
申
分
な
く
窓
外
小
雨
降
る
雨
声
を
聞
き
無
我
の
境
致
に
世
の
荒
浪
す
さ
む
を
忘
れ
一

時
た
り
共
此
の
静
閑
の
一
室
に
美
を
談
じ
器
を
賞
す
る
の
閑
寂
さ
は　
　

茶
道
な
ら
ず
ば
と
老
の
幽
玄
に
し
た
る
。
広
間
に
移
る
と
床
に 
松
花
堂

0

0

0

筆

ツ
タ
に
雀 

江
月

0

0

讃
「
緑
蘿
黄
雀
、
雲
々
飛
□々　

暮
春
未
完
、
何
処
催
帰

」

松
花
堂
軽
妙
な
筆
に
春
を
送
る
黄
雀
何
帰
る
の
詩　

誠
に
適
幅 

禅
僧
の
感
慨
悟
脱
の
妙
と
云
ふ
べ
く　

書
院
に
ハ
定
家
卿
の
歌
集
冊
子
が
飾
ら
れ
、　　

披
見
流
石
三
筆
の
跡
尊
と
云
ふ
べ
し
。

　

人
間
程
欲
望
深
き
ハ
な
く 

斯
く
拝
見
の
上
に
も

望
み
た
へ
ず　
　
　

御
秘
蔵
の
因
陀
羅
筆
寒
山

拾
得
の
画
拝
見
を
田
中
翁
の
指
議
で

　
　
　

切
望
す　

「
讃
に
曰
ク　

禿
帚
枯
来
要
策
■
無
明
掃
■
■
全　
　

四
頭
指
千
峯
今
日
方
知
是
法
雪
塵
玉
几　

祖
瑛
」
表
装
中
印
金
白
地
牡
丹　
　
　
　
　
　
　

上
下
花
卯
茶
地
印
金　

一
文
字
紫
地
印
金　

以
上
寒
山

「
拾
得
ノ

讃　
　
　

白
清
寺
裏
放
■
痴
折
得
巴
旦
要
写
詩
是
豊
干

解
饒
舌
拳
世
誰
人
識
得
月
玉
几　

祖
瑛　
　

」
流
石
著
名
の
お
幅　

顔
面
濃
淡
墨
に
て
強
く
頭
髪
ハ

ホ
カ
シ
衣
紋
の
線
太
く
筆
力

鋭
く
程
強
く
名
画
の
名
に

そ
む
か
ぬ
ぞ
嬉
し
く　
　
　

続
て
時
代
蒔
絵

鈴
虫
0

0　
　

香
合

0

0

を
も
拝
見 

眼
満
お
厚
意
を
深
く
謝
し
五
時
過
辞
去

帰
宅
八
時

○
井
の
頭
野
水
庵
の
催
　
　
　
五
月
廿
三
日 

昼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

―
―
―
―
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好
晴
の
今
日
新
緑
ヲ
郊
外
に
親
む
も
戦
勝
気
分
で
な
く
一
日
の
静
閑
を
製
作
の
資
に
も
と
招
れ
し
ま
ま

帝
都
線
を
井
之
頭
に
着
く
と
駅
迄
道
案
内
に
水
戸
幸
主
人
の
出
迎
に
恐
縮
し
た
。
水
郷
と
も
言
ふ
べ
き
井
の

頭
公
園
に
ハ
好
天
に
浮
き
立
つ
遊
行
者
ア
フ
レ
ゲ
ー
ル
軽
舟
を
竿
さ
し
嘻
々
と
戯
れ
時
局
何
物
と
云
ふ
風

景
。
野
水
庵
迄
ハ
カ
ナ
リ
の
道
程
、
市
街
を
離
れ
る
こ
の
辺
ハ
流
石
に
長
閑
殊
に
野
水
庵
は
東
に
玉
川
上
水

の
土
堤
に
囲
ま
れ
赤
松
の
林
立
せ
る
好
地
位
丈
一
入
静
寂
感
が
あ
る

孟
宗
竹
林
を
へ
だ
て
し
草
門
を
入
る
と
二
千
坪
に
餘
る
園
内
に
入
る　

部
屋
に
上
ら
ず
庭
伝
に
臨
時
設
ら
れ
し
腰
掛

待
合
に　

合
客
ハ
例
に
よ
り　
　
　
　
　
　

　
　

松
永
翁 

田
中
翁 

松
永
夫
人　

千
代
さ
ん 

粟
田
老
に
予　
　
　
　

こ
の
腰
掛
に
て
即
ち
野
立
ら
し
く
食
事
ハ
蒸
し

鮑
に
若
豆　

汁
三
州
味
噌

ウ
ド　
　
　

椀
海
老
の

叩　
　
　

焼
物
真鰹

と
云
ふ　

腰
掛
に
は
過
ぎ
た
献
立
、
其
上
天
婦
羅
と
云
ふ
青
空
を
仰
ぎ
新
鮮
空
気
に

味
覚
は
そ
そ
る
ば
か
り
。
何
れ
も
バ
ッ
タ
党
丈
に
特
別
天
婦
羅
の
揚
る
を

待
て
ぬ
親
美
翁
ハ
評
判
の
暴
食
家
、
美
味
の
筈
小
清
の
腕
、
食
料
不
足
に
悩
む
こ
の
頃
少
し
は
遠
慮
と
ハ
ラ
ハ
ラ

す
る 

然
し
我
又
小
清
の
贔
屓
に
盛
る
天
婦
羅
に
思
は
ぬ
大
食
、
後
の
タ
タ
リ
を
わ
き
ま
へ
ず
に　
　
　
　
　
　

　

食
事
が
終
り
植
込
の
庭
を
去
年
落
成
し
た
と
云
ふ
三
畳
小
間
へ

林
間
丘
山
に
ハ
観
音
堂
さ
へ
造
営
し
て　
　
　
　

風
致
を
添
へ
る
床
に
利
休
の

文　
　
　

今
日
の
お
客
は
お
酒
少
々

召
し
上
る
云
々
の
狂
歌　

土
風
炉
に
芦
屋
釜　
　

お
炭
が
終
り　

香
合
鎌
倉
彫　

菊
模
よ
ふ　

水
指
紹
鴎

信
楽
ト
云
ふ
筒　

茶
入
藤
次
郎

肩
衝
銘
春
柳　

茶
杓
宗
旦
作
共
筒

銘
細
道　
　
　

覚
々
斎
替筒

　

茶
碗
粉
引

平

銘
冨
士　

利
休
の
狂
歌
に
は

バ
ッ
タ
組
に
は

痛
棒
を
喰
っ
た
有
様　

道
具
組
も
重
々
し
き
取
合
に
野
立
食
事
に　

反
し
た
厳
格
さ
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　

お
濃
茶
ハ
過
食
の
迹
と
て
一
入
結
構
に
頂
き

　
　
　
　
　
　
　

広
間
に
動
坐
を
命
ら
る　

床
に
伊
豫
切

　
　

二
首　
　

大
籠
花
入
に
鉄
仙
花
白

紅
薊　
　

と
云
ふ
飾
り
付
に
て
茶果

を
進
ら
れ
木
の
香
新
し
き
新
築
ハ
資
材
不
足
の
折　
　

よ
く
も
造
営
さ
れ
た
事
と
骨
董
商
の
腕
の
凄
さ
に
驚
く
ば
か
り
お
主
人
一
家
の
持
成
を
謝
し
日
長
の
春
の
日
に
予
定
に

よ
り
丸
岡
老
を
耳
庵
翁
に
誘
れ
三
鷹
閑
居
を　
　
　
　

訪
ふ
為
他
の
一
連
と
別
れ
玉
川
上
水
土
堤
を
徒
歩
に
老
を
訪
ふ
。
此
行
程
約
一
里
余
、
老
ハ
畑
の
耕
作
中
我
ら
の
行
を
喜
び

土
間
に
釣
釜
と
云
ふ
野
趣
振
り
に
、
淡
茶
の
振
舞
ツ
マ
ミ
物
に
て
一
盞
を
供
せ
ら
れ
日
没
後
野
の
道
を
月
を
た
よ
り
に
武
蔵

野
駅
に
出
て
帰
京
し
た
の
は
九
時
半　

紺
屋
の
白
袴
と
は
良
く
云
ふ
言
葉　

庭
園
家
丸
岡
老
も
自
庭
に
は
何
の
構
作
な
く
雑
然
た
る
は
多
少
期
待
は
ず

れ
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
藤
原
暁
雲
翁
口
切
茶（

（4
（

　
　
　
六
月
三
日 

夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

―
―
―
―
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品
に
て
追
善
会
を
大
師
会
に
て
催
す
積
な
り
し
も
、
時
局
柄
大
師
会
中
止
の
為
、
自
邸
に
て
催
し
た
と
の
お

話
。
扨
こ
そ
こ
の
名
幅
及
び
こ
れ
か
ら
の
お
道
具
等
容
易
か
ら
ず
と
一
同
深
き
期
待
と
共
に
部
屋
飾
に
目
を

う
す
す

〔
マ
マ
〕と

　

釜
芦
屋
霰　
　

梅
竹
地
文

釻
附
獅
子　

炉
縁
か
ら
木

ヤ
ツ
レ　

光
塵
清
巌
和
尚　

所
持　
　

　

高
桐
院
什　

香
合
交
趾
狸　

炭
斗
菜籠　

火
箸
皮
巻　

羽　

鶴
三
枚　

釜
敷
紙　

釻
ム
ク　

灰
器
南
ば
ん

内
渋
　
　
　

普
斎
所
持　

の
灰
匙　

普　

一
字

朱
書　

お
炭
あ
り
懐
石　

向
鯛
昆
布
〆

生
海
苔

金
襴
手

　

汁
三
州

嫁
菜　

椀
鶉
叩
き  

伊
勢
え
び 

花
野
菜　

焼
物
興
津
鯛

器
織
部　
　
　

手
附　

強
魚
筍
若
ふ
き

生
ふ　

　

器
安
南

見
込 

麒
麟
絵　
　
　

進
魚
コ
ノ

綿

 

萩　
　

巻
葉
型　

湯
吸
物　
　

水
前
寺
ノ
リ　

八
寸
松
露
、
空
豆　

グ
シ
子　
　

　

漬
物
カ
ラ
シ
菜 

器
御
本

 

暦
手
歪　

酒
器
小
銚
子　

徳
利
粉
引　

杯
青
磁
八
角

黄
瀬
戸
丸

　

菓
子
栗
も
ち　
　

染
附
フ
タ
物　

已
上
食
器
の
見
事
な
る
の
み
か

戦
時
態
勢
中
に
も　
　

珍
味
佳
肴
の
献
立
に
主
人
の
お
手
腕
振
り
に
驚
嘆

且
つ
飽
食
し
て
中
立　
　
　

銅
羅
に
て
引
入
れ 

床
に
ハ
古
伊
賀

蹲
り

 

花
白
椿　

玉
手
箱 

山
イ
チ
ゴ　

水
指
木
地

曲
　

茶
入
名物　

唐
物
肩
衝

銘
伊
木　

東
山
御
物
秀
吉
伝
来　

四
方
盆
鉢　
　
　
　
　
　

伊
木
清
兵
衛
軍
功
に
よ
り
賜
り 

伊
木
肩
衝
ト
称
ス

　

茶
杓
村
田
一
斎
作

共
筒　
　
　
　

主
人
ハ
茶
碗
二
枚
重
て

持
ち
出
す　
　
　

茶
碗
本
手
斗
々
屋　
　
　

江
戸
斗
々
屋
ト
云
ふ　

替
青
井
戸　

建
水
ハ
ン
ネ
ラ　
　
　
　

以
上
に
て
濃
茶
を
拝
服
す

茶
碗
は
釉
薬
色
調
よ
く
腰
に
指
迹
あ
り
大
振
に
シ
テ　
　
　

名
物
の
資
格
重
分
、
只
茶
切
れ
の
処
に
底
に
掛
け
大
疵
ア
リ　

又
青
井
戸

茶
碗

ハ
凡
半
バ
以
上
青
味
を
帯
び
薄
手
上
品

な
ル
名
碗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
入
袋
ハ
雨
龍

鈍
子

　

続
い
て
淡
茶　

水
指
朝
鮮

唐
津　
　
　

手附　

茶
杓
不
昧
公

作　
　

歌
銘
い
ま
に
そ
あ
れ
我
も
む
か
し
は
お
と
こ
山

さ
か
ゆ
く
と
き
も
あ
り
に
し
も
の
を　
　
　

茶
入
公
好
桐
蒔
絵

中
次　
　
　

　

茶
碗
一
入

黒

 

か
へ
唐津　

干
菓
子
紅
白

落
雁　

器
物
の
何
れ
も
名
品
揃
い 

花
生
蹲
ハ
ニ
ク
ラ
シ
キ
程
の
出
来
な
る
も
、
唐
物
名
物
茶　

入
を
使
ふ
場
合
如
何
な
物
か
、
他
ハ
茶
碗
な
ど
雲
州
家
宝
器
丈
に
、
一
入
又
良
い　
　

出
来
に
て
、
前
茶
碗
に
劣
な
ず
一
入
に
は
目
珍
き
名
作
で
あ
っ
た
。

主
人
が
良
く
器
物
選
定
の
上
如
斯
き
雅
宴
を
催
さ
れ　
　
　
　

　

直
亮
伯
追
福
の
み
か
斯
界
再
出
陳
に
も
大
な
る
旗
揚　

と
も
な
り
茶
客
の
満
足
此
上
な
し

　

広
間
に
移
る
と
床
に　

澤
庵
明
歴
々 

江
月
露
堂
々 

両
和
尚

筆　
　

二
行　

箱
遠
州 

こ
の
幅
ハ
松
花
堂
よ
り
、
澤
庵
江
月 

箱
遠
州
に
依
頼
し
た
有
名
な
幅　

今
越
後　
　

中
野
家
蔵
　

花
入
古
伊
賀

耳
付
　
　
　

花
小
牡
丹　

お
幅
と
云
い
花
入
共
一
ツ
ハ
名
物
一
ツ
ハ

上
出
来 

釉
薬
の
流
れ
型
共　
　
　
　
　
　
　

堂
々
た
る
ハ
露
堂
　々
　
　
　

と
共
に
申
分
な
し

　

次
に
部
屋
に
列
れ
ら
れ
し
容
器
箱
ハ
不
昧
公
の
潔
癖
性
格
に
見
事
に
箱
を
改
め
自
ら
箱
書
さ
れ
あ
り　
　
　
　

見
る
か
ら
に
心
持
よ
く
世
に
不
昧
箱
と
賞
す
る
も
う
べ
な
り
と
云
ふ
べ
し

妻
女
の
進
ら
れ
る
番
茶
果
物
に
正
客
次
客
の
外　
　

お
れ
き
れ
き
の
比
評
の
内
散
会
し
た

○
小
田
原
掃
雲
台
為
楽
庵
の
茶
　
　
　
五
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

―
―
―
―
― 
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我
軍
は
戦
勝
に
次
ぐ
敢
闘
で
陸
は
マ
レ
ー
、
海
は
、
珊
瑚
海
の
大
勝
を
伝
へ
国
民
は
我
軍
の
萬
歳
を
祝
し
な
が
ら

　

そ
れ
丈
国
内
態
制
は
強
化
さ
れ
、
此
間
軍
事
工
業
面
の
飛
躍
は
目
さ
ま
し
く
民
衆
苦
難
の
中
に
そ
れ
ら
事

業
家
丈
は
我
が
世
の
春
と
揚
歌
し
人
の
動
き
ハ
熾
烈
と
な
り
、
今
日
小
田

〔
マ
マ
〕行

き
も
車
中
死
物
狂
い
。
こ
う
言

ふ
時
代
に
も
一
会
を
催
し
イ
ラ
立
つ
人
心
を
慰
ん
と
の
お
招
に
松
永
お
夫
婦
と
も
打
ち
合
せ
小
田
原
へ 

お

客
ハ
常
連
（
松
永
御
夫
婦　

田
中
親
美
翁　

横
井
山
王
ト
予　
　
　
　
　
　

）

　

こ
の
頃
で
ハ
小
田
原
駅
迄
の
お
迎
ハ
望
な
い　

駅
に
ハ
一
台
の
自
動
車
も
な
く

漸
く
赤
帽
の
奔
走
で
一
台　
　

掃
雲
台
に
向
ふ　

少
し
時
刻
も
早
く

鈍
翁
奥
津
城
に

に
〔
マ
マ
〕

参
詣
す
。
段
々
畑
の
蜜
柑
は
花
盛
り
香
薫
を
味
い
な
が
ら
田
舎
家
か
ら
蝸
殻
庵
り
を
逍
遥
し
洋
間
に
通

る　

合
客
の
方
々
と
落
ち
合
い
庭
伝
い
待
合
腰
掛
に
、
新
緑
酣
な
季
節
園
内
の
風
致
ハ
以
前
に
更
ら
ぬ
幽
邃

さ
、
侘
び
た
杉
皮
壁
に　
　

尚
信
山
水
絵
を
切
込
み
「
千
世
経
へ
き
亀
の
尾
山
の
む
か
い
な
る　

か
ね
の
ひ
ひ
き
は
い
つ
も
つ
き
せ
し　

」
大
工
用
墨

0

0

0

0

壺
に

筆
を
添
へ　
　

唐
紙
用
紙
ニ

銅
布
袋
帖
鎮　

汲
出
鈍
阿

振
出
交
趾
小
壷
と
云
ふ
侘
な

か
ま
へ
に

貞
子
夫
人
の
お
迎
附　

床
に
「
道
風
筆

八
幡
切　

な
つ
の
よ
を
か
た
せ
ま
た
せ
す

ほ
と
と
き
す
云
　々
　
　
　
　

」

　

表
装
中
白
地　

古
金
ら
ん 
上
下
浅
黄
菱
文

雨
龍　
　

一
文
字
紺
地　

宝
金
襴　

 

こ
の
切
ハ
現
在
益
田
家
に
裏
紙
書
一
枚
の
外　

前
田
家
、
三
井
家
に
各
一
枚
づ
つ
あ
る
外　

　

他
に
な
き
物
と

釜
天
猫
富
士
形　
　
　

 

縁
ハ
長
闇
堂

0

0

0

旧
蔵

石
炉　

香
合

0

0

祥
瑞
立瓜　

炭
斗

0

0

籐組　
　
　

釻
小　
　
　

 

火
箸
皮
巻
　

羽
根
鷺
三
枚
重　

敷
寒
竹
編　
　

　

御
殿
山
時
代

予
作　
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椀
ス
ッ
ポ
ン

0

0

0

0

京
都

第
一
の
特
製
、
揚
物
京
都

八
幡
の
若
筍

0

0

、
強
魚
芋
棒
、
筍　

若
布　
　
　
　

八
寸
伊
勢
海
老　
　

湖
水
産
子
持
鮒　

草
蕨　

菓
子
又
京
都

製

名
菓　

お
給
仕
ハ
将
軍
自
ら
終
始
の
接
待
、
お
料
理
ハ
何
れ
も
京
都
風
と
て
主
客
か
ら
の
お
尋
に
主
人
ハ
、
実
は
長

谷
川
君
が
膽
入
れ
で
、
全
部
京
都
か
ら
持
参
し
同
妻
女
の
お
料
理
と
の
事
に
て
其
の
お
心
入
れ
に
一
同
感
激

し
た
。
此
間
夫
人
及
長
谷
川
夫
妻
の
斡
旋
は
心
ゆ
く
迄
行
き
届

き
、
京
料
理
の
粋
を
賞
味
せ
る
は
、
時
節
柄
望
外
で
あ
っ
た
。

食
後
露
地
よ
り
小
間
に
動
坐
す
る
と
床
に
澤
庵
和
尚

一
行　
　

「
直
透
萬
重
関
澤
庵　
　
　
　
　

于
入
垈
山
■
■　

」
が
懸
り
戦
後
前
途
幾
難
関
を

憶
す
一
行　
　
　
　

　
　

香
合

0

0

交
趾

荒
磯　

膳
所
写

和
蘭
陀
皆
具
を
長
板

飾
り
　

釜
姥
口
霰

釻
付
貝　

茶
入
ハ
ン
ネ
ラ
写　
　

　
　
　

ノ
印
ア
リ　

茶
杓
氏
郷
銘

若
翠　

　

茶
碗
熊
川
0

0　
銘
若
菜　

替
光
悦
赤　
　

薩
摩
黒
筒　

二
碗　

さ
て
将
軍
ハ
一
度
出
坐
せ
ら
れ
し
が
私
は
茶
の
点
前
は
初
め
て
故
一
寸
の
間
稽
古
を
さ

し
て
モ
ラ
ウ
か
ら
と
退
席
さ
れ
暫
く
待
せ
ら
れ
た
。
流
石
は
武
人　

茶
の
お
手
前
な
ど

お
存
あ
る
ま
い
と
一
同
お
乞
と
待
つ
内
、
漸
く
肥
満
堂
々
た
る
体
躯
を
茶
道
口
よ
り
入
席
さ
れ
た
、
其
の
態
度
ハ
お
給
仕
中
に
見
ら
れ

ぬ
厳
然
た
る
風
格
、
自
然
に
備
は
る
一
糸
乱
れ
ぬ
見
事
さ
に
、
固
唾
を
呑
で
見
て
あ
る
に
、
意
外
に
も
、
何
の
ク
ッ
タ
ク
な
き
お
手
前

振
り
サ
ラ
サ
ラ
と
お
濃
茶
を
練
ら
れ
し
に
ハ
、
こ
れ
が
お
初
と
信
じ
た
正
客
及
天
青
ら
の

挨
拶
は
、
一
敗
地
に
ま
び
れ
し
米
英
軍
の
そ
れ
に
も
増
し
た
る
ヒ
ガ
事
と
、
予
ハ
信
じ
た

　

そ
れ
は
寸
間
中
の
稽
古
位
い
で
斯
く
あ
ざ
や
か
に
行
へ
る
べ
き
物
で
な
く
、
要
ハ
多
端
な
公
務
の
為
の
来

訪
者
へ
の
要
談
に
客
を
あ
ざ
む
く
策
略
で
あ
っ
た
事
と
思
わ
る
。
殊
に
お
手
前
ハ
長
板
板
披
ひ
と
云
ふ
厳
格

式
を
然
も
何
の
こ
だ
わ
り
な
く
ス
バ
ラ
シ
さ
は
智
略
縦
横
と
云
ふ
べ
き
驚
嘆
の
外
な
か
っ
た
。

　
　
　

さ
て
お
濃
茶
も
終
り
お
淡
を
頂
き
元
の
広
間
に
移
り
夫
人
初
め
長
谷
川
お
夫
妻
と
共
ニ

　

床
に
木
島
0

0

桜
谷

（
（3
（

筆
の
国
威
宣
揚
の
提
灯
行
列
の
幅
が
懸
ら
れ
あ
り
、
流
石
大
茶
人
を
自
任
さ
れ
る
耳
庵
翁
も

お
主
人
将
軍
の
お
手
前
と
云
い
、
お
趣
向
に
ハ
降
伏
の
外
な
く
白
旗
を
掲
げ
ら
れ
た
。　

猶
将
軍
の
お
話
で
は
、
料
理
は
元
よ
り
道
具
萬
盤
長
谷
川
君
持
出
し
に
て
、
我
輩
ハ
無
一
物
と
の
事
で
あ
っ

た
が
、
信
ず
べ
き
事
で
も
な
く
、
若
し
一
部
事
実
と
す
れ
ば
此
戦
事
中
た
だ
一
会
の
為
斯
く
迄
の
お
心
入
れ

に
ハ
萬
謝
の
外
な
く　

お
正
客
に
対
す
る
将
軍
お
夫
婦
の
歓
待
に
我
ら
迄
其
の
光
栄
に
接
し
た
事
の
仕
合

も
又
無
限
で
あ
る 

此
の
陰
に
ハ　

夜
雨
老
又
然
り

　

扨
予
ハ
正
客
初
め 

退
散
後
一
人
迹
に
残
り
、
兼
て
日
米
緒
戦
真
珠
湾

0

0

0

に
て
玉
砕
し
た
る
郷
里
出
身
古
野
少
佐

（
（3
（

　

を
紀
念
す
る
為
、
武
人
ら
し
き
茶
杓
一
本
を
け
づ
り
し
を
、
こ
の
期
会
に
中
佐
の
辞
世
の
歌

を
将
軍
に
書
き
入
れ
を
求
る
為
持
参
し
た
の
で
、
懇
請
す
る
と
早
速
御
快
諾　

筒
に
若
桜

0

0

と
箱
に
辞
世

　
　
　

箱
ニ
「
君
の
為
何
か
惜
ま
ん
若
桜
散
り
て
お
し
ま
ん
命
な
り
せ
は
」

の
歌
を
認
め
ら
れ
し
は
今
宵
の
お
茶
と
共
に
此
上
な
き
好
紀
念
で
あ
っ
た　

厚
く
お
礼
を
述
べ
十
時
過
帰
宅

○
信
濃
町
瓢
庵
の
茶（

（3
（

　
　
　
四
月
十
四
日 

正
午
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

―
―
―
―
― 
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山
田
憲

〔
マ
マ
〕太

郎
（
（4
（

氏
は
父
君
保
太

〔
マ
マ
〕郎
（
（4
（

翁
の
迹
を
嗣
ぎ
茶
道
具
商
と
し
て
三
十
幾
才
の
壮
年
な
が
ら
覇
気

あ
り
其
の
活
躍
の
度
過
ぎ
一
時

翼
を
ひ
そ
め
し
が
最
近
亦
松
平
家
の
庇
護
に
よ
り
雄
飛
せ
ら
れ
こ
こ
数
日
の
連
会
中
相
伴
の
お
招
き
に

　

信
濃
町
本
邸
に
出
向
く
。
合
客
ハ
（
松
永
翁 

田
中
親
美
翁 

瀬
津
君

中
村
好
古
氏
ニ
予
の
五
名　
　

）
季
節
ハ
桜
花
爛
満
た
る

花
吹
雪
に
晴
れ
空　
　

玄
関
よ
り
寄
附
小
間
に
ハ 

不
昧
公

筆　

 「
世
の
中
は
ま
め
で
四
角
て
や
わ
ら
か
く

と
を
ふ
の
よ
ふ
に
あ
き
ら
れ
も
せ
す　

」
と
豆
腐
の
画
讃　

不
昧
公
好
瓢
透
莨
盆
ニ

火
入
古
備
前　
　
　

良

主
人
の
迎
い
付
に

露
地
を
広
間
へ
　

床
に
門
無
関　

布
袋
讃 

円照　

天
宮
不
肯
住
■
市
対
便
宜
挙
目
無
知
己
回
頭
望

何
■　

円
照
楽
■
拝
手　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

表
装
大
燈
丹
地

小
牡
丹

上
下
白
地
二
重

大
牡
丹

一
文
字　

紺
地
ナ
ベ
銭

金
襴　
　
　
　

と
云
ふ
見
事
な
物

扨
門
無
関
布
袋
の
図
様
を
見
る
に
亡
兄
旧
蔵
澤
庵
筆
布
袋
と
筆
致
は
違
ふ
が
、
其
構
図
の
斯
も
同
よ
ふ
で
あ

る
事
、
或
ハ
和
尚
此
の
図
に
よ
り
模
写
し
た
る
物
な
ら
ん
と
想
像
せ
る
に
、
山
田
主
人
の
話
に
依
れ
ば
讃
の

点
字
ハ
澤
庵
和
尚
ト
あ
る
。
さ
て
こ
そ
想
像
に
た
が
わ
ぬ
澤
庵
布
袋
ハ
現
松
永
翁
蔵
ト
な
っ
て
い
る
。
猶
こ

の
幅
ハ
有
名
な
松
平
直
亮
伯
蔵
品
か
ら
、
主
人
□ハ
改
め
実
ハ　

直
亮
伯
逝
去
前
よ
り
恩
顧
を
受
し
為
伯
蔵
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清
巌

0

0

和
尚

一
行
「
心
随
萬
境
轉
」、
袋
棚
に

ハ　

金
襴
手
仙
盞
瓶

0

0

0

花
入 

花
ハ
白
牡
丹　

遠
州
好
黒
塗
棚
ニ　
　
　

水
指
染
附
一
閑
人

0

0

0

0

0

0

0

の
優
物

上
に
祥
瑞
0

0

瑠
理
雀
の
香
合　

床
内
に
唐
物
六
足　

青
貝
小
卓
に
ア
コ
タ 

香
炉　

釜0

定
林
0

0

作

柳
に
桜
地
文　

炉
縁
高
台
寺
蒔
絵
と
云
ふ
豪
華　
　
　

な
飾
り
付
に
目
を
見
張
る

こ
の
美
化
し
た

広
間
に
て　
　

お
懐
石
ハ
奥
さ
ん
の

お
給
仕
　

向
貝
柱　
　
　

ヲ
ロ
シ
あ
へ 

器
古
九
谷　

花
模
よ
ふ　

汁
三
洲

ウ
ド　

椀
角
大
切
豆
腐　

葛
あ
ん
掛
生
が　

焼
物
一
塩

鰤　

強
魚
海
老
芋

外
一

 

器
ハ
御
本

鉢

 
八
寸
エ
ビ　

ク
ル
ミ

青
菜　
　
　

 

香
の
物
み
そ
漬

水
菜
漬 

器
鈍
阿

焼

 

湯
吸
物 

ク
キ
の
頭　

酒
器
銚
子
七
宝
透
し 

徳
利
九
谷　
　
　

杯
染
附
0

0

ト
ン
ボ

絵　
　
　

青
磁
な
ど
お
心
入
に
も
大
樋
君
に

対
す
る

九
谷
焼
を
用
ら
れ
中
に
も
八
寸
に
用
い
ら
れ
し
初
代
大
樋
皿

0

0

0

0

0

な
ど
、
作
者
に
取
り
此
上
な
き
思
い

や
り
ハ
大
樋
君
の
み
か
列
席
の
我
々
迄
に
も
感
謝
に
た
え
ず
猶
お
粗
末　
　
　

処
か
大
振
舞
に
感
激
せ
ざ
る
を
得
な
い　

お
菓
子
ハ
お
萩
の
美
味
さ　

お
炭
ハ
香
合

0

0

瑠
理

雀
　

炭
具
白
サ
ビ
籐
組
、

羽
根
大
鳥
、
敷
ハ
紙

　

茶
入
破
風
窯

翁
手
　
　
　
　

茶0

杓0

一
尾
伊
織
作

芋
杓
形　
　
　

筒
に
「
八
十
才
作

進
上
候

伊
織
と
あ
る
」、
茶
碗

0

0

刷
毛
三
島

0

0

0

0

編
傘　

小
服 

替
旦
入
0

0

写

寒
月　
　

　

建
水

砂
張　
　
　
　

蓋
置
青磁　

　
　
　

已
上
に
て
お
淡
ヲ
拝
服
し
た 

刷
毛
目
編
傘
ハ
疵
は
る
が
目
珍
し
い
名
碗 

刷
毛
も
立

ち
只
物
な
ら
ぬ
と
お
主
人
の
説
明
を
聞
に
、
菊
正
宗

0

0

0

主
人
旧
蔵
に
て
刷
毛
目
編
傘
三
個
0

0

の
内0

と
云
ふ
其
の
一
ツ
ト
の
事
、
世
上
伝
へ
ら
れ
て
い
る
、
と
の
話
に
正
客
初

め
驚
い
て
改
め
拝
見
と
云
ふ
有
様
笑
止
千
万　

旦
入
寒
月
を
用
い
ら
れ
し
は
、
後
の
空
中
に
対
す
る
前
奏
で
あ
る

折
柄
服
部
山
楓
氏
も

来
着 

愈
　々
　
　
　

寒
月

0

0

お
持
出
し　
　
　

月
ハ
内
側
迄
掛
り

下
高
台
上
に
も

同
よ
ふ
な
釉
が
あ
る 

底
に
七
ヶ
所
程　
　
　

小
指
位
の
引
カ
キ
ア
リ
高
台
ハ
不
規
律
に
て

敷
丸
ミ
ナ
シ

高
台
内
ト
キ
ン
は

思
い
切
り
深
く
採
ら
れ
て
い
る　

大
樋
君
は
こ
の
茶
碗
を
別
室
に
持
込
み　

荒
作
り
素
土
に
模
作
を
試
む　

作
者
と
し
て
実
物
を
前
に
写
作

す
る
至
難
な
る
彼
れ
の
心
境
に
同
情
す
る
が
、
写
作
ハ
其
の
気
分
の
み
に
て
、
之
を
実
写
す
る

場
合
其
の
成
功
ハ
六
ヶ
敷
く 

作
者
と
し
て
の
予
ハ
特
に
其
の
感
を
深
く
感
じ
た
。
猶
こ
の
間

　

同
家
愛
蔵
の
ノ
ン
コ
ウ

0

0

0

0

作

銘
山
窓
0

0　
　

藤
田
家
旧
蔵
を
拝
見
し
た 

こ
の
茶
碗
ハ

口
造
り
舛
形 

腰
ハ
丸
く
殊
に
赤
味
釉
あ
り
、
其
の
自
然
釉
薬
の
色

と
作
行
の
良
さ
寒
月
の
月
の
釉
薬
に　
　

技
工
的
作
意
よ
り
も

予
ハ

此
の
道
入
作
に
魅
力
を
感
じ
た

高
台
土
見　
　
　

高
台
内
金印

ア
リ　

猶
寒
月
ハ
元
が
加
賀
亀
田
是
庵

0

0

0

0

所
持
戸
田
露
吟
よ
り

　

当
家
に
ハ
大
坂
佐
野
家
の
旧
蔵
を
納
め
し
と

箱
ハ
一
閑
0

0

ウ
ル
ミ
塗 

蓋
裏
に　
　

　
「
山
の
は
を
登
れ
と
も
こ
え
ば
埋
れ
き
て　

雪
に
か
く
む
く
有
明
の
月　
　
　
　
　

」
と
朱
書
ア
リ

外
箱　
　

二
ツ
入

「
鈍
翁
筆
、
親
友
塩
原
ぬ
し
よ
り
、
ゆ
く
り
な
く
茶
を
賜
り　

て
見
れ
ば
昔
逃
せ
し
寒
月
な
り
し
と
そ　

昭
和
甲
戌
春
鈍
翁
」

　

塩
原
さ
ん
は
東
都
一
流
数
寄
者
中
唯
一
の
寂
茶
人
に
て
、
名
器
多
数
蒐
集
し
な
が
ら
、
侘
茶
に
終
始
し
雅
客
に
賞
揚
さ
れ
て
い
る

高
貴
な
品
の
み
を
本
意
と
す
る
近
世
茶
家
に
ハ
目
珍
し
き
存
在
、
従
て
我
々
に
ハ
此
上
な
き
仕
合
で
あ
る
。　
　

乍
序
天
青
老
が
物
識
り
顔
に
、
染
附
杯
を
和
蘭
陀
と
説
へ
青
磁
写
し
を
□清
物
揚
刻
名
杯
な
ど
正
客
に
披
露
し
或
ハ

稚
気
に
ひ
と
し
き
駄
洒
落
に
ハ
歯
の
浮
く
思
い
、
之
れ
が
茶
道
雑
誌
の
主
幹
、
初
心
の
人
を
ま
よ
わ
す
甚
し
き
か
な

○
小
磯
将
軍
新
堀
之
茶
　
　
　
三
月
廿
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
― 
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国
を
賭
し
て
の
日
米
戦
ノ
政
策
に
軍
務
に
活
躍
中
の
小
磯
國
昭
将
軍
が
、
寸
閑
を
さ
き
釜
を
掛

け
る
か
ら
相
伴
せ
よ
と
案
内
を
得
た
の
で
吏
人
に
は

他
の
茶
の
湯
で
お
会
せ
る
も
将
軍
に
は
今
宵
初　
　

て
、
武
将
の
お
手
前
拝
見
す
る
の
は
元
亀
天
正
期
の

戦
乱
期
に　
　

豊
織
及
び
其
の
旗
下
の
陣
中
茶
の
湯
に
も
比
す
る
感
も
さ
れ
喜
ん
で
参
入
し
た
。

　

芝
ハ
新
堀
奥
ま
り
し
住
い
、
門
前
に
ハ
茶
会
の
夕
べ
に
も
拘
ら
ず
軍
の
最
高
幹
部
丈
訪
問
者
の
■
げ
く
玄

関
に
通
る
と
書
生
君
の
案
内
に
て
洋
間
に
通
る

　
　

今
日
の
相
客
は
（
松
永
耳
庵
翁
の
外 

山
下
亀
三
郎
翁

（
（3
（

　
　
　

横
井
夜
雨
君
に
予
と
云
ふ
事
で
あ
っ
た
が
、　

山
下
氏
急
用
出
来
不
参
の

為
粟
田
天
青
の
四
君　
　

間
も
な
く
京
都
西
陣
の
機
業
家
長
谷
川
某
氏

（
（3
（

が
今
日
の
茶
の
為
特
に
上
京
水
屋
勤
役
と
て
刺
を
交
換
し
た
。

京
都
か
ら
の
援
兵
に
は
少
々
恐
縮
し
た
。

　

廊
下
か
ら
露
地
へ
降
る
と
軒
先
に
紅
梅
一
本
弦
月
下
に
咲
き
ほ
こ
り
、
地
上
二
三
輪
落
ち
散
る
も
風
情
を

添
へ
て
い
る
。
入
席
す
る
離
れ
の
広
間
に
ハ

　

床
に
許
六

0

0

筆
雁
の

画
ニ
「
江
の
く
ま
や　
　
　
　
　

い
ま
お
く
れ
た
る
雁
一
羽　

は
志
越
」
の
一
句
が
掛
り
、
青
大
竹

0

0

0

一
重
切
ニ 

薄
紅
椿
一
輪
挿
る　
　
　

此
花
入
ハ
こ
の
朝
夜
雨
君

か
ら
贈
ら
れ

将
軍
即
坐
ニ
銘
勝
鬨

0

0

と
付
ら
れ
し
と
、
大
戦
中
さ
も
あ
る
べ
き
か
。
扨
懐
石
ハ
向
鯛
小
切　
　
　

同
子
ノ
マ
ブ
シ　

汁
合
せ
み
そ　
　

生
ふ　

ヨ
ム
ギ
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緒
の
み
な
ら
ず
名
釜
で
あ
っ
た　

然
し
茶
に
ハ
方
丈
釜
が
適
す
る
物
で
あ
る　

好
参
考
を

多
謝
す

○
夜
雨
老
の
夜
会
　
　
　
二
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

―
―
―
―
― 
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夜
雨
老 

近
来
し
き
り
に
釜
を
掛
ら
れ
今
宵
又
廿
五
日
来
の
大
雪
残
雪
を
踏
ん
で 

琴
平
町
に
出
掛
く　

例
に
よ
り
階
上
洋
間
に
通
る
と　
　
　
　
　
　
　

（
横
山

〔
マ
マ
〕

山
王
老
、
馬
場
和
光
老　

粟
田
天
青
老
あ
り　
　
　
　
　
　

）

　

床
に
宜
稲
筆

豆
蒔
き
の
画 

鈍翁
讃
「
遠
仁
者
疎
道

不
共

〔
マ
マ
〕者

（
（3
（

有
智
」 
炭
飾
台
湾
ム
シ
ロ

0

0

0

利
用

袋
形　
　
　
　

　

釻
ハ
馬
具

0

0

な
ど
利
用
に
妙
を
得
て
い
る

階
下
小
間
に
古
市
播
磨

の
懐
紙

 

歌
三
首 

沙
門

宗
超
「
池
水
に
な
か
れ
て
あ
へ
ぬ
う
き
草
に

氷
や
ふ
か
き
ね
さ
し
な
る
ら
ん　
　

」　

懐
石 

向
ウ
ド

味
そ
掛　

蒸0

し
う
ど
ん　

椀
雑
煮

0

0 

芋
の

揚
物  

玉
子
入
お
粥0

等　

節
分
前
の
気
分
の
掛
物

大
雪
後
温
い
食
事　
　

に
侘
も
籠
り
老
の
茶
興
ノ
面
白
さ
に
感
服
し 

菓
子
又

そ
ば
カ
キ

飴
掛
け

と
言
ふ
珍
味
で
あ
っ
た　

茶
懐
石
も
時
に
応
じ
て
こ
そ
美
味
食
触

〔
マ
マ
〕

を
そ
そ
る
物
、
小
清
、 

柏
屋
な
ど
及
び
も
つ
か
ぬ
味
い
此
上
な
し
。
扨                      

小
間
に

動
坐
　

床
に
一
重
切
花
入

0

0

0

0

0 

鈍
翁
作

銘
老
木 

歌
銘 

花
白
玉
、
水
指
朝
鮮
白
磁

片
壷　
　
　

茶
入　

京
窯

肩
衝　

茶
杓
鈍
翁
作　

茶
碗
井
戸
風
の

替
り
物

替
粉
引

小
服　

釜
ハ
名
越
作 

道
也
ノ
極　

以
上
真
の
茶
友
の
娯
気
分
で
あ
っ
た
事
を
感
謝
す
。

○
一
日
遅
れ
桃
の
節
句
茶
　
前
田
老
　
　
　
三
月
四
日 

夜
　
　
　
　
　
　   

―
―
―
―
― 
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日
米
戦
ハ
熾
烈
を
極
め
敵
の
空
襲
は
国
内
各
地
に
行
は
れ 

た
だ
な
ら
ぬ
事
態
と
な
っ
た 

亜
米
利
加
軍
は
強
大
な
軍
力
に

対
す
る
我
方
と
し
て
ハ
物
資
の
統
制
相
い
次
ぎ
断
行
さ
れ　

不
安
は
日
と
共
に
加
る　

　
　
　
　
　

此
頃
南
斎

老
か
ら
一
日
遅
な
が
ら
桃
の
節
句

0

0

0

0

気
分
で
一
服
と
の
事
、
防
空
演
習
に
落
ち
着
か
ぬ
事
ば
か
り
、
幸
い
と

て
多
少
暖
い
の
を
夕
刻
か
ら
下
町
に
、
合
客
は
遠
藤
老
外
未
知
二
人　

椅
子
間
で
香
煎
を

啜
り

階
上
に
備
前
花
入
に
白
桃
ニ

山
椿

も
節
句
気
分 

妹
嬢
の
お
炭
手
前

　
　
　
　

釜
ハ
道
也
作　

置
炉
に
懸
け

　
　

香
合
0

0

蛤
と
云
ふ
組
合

　

懐
石 

向
貝
柱
、
鯛
の
切
身　

ウ
ド
、
生
椎
茸　
　
　

汁
三
洲
み
そ

エ
ノ
子
茸　

椀
白
菱
餅

0

0

0　

焼
魚
切
身
菜
の
花
と
云
ふ
有
様　

焼
物
葉
山
産

甘
鯛

 

岐
阜
の
川
鱒　

か
ら
揚

強
魚
南
瓜

ウ
ド
生
椎
茸
、
八
寸
グ
シ
子

胡
瓜
　

香
の
物
ス
グ

キ 

　

甘
酒

0

0

等
　々
此
の
物
資
不
足
の
折
、
か
く
も
珍
魚
美
肴
の
大
盤
振
舞　
　

に
ハ
大
家
と
い
へ
共
及
ば
ぬ
大
奮
発
に
た
だ
た
だ
驚
く
斗
り

こ
の
振
舞
も
愛
嬢
の
茶
趣
味
に
老
の
慈
愛
が
こ
も
り
、
奥
懐
し
き
限
り
で
あ
る
。
懐
石
中
突
然
燈
火
管
制
発
令 

一
時
消
火
騒
ぎ
も
あ
っ
た
が
、
日
頃
の
訓
練
に
神
速
か
つ
落
着
た
統
制
が
行
れ
た
。
こ
ん
な
訳
で
お
茶
巡
服
後

十
一
時
と
云
ふ
に
辞
去

月
は
満
都
を
照
す 

敵
の
空
襲
に
は
絶
好
な
ど
考
え
帰
宅
し
た
。

○
禾
日
庵
空
中
寒
月
茶
碗
の
茶
　
　
　
三
月
八
日 

正
午
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
― 
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奥
さ
ん
か
ら
電
話
で
突
然
な
が
ら
少
し
早
目
に
お
出
掛
あ
り
た
し
一
服
差
し
上
げ
た
い
と
毎
度
の
お
芳
志

に
お
く
面
な
く
出
掛
る
。
玄
関
を
右
に
露
地
伝
い
洋
間
に
通
る
朝
か
ら
の
強
風
に
も
落
葉
一
ツ
な
き
庭
の
掃
除
で
あ
る
。

大
火
鉢
に
暖
は
三
月
初
め
の
う
ら
寒
さ
も
心
入
れ
に　

　

先
着
の
予
ハ
今
日
の
連
客
が
誰
れ
な
ら
ん
と
待
つ
内
、
お
主
人
出
坐
あ
り 

今
日
ハ
時
節
柄
何
の
お
か
ま

い
は
出
来
ぬ
が
松
永
さ
ん
の
紹
介
で
加
賀
の
大
樋
長
左
右

〔
マ
マ
〕門
（
（3
（

君
が
所
蔵
空
中
寒
月
茶
碗
を
模
写
が
願
い
た

い
と
の
事
で
こ
れ
を
幸
ひ
貴
所
に
も
同
席
を
乞
ふ
た
と
の
事
で
其
の
光
栄
を
謝
し
た

　
　

間
も
な
く
丸
岡
耕
庵

〔
マ
マ
〕翁

が
大
樋
君
と
共
に
到
着
し
今
祥
雲
寺
を
お
と
づ
れ
し
に
お
出
掛
け
迹
と
て
大

樋
君
を
紹
介
さ
れ
た
。
続
て
耳
庵
翁 

粟
田
老
も
参
入
し
た
。
お
主
人
の
案
内
で
庭
伝
い
禾
日
庵
へ

　
　

広
間 

床
に
ハ
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茶
入
古
瀬
戸

耳
附

銘
呼
子
鳥　
　
　
　

茶0

杓0

小
堀
宗
実
作

銘
曙 

筒
ニ

「
こ
れ
や
こ
の
心
あ
る
人
の
あ
か
む
べ
き　

な
に
わ
は
た
り
の
春
の
あ
け
ほ
の　
　
　

箱
ハ
蓬
雪
」

茶
碗
雲
鶴

筒

銘
雛
鶴　

老
一
流
の
面
白
き
取
り
合
せ
に
茶
の
興
致
を
活
さ
れ
て
あ
り
、
茶
杓
ハ
目
珍
し
き
人
の
作
で
あ
る
。
茶
碗
雲

鶴
ハ
主
人
朝
鮮
で
の
得
物
に
て
発
掘
な
が
ら
、
良
い
茶
碗 

将
来
必
ず
立
派
に
愛
玩
さ
れ
る
物
と
信
ず
る
。
一

客
一
会
の
こ
の
茶
こ
ぞ
真
の
雅
会
で
あ
っ
た
。
夜
雨
老
の
近
来
の
催
し
中
今
宵
程

娯
し
き
且
つ
道
具
に
も
名
物
な
ら
ず
と
も
面
白
し
組
合
せ
で
あ
り
主
客
歓
談
辞
去

○
目
白
猪
鍋
の
会
　
　
　
一
月
廿
一
日 

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
―
―
―
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松
永
さ
ん
か
ら
猪
が
到
来 

猪
な
べ
に
一
服
と
案
内
を
受
け
た
が
、
夜
の
外
出
は
此
頃
の
寒
さ
、
折
角
な
が
ら
と
お
断
せ
る
も

社
か
ら
の
帰
途
お
自
身
の
お
迎
に
同
車 

目
白
に
出
か
く
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

洋
間
を
見
る
と
驚
く
べ
し 

雪
舟
0

0

筆
着
色

四
季
の
山
水
屏
風
一
双
が
建
て
廻
さ
れ
あ
り 
装
飾
構
図
な
が
ら
其
の
筆
の
妙
驚
く

ば
か
り 

落
款
な
く
等
揚
の
印
丈　
　

主
人
の
お
咄
で
は
、
前
田
家
に
之
れ
と
凡
同
よ
ふ
な
屏
風
あ
る
が
、
此
分
は
い
ま
だ
公
開
さ
れ
し
事
な
き
と
、

凡
眼
に
も
名
画
と
感
賞
し
た
余
ハ
お
買
入
れ
を
進
言
し
た
。
間
も

〔
マ
マ
〕

縣
君
も
来
り
之
れ
を
見
と
予
と
同
感
で

あ
っ
た

猪
料
理
ハ
久
し
振
り
、
大
寒
中
の
猪
ハ
亦
格
別
三
人
鼎
坐
鍋
を
ツ
ツ
キ
飽
食
し
た
。
何
と
云
ふ
て
も
寒
中
ハ

鍋
に
限
る　

　

食
事
が
終
り
書
院
で
立
茶

　

茶
箱

0

0

に
て 

こ
の
茶
箱
ハ
材
ハ
桜
に
て
胴
張
り
全
面
に
七
宝
紋
の
浮
地
刻
に
丸
紋
花
鳥
動
物
の
揚

〔
マ
マ
〕

刻
ア
リ 

其
の
精
巧
は
驚
く

物
あ
り
予
ハ
如
泥
の
作
と
鑑
定
し
た
。
内
部
ハ
大
平
目
地
底
裏
に
も
菊
の
流
れ
水
の
刻
等
至
り
尽
し
た
作　
　
　

迹
に
て
聞
け
ば
雲
州
家
よ
り
出
た
物
と
、
扨
ハ
推
定
通
り
不
昧
公
が
夫
人
玉
暎
女
史
の
為
如
泥
に
命
じ
ら
れ

し
物
な
ん
と
。

　

茶
入
唐
物
青
貝
七
宝　
　

茶
碗
祥
瑞
筒 

半
面
詩
文 

半
面
芙
蓉
花
に
尾
長
鳥
と
云
ふ
名
碗
が
仕
込
れ
夫
人

用
と
し
て
見
事
な
茶
箱　

已
上
に
て
お
淡
を
頂
き
最
後
に
光
悦
の
小
巻
下
絵
宗
達
筆
金
銀
泥
絵
リ
ン
ド
―
芒
、
椰
子
蝶
な
ど
丗

六
人
集
用
紙
風
の
台
紙
見
事
に
て
光
悦
歌
三
首
詩
三
と
朗
詠
風
に
特
意
の
霊
筆
を
振
い
巻
尾
に
印
さ

え
あ
る
名
巻
を
賞
翫
し
辞
退
す　

家
外
目
白
台
の
寒
さ

に
六
日
月
の
弦
月
肌
を
射
す
思
に
十
一
時
帰
庵
し
た
。

○
根
津
家
特
別
展
参
観（

（3
（

　
　
　
二
月
廿
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

―
―
―
―
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根
津
家
の
特
別
展
に

耳
庵
翁
に
誘
れ
て
　

参
会
者
ハ
（
井
上
侯
、
後
藤

〔
マ
マ
〕

慶
太
、
小
林
一
三
、
穴
水
、
早
川　

荻
野
博
士

（
（3
（
　

田
中　

外
二
三
の　
　
　
　
　
　
　
　

）

　
　
　
　

床
大
燈
国
師

0

0

0

0

墨
跡
横物

九
行 

奥
書
ニ
元
亨
壬
戌
宗
峰
叟
如
題　

書
以
与
宗
園
禅
人
□
□　
　
　
　
　

書
院
伊
賀
花
入
銘
寿
老　
　

雲
州
家
旧
蔵 

底
ニ
×
刻
ア
リ

　

水
指
古
染
附
桶

雲
鶴
絵
　

炉
に
釜
肩
霰　
　
　
　

松
に
菊
花
地
紋　

第
二
席 

十
六
羅
漢　

 

因
陀
羅
布
袋 

讃
楚
石

横
物

讃
に
曰
ク　

花
樹
閑
相
恣
瑶
過
喚
作
慈 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尊
又
是
魔
背
上
、
忽
然
拙
出
眼
幾
■
驚
致
蒋
摩
玅
□　
　

〇
啓
書
記

0

0

0

筆

真
山
水 

小
点　

一
十
二
因
縁
長
巻 

鎌
倉
期　
　
　
　

経
の
書
入
ア
ル

　

法
隆
寺
一
切
経

一
巻
　

書
院 

名
物
春
日
山
硯
箱 

無
地
扇
面
散
し

一
外
部
螺
鈿
丸
錫
縁　

香
合
扇
面
中
に

八
橋
ア
リ 

月
を
嵌
入 

八
ツ
橋
香
合
ト
云
ふ

　

砧
青
磁
竹
之
節
花
入　

茶
碗
井
戸

忘
水　

同
ク
信
楽 

銘
水
の
子 

前
田
家
旧
蔵　
　

筒
形
高
台
高
く
六
角　
　
　
　

無
雑
作
の
作
行
腰
に
コ
ゲ
ア
リ

　
　
　

外
ニ
釜
二
個 

得
月 

雪
村
筆 

半
面
に
方丈

の
二
文
字
ア
リ　
　
　

古
芦
屋
、
前
後
に
文
字
ア
リ　
　
　
　
　
　

永
正
丁
丑
施
主
芦
屋
宣
屋

〔
マ
マ
〕

大
工　

片
側
ニ
奉
寄
進  

高
野
山
宝
幢
院　

西
坊

公
用

（
（3
（

　

已
上
拝
見
ハ
仕
合
せ　

因
陀
羅
ハ
予
に
ハ
識
見
な
き
か
感
心
出
来
ス　

啓
書
記
ハ
構
図
筆
致
等
良
い
物
ト
思
ふ　
　
　
　

香
合
ハ
当
時
の
仕
込
物
ト
見
受
け
た
。
時
代
丈
の
品
、
青
磁
花
入
水
指
な
ど
優
品
云
ふ
迄
も
な
く

茶
碗
忘
水
ハ
名
物
丈
に
小
振
な
が
ら
、
ヲ
カ
ス
べ
か
ら
ぬ
名
品
、
伊
賀
花
入
ハ
釉
薬
掛
り
ハ
良
い
が
型
の
弱

い
物　

蒔
絵
硯
箱
ハ
何
の
為
の
名
品
か
、
昔
の
数
寄
者
の
不
認
識
に
驚
く
外
ハ
な
い　

釜
は
流
石
二
ツ
共
由
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菓
子
ハ
携
へ
の
切
餅

ツ
ケ
焼　
　

を
妻
女
に
頼
み 

こ
れ
が
又
場
所
柄
丈
に

越
後
か
し
以
上
に　
　

う
ま
く 

茶
は
こ
う
言
事
こ
そ
娯
し
く
我
々
侘
茶　
　
　

人
丈
の
法
悦
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
箱
と
言
ふ
物
も
面
白
く
殊
に
旅
行
な
ど
茶
家
に
と
り
何
よ
り
の
好
呂

〔
マ
マ
〕伴

で
あ
る
が
武
骨
者
に
持
る
茶
箱

は
稀
な
者
に
テ
、
こ
の
茶
箱
は
瓢
を
用
い
寂
び
も
あ
り
携
帯
に
弁
理

〔
マ
マ
〕で

耳
庵
に
も
適
し
た
物
で
あ
る
。

　

扨
帰
路
に
つ
い
た
が 
向
い
風
に
面
も
向
ら
れ
ぬ
烈
風
吹
傾
れ
ま
じ
き
猛
列
の
難
行
ノ
一
里
を
漸
く
帰
堂
し
た
。
留
主
中
細
野

老
来
遊
次
い
で
柏
斎
老

（
（2
（

来
り
自
炊
庵
満
員
、
所
が
電
工
の
一
人
が
山
鳥
を
射
留
テ
持
来
り
、
思
は
ぬ
夜

食
の
馳
走
に
あ
り
附
き
、
例
に
よ

り
お
茶
は
柏
斎
の
手
で
一
服
し
た
。

　

風
強
け
れ
ど
空
は
晴
れ
月
は
煌
々
と
老
松
を
透
し
漁
村
の
夕
餉
に
登
る
烟
も
島
ら
し
く
、
新
正
月
と
て
鄙

に
も
何
と
な
く
新
し
き
を
祝
ふ
ケ
配
も
長
閑
で
あ
る
。

　

予
は
明
日
の
帰
京
の
為 

月
下
に
狂
ふ
怒
涛
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
早
く
床
に
つ
く

予
の
早
立
に
細
野
丸
岡
も
同
行
す
る
と
て
バ
ス
の
乗
車
券
を
電
工
に
頼
ま
れ
し
が
予
約
満
員
で
買
へ
ず
、
予

丈
ハ
幸
い
松
崎
か
ら
谷
口
君
の
厚
意
で
輩
下
の
一
人
が
停
留
迄
乗
車
し
て
く
れ
た
の
で
座
席
も
あ
り
耳
庵

か
ら
明
日
近
衛
公
来
遊
ゆ
へ
是
非
と
引
留
め
ら
れ
し
を
権
門
方
に
ハ
関
係
な
き
身
と
て
翁
一
家
の
見
送
り

の
内
に
島
を
出
発
し
た
。
土
肥
の
乗
替
も
連
絡
の
あ
っ
た
物
が
出
張
員
が
座
席
を
取
っ
て
く
れ
、
苦
も
な
く

乗
替
へ
途
中
無
事
夜
の
八
時
帰
京
し
た
。
堂
ヶ
島
八
時
半
発
此
間
十
一
時
間
を
要
す
る
行
程
に
ハ
、
こ
ん
後

此
の
時
局
再
遊
は
望
め
な
い
か
と
こ
の
行
思
い
出
深
い
気
持
で
あ
る

○
前
田
南
斎
老
の
招
茶
　
　
　
一
月
八
日 

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

―
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前
田
老
も
近
頃
二
人
の
子
息
を
戦
線
に
送
り
娘
さ
ん
の
茶
趣
味
か
ら
時
折
茶
を
懸
け
清
遊
さ
れ
る
よ
ふ　
　
　
　

に
て
今
日
亦
二
時
頃
か
ら
お
越
と
の
事
で
出
掛
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
客
は
知
友
関
野
聖
雲

0

0

0

0

君
只
一
人　

妹
娘
さ
ん
の
お
給
仕
で
鯛
の
刺
身 

お
正
月
と
て
屠
蘇
を
祝
れ
、
伊
達
巻
か
ら
鳥
の
グ
シ

焼
き
雑
煮
と
云
ふ
、
一
寸
得
ら
れ
ぬ
馳
走
に
聖
雲
君
の
酒
豪
と
主
人
も
呑
る
口
、
ツ
イ

進
ら
れ
る
ま
ま
、
好
い
気
持
に
正
月
気
分
と
な
っ
た
。
最
後
ハ
下
町
高
級
な
寿
司
も
出
る
と
云
ふ
振
舞
。
扨

お
茶
ハ
姉
さ
ん
の
お
手
前
、
置
炉
に
棚
飾
り
、
お
道
具
ハ
略
す
が
茶
碗
ハ
ノ
ン
コ
ウ
黒
、
了
入
箱
で
あ
っ
た

　

濃
茶
の
迹
に
て
お
淡
を
妹
さ
ん
が
点
ル
と
云
ふ
愛
嬢
方
の
茶
の
執
心
を
見
ま
も
る
南
斎
老
は
幸
せ
な
事　

と 

器
物
な
ど
彼
れ
是
れ
云
ふ
べ
き
藹
々
た
る
娯
を
祝
し
辞
去
し
た　
　
　
　
　
　
　
　

○
琴
平
町
独
客
茶
　
　
　
一
月
九
日
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

―
―
―
―
― 

ｐ
387

　

夜
雨
老
か
ら
二
三
日
前
よ
り
来
遊
を
進
め
ら
れ
し
も
、
伊
豆
行
の
疲
に
遠
慮
し
て
い
た
が
今
朝
又
も

鴨
猟
に
行
き
二
三
羽
獲
物
あ
り　

是
非
と
の
事
で
夕
刻
か
ら
出
か
く
。　
　

階
上
洋
間
に

通
る
と　
　

主
人
自
筆
の
ホ
ウ
ヅ
キ

提
灯　
　

行
列
の
画
ニ
鈍翁

歌
「
あ
ら
た
ま
る
年
の
始
の
勝
軍　
　

い
く
世
の
春
の
お
も
い
出
に
せ
む
」
と
戦
勝
と
新
春
を
祝

せ
る
も
面
白
く

間
も
な
く
主
人
出
坐
互
に
新
春
と
戦
勝
を
祝
し

掛
物
に
対
す
る
老
の　
　

餘
技
を
賞
し
鈍
翁
歌
と
共
に
将
来
名
物
た
る
べ
き
を　
　

た
た
へ
、
伊
豆
行
な
ど
物
語
り
階
下
小
間
に

　

床
へ
ハ
三
条
西

0

0

0

実
隆

卿
の
短
冊
梅
迎

　

客
と
題
し
「
い
つ
の
ま
の
に
ほ
ふ
か
人
を
ま
つ
せ
ら
ん

さ
く
と
も
つ
け
ぬ
里
の
梅
枝　
　
　
　
　

」
誠
に
適
幅
で
あ
る
。
実
隆
卿
ハ

室
町
頃
の
大
歌
人　
　
　
　
　

　
　

釜
富
士

形
　

炭
取
瓢
阿
作
、
羽
箒
野
雁　

火
箸
桑
柄　
　
　
　
　
　

香
合
高
麗

出
土　
　
　

染附
蓋
に
て
炭
手
前
あ
る　

香
合
土
器
も　

老
ら
し
き
好
み

広
間
に
て
食事　

床
に
八
代
六
郎
将
軍

（
（2
（

の
文

朝
日

〔
マ
マ
〕奈

知
泉

（
（2
（

宛　
　

広
瀬
中

0

0

0

佐0

（
（2
（

 

旅
順
戦
死
に

つ
い
て
云
々
は
事
局
柄
往
年
中
佐
の
奮
死
を

お
も
わ
す
物
あ
り

　

七
輪

0

0

持
ち
出
し
鴨
鍋

0

0

水
焚 

大
徳
寺
納
豆

汁
あ
さ
り
　

以
上
至
極
簡
単
に
見
え
る
が
寒
さ
の
折
と
て　

鴨
鍋
の
甘
味
さ
に
酒
杯
を
重
ね
陶
然

と
し
て
元
の

小
間
に
移

る　

床
に
ハ
鈍
翁
0

0

作

尺
八

に
花
白
玉 

銘
相
南
0

0

ト
ア
リ　

箱
蓋
裏
に
「
一
竿
生
相
南
半
枯
幾
星
霜

如
今
得
帰
処
長
簪
満
頭
花
」

詩
に
も
あ
る
通
り
半
面
枯
た
る
侘
び
た
る
竹
に
て
殊
に
鈍
翁
の
詩
ハ
稀
れ
で
あ
り
、
夜
雨
老
よ
く
も
こ
の
尺
八

を
捲
き
揚
げ
ら
れ
し
も
の
ぞ
と
、
そ
の
腕
の
凄
さ
に
敬
服
す　
　
　
　
　
　
　

　

水
指

0

0

会
寧
0

0

窯
　
　
　

会
寧
に
ハ
目
珍
し
き
型　

こ
の
水
指
ハ
箱
に
も
鈍
翁
の
狂
歌
「
主
人
に
は
か
ゐ
寧
し
て
と

　
　
　
　
　

愚
痴
を
い
ひ
」
な
ど
と
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○
熱
海
小
雨
荘
よ
り
伊
豆
堂
ヶ
島
脚
行（

（2
（

　
　
　
昭
和

十
七
年
一
月
二
日　
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―
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去
年
十
二
月
八
日 

大
東
亜
戦
勃
発
後
最
初
の

新
年
を
迎
え
た　
　
　
　
　

西
南
洋
上
の
戦
果
は
快
勝
に
次
ぐ
善
勝
な
丈
戦
域
の
拡
大
と
共
に

壮
丁
の
招
集
合
い
次
ぎ
国
内
亦
娘
子
軍　

　
　

迄
動
員　

戦
備
補
給
に
全
力
を
尽
す
と
い
え
共
、
資
材
を
海
外
に
依
存
せ
る
我
国
と
し
て
、
敵
国
よ
り
の　
　

資
材
封
鎖
ハ
資
材
乏
劣 
特
に
食
糧
不
足
ハ
極
度
に
逼
迫
し
国
民
生
活
に
大
な
る
不
安
は
刻
々
に
迫
り
つ
つ
あ
る

如
斯
際
旅
行
で
も
あ
る
ま
い
が
例
年
正
月
に
ハ
熱
海
小
雨
荘
を
ト
ウ
例
も
あ
り
耳
庵
翁
よ
り
も
堂
ヶ
島
行
き
ハ
今
年

限
り
不
能
に
な
ら
ん
か
も
知
れ
ぬ
と
誘
る
ま
ま
決
行
し
た
。　
　
　

　

午
後
三
時 

自
宅
を
出
発 

鶴
見
辺
よ
り
雪
と
な
る
。
列
車
益
々
混
雑 

熱
海
着
ハ
夕
暮
れ
時
、
来
訪
中
の
熊
本
氏

令
息
や
丸
岡
老
ら
と
食
事
中
と
て
余
の
為
に
も
雑
煮
な
ど
正
月
料
理
の
馳
走
を
受
け
、
一　
　
　

風
呂
浴
び
て
小
間
で
丸
岡
老
の
手
前
で

お
茶
　

床
ハ
例
年

通
り
光
琳
の
梅 

誰
知
春
風
来
南

云
々
光
悦
讃

（
（2
（
　

に
て　

茶
入

0

0

薩
摩
銘

望
月
　

丸
壷　

　

茶0

杓0

桑
山
左
近

作　
　
　
　

茶
碗

0

0

雲
鶴

（
（2
（筒

に
て
好
の
白
を
頂
き 

明
朝
伊
豆
へ
の
早
立
の
為 

間
も
な
く
寝
ニ
つ
く

△
翌
三
日
朝 

霜
深
く
八
時
半
一
ト
風
呂
浴
し
耳
庵
翁
を
初
め
丸
岡
老

下
女
二
人

総
勢
五
人 

食
料
と
し
て
米
塩
鰤
一
尾
酒

〔
マ
マ
〕

二
升
野
菜

茶
道
具
一
式
と
云
ふ
大
行
利

（
（2
（

を
携
へ
て

三
島
か
ら
騎
豆
線
修
善
寺
駅
に
着
し
が
、
河
津
川
配
電
社
員
の
手
配
も
自
動
車
な
く
、
パ

〔
マ
マ
〕ス

ハ
満
員
乗
り
切
れ
ず
、
迹
発
ハ
三
時
間　

待
つ
と
云
ふ
有
様
で
、
駅
前
裏
の
安
宿
に
上
り
込
み
携
帯
の
握
飲

〔
マ
マ
〕で

腹
を
肥
す
と
云
ふ
有
様
、
午
後
三
時
パ
ス
に
漸
く
パ
ス
に
乗
れ
た
。

　

三
時
間
の
パ
ス
が
土
肥
に
着
い
た
折
に
ハ
、
出
張
所
員
の
尽
力
で
直
ニ
パ
ス
の
乗
れ
し
ハ
仕
合
ハ
、
西
海

岸
の
こ
の
日
ハ
西
風
強
く
怒
涛
は
岸
壁
を
ハ
ム
物
凄
さ
。
こ
の
難
行
も
漸
く
堂
ヶ
島
に
安
着
、
停
留
所
に
ハ

松
崎
営
業
所
か
ら
谷
口
電
工
長
ら
が
出
迎
い
、
吹
き
荒
む
島
陰
の
自
炊
庵
当
り
掃
除
も
行
き
届
き
、
高
木
旅

館
老
夫
婦
あ
り
炉
に
も
粗
朶
が
烟
っ
て
い
る
。
風
呂
の
用
心

〔
マ
マ
〕さ

へ
出
来
、
自
分
ハ
先
つ
主
人
を
お
い
て
一
風

呂
旅
塵
を
掃
ふ

堂
ヶ
島
ハ
流
石
に
暖
く
風
強
け
れ
ど　

岸
壁
に
お
ふ
わ
れ
し
自
炊
庵
は
暖
ク 

猶
こ
こ
に
は
自
炊
庵
や
一
日
庵
の
外

新
に
ニ
間
続
き
の
新
居
が
山
の　
　
　

中
腹
に
増
築
さ
れ
て
あ
り
近
い
内
に
ハ

近
衛
公
も
来
遊
さ
れ
る
と
て

松
林
中
海
に
面
し　

散
策　
　
　

 

道
さ
え
出
来
一
段
と
風
光
を
添
へ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

夜
食
に
ハ
鰤
鍋
に

伊
勢
海
老
の
刺
身
に
空
腹
を
満
し 

床
に
光
広
卿
の
色
紙 

難
波
江
の
云
々
を
掛
け

　

茶
入
山
挽
糸
目

口
に
蒔
絵
あ
る
茶
箱
用　

茶
杓
庵
主

作
　

茶
碗
庸
軒
作　
　
　
　

赤
楽
、
疎
庵
箱
　

水
指
ハ
台
所
用

桶
と

云
ふ
道
具
に
て
茶
を
啜
る

　

風
ハ
あ
れ
共
窓
外
月
光
海
波
を
輝
す
絶
光
に
寝
に
就
く
の
も
お
し
く
主
人
を
ウ
ナ
ガ
シ
海
辺
を
一
巡
し
て

我
ら
耕
圃
と
共
に
新
居
に
て
一
泊　
　
　
　
　
　
　

波
涛
耳
を

打
つ　

△
明
れ
ば
四
日 

朝
来
空
晴
た
る
も
西
風
強
く
巨
壁
に
打
よ
せ
る
波
涛
の
飛
沫
物
凄
く
ウ
ナ
リ
を
生
じ
な
が
ら
も
不
思
議
ナ
程
島
陰

は
静
で
あ
る
。
朝
食
ハ
鉄
鍋
に
味
噌
汁
雑
炊
と
云
ふ
野
趣
満
々 

そ
れ
が
又
無
性
に
味
い
食
事
は
例
の
通 

朝
の
一
服
に
喫

茶
の
興
致
、
島
の
朝
殊
に
夏
期
と
は
別
に
壮
快
味
深
く
、
明
後
六
日
に
ハ
近
衛
公
来
遊
と
決
し　

早
朝
か
ら
人
夫
数
人
来
り
全
島
の
手

入
に
我
ら
又
全
島
を
一
巡
す
。
山
椿
は
既
に
咲
き
誇
り
山
上
よ
り
は
冨
士
の
雄
姿
さ
へ
望
め
伊
豆
南
端
の
島
々
一
望
の
内
に
あ
り
絶
景

中
に
も
潜
水
艦
の
南
航
さ
れ
見
る　

前
線
に
航
す
る

や
警
備
の
為
か
戦
局
の
前
途
多
難
な
る
を
お
ほ
ゆ

さ
て
明
五
日
ハ
帰
京
の
予
定
か
ら
今
日
よ
り
パ
ス
乗
車
券
を
求
る
必
用
上
谷
口
君
に
依
頼
し
た
が
、
こ
こ

か
ら
の
乗
車
ハ
ト
テ
モ
不
可
能　

松
崎
始
発
場
か
ら
で
な
け
れ
ば
と
の
事
で
あ
っ
た　

然
し
谷
口
君
が
何

と
か
座
席
を
取
り
ま
す
と
云
ふ
の
で
安
心
し
た
。
午
後
か
ら
は
耳
庵
の
進
め
で
依
田
松
崎
町
長
所
有
の
温

泉
場
行
き
と
な
り
扨
出
立
す
る
と
強
風
は
益
々
烈
し
く
歩
行
さ
へ
困
難　

其
中
に
も
仁
科
当
り
ハ
近
衛
公

来
遊
と
て
街
道
警
備
の
警
官
等
が
松
永
翁
を
と
ら
へ
て
打
合
せ
な
ど
の
一
時
間
余
も
つ
い
や
す
。
風
は
益
々

猛
列

〔
マ
マ
〕と

な
り
、
翁
も
ジ
レ
気
味
、
之
幸
い
と
温
泉
場
中
止
を
進
言
し
、
苦
も
な
く
承
諾
さ
れ
た
。

ド
コ
カ
弁
当
で
も
喰
ん
と
、
町
の
中
ば
よ
り
猫
越
街
道
を
小
田
部
と
云
フ
□渓
谷
に
出
で
、
元
仁
科
町
長
現

県
会
議
員
佐
野
氏
の
家
に
飛
び
込
む
。
こ
こ
は
景
色
も
よ
く
風
も
さ
け
ら
れ
、妻
君
の
好
意
で
お
湯
の
用
意
、

電
工
長
携
帯
の
弁
当
に
て
先
つ
空
腹
を
満
し
て
ホ
ッ
ト
一
息
、
こ
の
時
の
塩
鰤
の
美
味
は
忘
れ
ら
れ
ぬ
程
で

あ
っ
た
。

我
ら
が
握
飯
を
味
ふ
内
耳
翁
ハ
溪
流
を
渡
り
、
竹
藪
か
ら
青
竹
を
伐
取
り
、
電
工
に
命
じ
早
速
の
花
入
が
出
来 

花
ハ

白
梅
に
山
千
両
を
活
け
、
縁
側
の
古
び
し
柱
に
ツ
ル
シ
茶
箱
開
き
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

茶
箱

0

0

ハ
古
瓢
0

0

を

切
り
　
　
　

籐
組
の

ふ
た
付 

な
か
な
か
面
白
く
茶
入

独
楽　

茶
碗
空
中
と
称
す
る

赤
楽　
　
　
　

 

一
寸
と
怪
し
が　
　
　

茶
杓
翁

自
作
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翁
の
筆
跡
を
入
ら
れ
し
も
羨
し
く

時
を
得
た
る
数
々
の
道
具
に
て

時
局
即
応
の
お
茶
を
服
合
す
る
こ
そ
時
に
取
り
意
義
あ
り
且
つ

娯
し
き
限
り
で
あ
っ
た
。

○
禾
日
庵
に
於
る
山
楓
氏
の
茶
　
　
　
十
二
月
廿
五
日 

夜　
　
　
　
　
　
　

―
―
―
―
― 

ｐ
379

　

時
計
王
で
知
ら
れ
る
服
部
正
次
氏
ハ
号
を
山
楓
と
呼
れ
塩
原
禾
日
翁
の
愛
婿　

茶
道
は
岳
父
と
共
に
式

守
蝸
牛
宗
匠
に
学
ば
れ
、
壮
年
な
が
ら
名
器
を
以
て
茶
本
来
の
侘
に
徹
せ
ら
れ
数
寄
家
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ

或
は
衆
を
抜
か
れ
る
と
迄
期
待
を
得
ら
れ
て
い
る
。
戦
下
歳
末
多
端
の
折
に
も
今
宵
又
一
会
を
催
す
と
の
事
或

ハ
歳
暮
の
茶
を
披
下
か
と
も
考
へ
時
刻
参
入
す
る
と　
　

　
　
　

お
相
客
ハ
（
近
藤
滋
弥
男
、
松
永
耳
庵
翁　

岳
父
禾
日
庵
翁　

田
中
親
美
翁　

予
の
五
名
）

い
つ
も
の
通
り
指
定
の
正
面
玄
関
よ
り

階
下
応
接
間
に
通
る

と 

何
の
飾
ケ
な
く
、
侍
女
の
運
ぶ
香
煎
を
啜
る
内　

山
楓
主
人
お
も
む
ろ
出
迎　

あ
り
右
の
袖
に
し
の
ば
せ
ら
れ
し
袖
香
炉
を
耳
庵
翁
に
渡
さ
れ
し
は　
　
　

今
宵
の
正
客
御
指
名
と
こ
そ
知
れ
け
る

順
次
薫
香
を
聞
き　
　
　

な
が
ら
禾
日
庵
に
入
席　

一
間
板
床
上
に

時
代
兜
を
釣
れ　

花
入

0

0

に
花
ハ
白
玉
に
藤
の
実

東
亜
戦
出
陳
気
分

　

釜0

与
次
郎

0

0

0

作　
　
　

姥
口
共
ぶ
た　

　

縁
面
皮
附

時
代
　

風
呂

〔
マ
マ
〕先
風
雪
暮
鴉
ノ
題
字　
　

無0

□お0

三
羽
鴉　
　
　

　

炭
斗
生
蕃
籠

0

0

0

籐
組
　
　
　

羽
根
鶴
、
釻
徳
元
作
、

火
箸
桜
巻
先
黄
銅
、
匙

灰
器

0

0

丹波　
　
　
　

釜
敷
長
門

組
　

香
合

0

0

一
入
0

0

作

赤
楽

柿　
　
　

右
何
れ
も
佳
品
揃
い
香
合
の
侘
は
流
石
に
て
雑
具　

に
至
る
迄
斯
も
よ
く
ま
と
め
ら
れ
し
に
敬
服
す
る
。

　

懐
石
ハ
信
玄
弁
当

0

0

0

0

内
朱
足
附

丸
膳
に

を
運
ば
れ　

時
刻
柄
粗
末
の
食
事

を
差
上
る
と
お
挨
拶　

上
段
に
貝
柱
青
菜

甘
酢
あ
へ　

中
段
生
貝
、
カ
ラ
ス
身

小
芋
人
参
百
合　

下
ハ
赤
飯
と
云
ふ
お
祝
い

気
分
　

お
椀
餅
雑
煮

0

0

0

鱈
人
参
柚　

焼
物
興
津
鯛
、
器
ハ

鉢
織
部
長
角
　

春
慶
蓋
附　

進
魚　
　

ウ
ル
カ

 

器
九
谷
鉢

　

鴨
白
菜
蕪

人
参
の
煮
込　

鉄
手
附

鍋
に
て
な
か
な
か
お
粗
末
処
で
な
い
馳
走
の
上　

八
寸
0

0

の
替
り　

と
て　
　
　

　

青
磁

0

0

に
溌
剌
た
る　
　

大
鯛
の
片
身
　

を
刺
身
に

姿
の
ま
ま
の
お
持
出
し
に
は
其
の
豪
華
振
り
に

戦
勝
続
き
萬
々
歳
の
お
趣
向　

物
資
不
足
な
ど
吹
き
飛
さ
ん
ず
有
様
に
主
客
初
め

覇
気
満
々
の
お
主
人
振
り
に
驚
嘆
す　
　
　
　
　

　

お
番
茶
に
香
の
物
味
そ
漬

青
菜

 

器
古
萩
四
方

の
片
口
　

尹
部
の
銚
子　

粉
引
写

徳
利
　

杯
染
附
六
ツ
捻

瀬
戸
椿
手

と
云
ふ
粗
に
見
え
美
な
る

配
合
と
献
立
に

一
同
風
雲
の　

き
び
し
き
を
忘
れ
満
服　

菓
子
そ
ば

饅

を
頂
き
敷
瓦
廊
下
へ

中
立
　

山
と
盛
ら
れ
し
炭
火
に
寒
さ
お
ぼ
へ
ず

銅
羅
を
聞
く　
　

ド
羅
の
音
は
天
候
に
よ
っ
て

其
音
響
に
相
違
の
あ
る　
　

物 

今
宵
は
雲
低
く
た
れ
し
為
か
亦
ハ
お
主
人
の
気
合
よ
か
り
し
か　
　

名
銅
羅
は
一
段
と
幽
邃
感
を
添
へ
た
。

　

再
入
席
に
光
広
0

0

卿

の
「
ち
と
見
参
に
入
た
く
侍
入
候　
　
　
　
　
　

此
者
と
ら
れ
し
御
席
に
及
ふ
べ
か
ら
す
云
々
」
末
尾
に
「
雪
や
こ
ん
こ
ん
あ
ら
れ
や
こ
ん
こ
ん

冬
こ
も
り　
　
　

十
二
日　
　
　
　

」
と
あ
る

文　
　

の
大
横
物
至
極
季
節
向
と
て

申
分
な
き
お
幅　
　
　
　

水
指

0

0

志
土
呂

0

0

0

口
四
方　
　
　

耳
附　

茶
入

0

0

宗
長
0

0

小
棗 

袋
薩
摩

漢
東　

茶0

杓0

古
織
部

0

0

0

送
り
筒

土
井
大
炊
様

　

茶
碗
金
海

0

0

0

0

雨
漏　

已
上
水
指
の
志
土
呂
窯
の
目
珍
し
き
姿
に
、
宗
長
棗
ハ
一
寸
た
り
共
ス
キ
な
き
配
合
の
上
、
茶
杓

古
織
の
深
き
樋
作
の
強
さ
、
流
石
休
七
哲
の
随
一
丈
に
て
申
分
な
く　

た
だ　
　
　
　
　
　

　

雨
漏
茶
碗
丈
ハ
金
海
0

0

と
あ
る
も

　
　
　
　

寧　

熊
川

0

0

と
称
す
る
方
適
当
な
ら
ん　

窯
元
金
海
ハ
熊
川
に
近
き
為　
　

同
よ
ふ
に
見
る
人
古
来
よ
り
多
し

　

光
広
卿
の
冬
こ
も
り
に
歳
の
背

〔
マ
マ
〕を

偲
び
つ
つ
初
昔
の
名
茶
に
名
碗
を
抱
へ
歳
越
雑
煮
に
苦
難
の
年
を
送

る
今
宵
の
振
舞
に
老
人
共
を
向
に
ま
わ
し
壮
年
の
お
主
人
が
斯
く
迄
見
事
な
心
の
ま
ま
器
物
を
善
用
せ
ら

れ
し
に
対
し
正
客
方
こ
ん
後
如
何
な
る
報
酬
あ
ら
ん
か
を
娯
み
な
が
ら
洋
間
に
移
り
水
果
番
茶
を
頂
き

　

九
時
過
ぎ
お
暇
し
た
。
屋
外
流
石
寒
さ
強
く
耳
庵
翁
今
夜
十
時
九
州
旅
行
の
為
時
間
あ
る
為
共
に
草
庵
に

立
寄
ら
れ
服
部
主
人
の
茶
談
に
過
さ
れ
東
京
駅
に
出
ら
れ
た
。

　
　
　
　

回
数
三
十
八
回

　
　

こ
の
冊　

昭
和
廿
六
年

　
　
　

九
月　

彼
岸
中
日
後
一
日
に
て
書
き
終
る

　
　
　
　
　

窓
外
秋
雨
潚
々
冷
気
虫
聲
を
た
つ
の
日　

有
望　
　
　

雲
中
庵
茶
会
集
　
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
― 

ｐ
383



36

　

自
分
は
時
局
柄
で
も
例
年
通
り
河
豚
料
理
ハ
一
度
ハ
必
ず
お
催
あ
ら
ん
と　

幸
い
手
に
入
れ
し
、
文
垈
の
画
と
あ
る
仙
厓
和
尚
の
狂
歌　
　
　

あ
る
幅
を
携
へ
お
土
産
に
贈
呈
し
た

　

広
い
洋
間
を
屏風

で
構
い
足
利
義
持

0

0

0

0

筆

布
袋
の
横
物

（
（1
（

を
掛
ら
る　

こ
の
幅
ハ

三
溪
翁

旧
蔵
に
て
東
山
時
代
の

名
筆
で
あ
る　

テ
ー
フ
ル
上
に
蝋
綫
表

紙
乾
山
筆
丗
六
歌
帖
を

奥
書
ニ
文
久
丁
巳
初
冬　
　
　
　
　

於
野
洲
佐
野
庄
須
藤
杜
川
丈
人　

紫
翠
深
省
写
と
あ
る
。
お
主
人
ハ
近
来
の
得
物
と
お
自
慢
で
あ
る
。
扨
下
之
関
河
豚
は
本
場

丈
に
な
か
な
か
の
美
味
と
安
心
感
が
あ
り
、
こ
の
前
不
参
加
ゆ
へ
と
お
主
人
の

進
に
随
い
所
謂
タ
ラ
河
豚
頂
戴
し
て
い

る
内
お
主
人
ハ
何
か
趣
向
で
も
あ
る
か

書
斎
で
コ
ソ
コ
ソ
用
意
を
さ
れ
て
い
る
。
食
事
が
終
る
と
、
皆
さ
ん
コ
チ
ラ
へ
と
の
お
案
内
に
書
斎
兼
寝
室

ハ
見
事
に
整
理
さ
れ
上
敷
迄
敷
込
れ
て
あ
る
。
壁
面
に
ハ
伝
信
実
と
称
る

人
丸
像
の
幅

（
（1
（

「
ほ
の
ほ
の
と
あ
か
し
の
う
ら
の
朝
き
り
に

志
ま
か
く
れ
ゆ
く
ふ
ね
お
し
そ
お
も
ふ

」

を
懸
け
大
衝
立
前
箪
笥
上
に

桂
か
ご

に
白
玉
外
一
種
を
活
け
て
あ
る　

水
指
ハ
寝
台
用　
　
　

水
次
応
用
と
云
ふ
耳
庵
翁
の

無
茶
具
茶
振
り
も
面
白
く

十
二
月
中
ば
に
場
所
柄
と
て
風
炉
釜0

が
備
へ
ら
る　

処
が
意
外
に
も
釜
ハ　
　

た
だ
な
ら
ぬ
物
ら
し
く

霰
地
紋

0

0

0

に
老
松　
　
　
　
　
　

蓋
唐
金
釻
附
獅
子

（
（1
（

　
　

香
合
唐
物
無
地

内
朱
捻
梅
に
て
香
炷　

茶
入
一
閑

平

の
侘
物　

茶
杓
鈍
翁

作
　

茶
碗
暦
手

塩
筒
と
云
ふ
取
合
に
て
お
独
自
の
手
振
面

白
く
濃
茶
を
練
ら
れ
巡
服
し
た　

こ
の
お
趣
向
は
一
面
奇
意
で
ハ
あ
る
が
、
時
節
柄
食
料
の
乏
し
き
折
下
之
関
河
豚
な
ど
、

日
頃
と
て
容
易
な
ら
ざ
る
に
、
多
忙
な
一
時
を
親
し
き
茶
友
を
招
き
自
ら
部
屋
の
整
理
迄

行
は
れ
て
自
他
共
に
苦
味
の
喫
相
さ

れ
る
な
ど
普
通
数
寄
者
の
行
い
得
ぬ
真
の
茶
人
と
云
ふ
べ
き
か
。
さ
て
お
茶
が
終
る
と
と

〔
マ
マ
〕耳

庵
翁
ハ
お
覧
の
通
り

の
粗
末
な
道
具
で
お
茶
を
差
上
た
が
実
ハ
仰
木
君
に
河
豚
を
喰
し
た
い
為
の
余

興
で
あ
る
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

餘
興
席
に
皆
さ
ん
か
ら
、
こ
の
道
具
の
内
お
自
身
の
お
好
な
品
を

入
れ
て
ほ
し
い
と
、
難
題
に
も
料
紙
を　
　
　
　
　
　

出
し
て
の
要
求
。
扨
ハ
鑑
識
試
験
だ
な
ー

と
一
坐
顔
見
合
せ
た
が

止
む
な
く
思
い
思
い

に
書
入
れ
指
出
し
た
開
票
の
結
果　

宮
島
君
は
要
領
よ
り　
「
お
主
人
の
茶
の
心
入
」　

粟
田
老
は

乾
山
冊
子
ニ
香
合　

縣
君
ハ
人
丸
の
幅　

丸
岡
老
ハ
茶
入
と

予
ハ
釜0

に
香
合

0

0

と
記
入
し
て
あ
っ
た
。
主
人
ハ
之
ハ
良
い
紀
念
で
す 

保
存
し
て
置
く 

然
し
皆
さ
ん
の
お
希
望
程
の
品

は
一
点
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仰
木
君
が
釜
を
一
位
と
さ
れ
た
に
対
し
釜
の
外
箱
丈
お
覧

に
入
れ
る
と
持
出
さ
れ
た
蓋
ハ
時
代
も
古
き
黒
塗
に
て

松
永
釜

0

0

0

と
三
字
銀
粉
に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
れ
裏
に
ハ

朱
書
ニ
松
地
紋
芦
屋
釜

総
霰

松
永
弾
正
従
信
長
釜

〔
マ
マ
〕拝
（
（1
（

領
と
あ
り

一
同
口
あ
ん
ぐ
り
の
体
、
自
分
に
も
サ
程
迄
と
ハ
思
は
ざ
り
し
も
、
無
論
天
正
頃
の
名
釜
と
は
想
像
せ
る
丈
由
緒
あ
る
事
ハ
的
中
し

た
粟
田
君
の
如
き
ハ
仰
木
君
ハ
前
以
て
お
承
知
の
上
な
ら
ん
な
ど
ト
ン
デ
も
な
い
邪
推
で
あ
っ
た
が
、
主
人
は
こ
の
釜
ハ
二

三
日
前
手
に
入
れ
た
今
宵
初
め
て
用
い
し
物
と
の
釈
明
で
あ
っ
た
。
斯
く
試
験
台
に
上
っ
た
が
、
人
各
好
き
好
き
あ
る
も
の

　

各
人
が
自
己
嗜
み
を
発
揚
さ
れ
し
事
こ
そ
、
面
白
き
一
興
で
あ
っ
た
。
猶
香
合
ハ
時
代
も
型
も
良
く
立
派

に
一
流
茶
人
の
愛
す
る
香
器
で
あ
っ
た　

永
々
と
書
立
て
し
も
戦
局
酣
の
折
こ
ん
な
趣
味
津
々
た
る
一
夕
の

ツ
ド
イ
こ
そ
忘
れ
か
た
い
為
で
あ
る　

主
翁
の
厚
意
を
萬
謝
辞
去

○
琴
平
町
夜
雨
老
ノ
小
集（

（2
（

　
　
　
十
二
月
十
九
日
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

―
―
―
―
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夜
雨
老
よ
り
血
生
臭
い
世
の
中
一
夕
の
茶
を
啜
る
も
よ
か
ら
ん
と
の
案
内
で
出
掛
る
と
丸
ヒ
ル
の
歌
人
某
和
光

老
人
に
天
青
老
あ
り
し
気
軽
な

連
中 

主
人
も
近
来
浪
人
の
閑
人
と
て
好
き
な

茶
で
も
啜
る
外
あ
る
ま
い　
　

 

階
上
の
席
に
通
る
と
宗
中
の

消
息

「
か
と
さ
し
て
な
し
と
こ
た
へ
て
行
く
年
の

世
の
阿
ら
浪
を
の
か
れ
て
し
可
那　
　
　

」

年
の
暮
と
云
い
恟
々
た
る

戦
局
の
推
移
の
折
に
は

洵
に
適
幅
で
あ
る　

猶
こ
の
前
文
に
風
邪
見
舞
の
意
味
が
書
れ
て
あ
り

予
又
案
内
を
受
け
し
折
風
気
味
に
て
一
度　
　

お
断
り
し
た
事
か
ら
意
味
深

く
感
じ
た　

炉
に
菊桐

地
紋
釜 

染
附
汲
出
し

自
作
振
出

な
ど
丸
盆
に　

広
間
に
移
る
と

床
に　
　
　
　
　

室
田

0

0

禎0翁 

義
文
翁

筆　

　

君
と
我
炉
に
手
を
か
さ
す

大
三
十
日　
　
　

幻
庵　

」

「
一
年
之
汁
在
於
寅

一
年
之
汁
在
於
暮　

昭
和
二
年

除
夜　
　

 

鈍
翁
」
の
三
筆
横
物
が
掛
り
、
鈍
翁
の
除
夜
の
書
又
ハ

最
近
物
故
さ
れ
し
野
崎
幻
庵
翁
へ
の
追　
　
　

想
も
ゆ
か
し
く
、
扨
嬢
さ
ん
の
お

給
仕
に
て

　

向
カ
キ　

山
ノ
芋　

汁
お
か
ら　

小
皿
に
雲
丹

七
輪
持
出

 

小
鍋
に
松
島
産

0

0

0

カ
キ
鍋 

伊
賀
上
野
の
コ
ン
ニ
ャ
ク

ネ
ギ
な
ど　
　
　
　

寒
さ
の
折
牡
蠣
鍋
の
心
入
れ

此
上
な
き
持
成
に
重
分

頂
戴
し
た　

戦
禍
中
に
も
、
こ
う
云
ふ
趣
向
こ
そ
然
る
べ
き
と
、
お
主
人
の
た
し
な
み
深

き
を
敬
服
し
た　

さ
て
食
後
お
席
に
通
る
と
、

　

床
に
鈍
翁
筆
制
海

0

0

の
二
大
字
横
物　

何
と
云
ふ
米
英
戦
に  

制
海
を
扼
せ
ん
と
す
る
際
に　

茶
入
古銅　

　
　
　

花
長
春

一
輪

四
方
盆
に

　

水
指
朝
鮮
唐
津　
　

共
蓋 

鈍
阿
写　

茶
入

0

0

反
古
張

0

0

0　
　
　
　
　

国
家
の
為
慶
祝
云
　々

鈍
翁　

半
紙
を　

茶
杓 

竹
芋

杓
　

茶
碗
黒
楽
、
萬
歳
0

0

文
字
入

水
谷
川
紫
山

（
（2
（

男
の
書

替
志
野 

銘
時
雨
「
箱
に　

桐
の
葉
の
く
ち
た
る
が
上
に
小
夜
時
雨　

お
と
な
き
も
さ
ひ
し
か
り
け
り　
　
　

鈍
翁
」
庵
主
が
文
に
歌
に
ハ
タ
ス
茶
に
趣
味
深
く
鈍
翁

晩
年
側
近
に
待
せ
る
関
係
か
ら
、
斯
く
多
く
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甘
鯛　

一
夜
漬　

萩
手
鉢　

強
魚
八
ツ
頭

蓬
蓮
草　

保
全
写

赤
絵
魁　

進
魚
小
ブ
シ
の
わ
た

生
が
煮　
　

　

器
紅
毛

耳
付　

八
寸
カ
ラ
ス
身

ク
キ
菜
　

香
物
澤
庵　

味
噌
漬

　

菓
子
ハ
栗
餅
ニ

飴
か
け 

器
ハ
秀
衡

平
椀
政
斎
作　

酒
器
銚
子
七
宝

徳
利
青
磁
瓢

清
風
作　

以
上
お
献
立
と
云
い
食
器
の
凡
て
が
新

物
揃
は
誠
に
心
地
よ
く
、
茶
本
来
の

の
〔
マ
マ
〕面

目
躍
如

と
現
は
れ
、
古
器
物
本
意
の
現
代
茶
家
に
好
露
伴
を
示
さ
れ
た
。
猶
染
附
辻
堂
は
結
構
で
あ
る
が
、
先
年
名

古
屋
関
戸
家
蔵
辻
堂
を
拝
見
し
た
自
分
に
ハ
余
程
の
相
違
を
感
じ
た
。
猶
お
懐
石
中
幽
に
水
屋
よ
り
茶
臼
を　
　
　

挽
れ
る
音
を
聞
き
、
口
切
の
興
味
を
添
へ
た
。

　

中
立
は
敷
瓦
廊
下
に
今
日
は
お
主
人
お
相
伴
と
て
銅
羅
の
音
も
聞
れ
ざ
り
し
が　

服
部
山
楓
氏
の
代
鉦
か
主
人
に
劣
な
ぬ
打
手
に
よ
り
お
引
入

後
席
床
に
ハ
為
家
門
の
神
祇
教
訓
の
文

定
家
清
書
と
入
門
歌
二
首
横
物
「
お
や
を
と
ふ
の
り
の
と
も
し
火
は
す
れ
め
や

子
を
お
も
ふ
や
み
の
く
れ
は
く
ら
す
は　
　

」

「
初
に
い
の
り
仏
を
た
の
む
ま
た
柱
た
つ
る
心
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
お
く
た
す
な
」　

水
指

0

0

古
伊

賀
　
　
　
　

茶
入
瀬
戸
翁
手　
　

銘
霜　

宗
中
箱　

茶
杓
権
十
郎
作　
　

細
造
り
黒
味
竹

茶
碗
切
呉
器

割
高
台 

口
造
歪
あ
り　

以
上
堂
々
た
る
お
道
具
の
上
口
切
挽
立
の
名
茶
丈
殊
の
外
香
味
深
く
真
に
濃
茶

の
甘
味
を
啜
り

一
同
大
満
悦
で
あ
っ
た
。
お
茶
入
翁
手
ハ　
　
　

古
雅
に
て
誠
に
結
構
で
あ
っ
た
父
為
家
の
文
に
定
家
の
清
書
は　

流
石
名
筆
の
称
あ
る
歌
人
で
あ
る

　

扨
お
開
き
ハ
元
の
洋
間
に
て

ス
ト
ー
フ
上
に

漢
銅
卣□
に　
　

花　

宗
達
0

0

金
銀
泥
下
絵

光
悦
歌
色
紙
0

0　
　

十
二
枚

0

0

0

帖
と
云
ふ
名
冊
を
拝
見
し
思
掛
け
ぬ

お
口
切
の

儀
を
拝
見
し
蝸
牛
翁
な
ら
ず
は
当
時
こ
の
儀
式
を
興
行
す
る
宗
匠
も
稀
に
て
当
家
の
お
心
入
に
感
謝
し
お

暇
し
た
。

　

猶
田
中
親
美
翁
に
ハ
亡
兄
近
来
数
多
く
茶
又
ハ
何
に
か
の
期
会
に
同
席
を
得 

古
筆
に
対
す
る
教
へ
を
受

け
、
其
の
鑑
識
ハ
他
に
其
の
人
な
き
権
位
者
で
あ
り
数
寄
者
の
尊
敬
す
る
人
で
あ
る
が
、
茶
の
道
丈
ハ
餘
り

こ
れ
と
言
程
の
点
な
く
、
時
折
主
人
又
ハ
他
の
相
客
に
も
順
席
な
ど
相
違
の
点
あ
り
、
翁
の
如
く
茶
に
多
く

列
ら
れ
な
が
ら
、
不
可
思
議
に
感
じ
る
が
、
要
は
お
自
身
が
釜
な
ど
懸
ら
れ
ぬ
為
か
と
思
ふ
。
従
っ
て
器
物

に
つ
い
て
は
、
古
筆
に
対
す
る
程
の
興
味
も
薄
い
よ
ふ
に
感
じ
る
。
然
し
何
と
云
ふ
て
も
古
筆
絵
画
に
至
り

て
ハ
実
に
達
識
で
あ
る

△
日
米
関
係
は
我
軍
の
仏
印
派
遣
等
か
ら
、
事
態
益
々
悪
化
し
我
に
対
す
る
米
国
の
圧
迫
は
遂
に
十
二
月
八

日
米
国
に
対
し
宣
戦
布
告
に
次
ぐ
真
珠
湾
奇
襲
と
な
り
緒
戦
に
大
勝
は
得
た
る
も
四
ヶ
年
に
渉
る
日
支
戦

に
今
亦
強
大
な
米
国
及
英
仏
の
大
国
と
の
干
戈
は
容
易
な
ら
ざ
る
国
難
で
あ
る
。
国
家
ハ
総
動
員　

軍
事
製

産
に
全
力
を
傾
け
、
壮
丁
亦
砲
下
の
元
に
死
闘
を
続
る
際
、
老
人
と
て
安
如
た
る
べ
き
時
で
も
な
く
不
安
の

前
途
暗
澹
た
る
も
の
が
あ
る
。
従
て
、
風
流
韻
事
も
こ
こ
暫
く
影
を
ひ
そ
し

〔
マ
マ
〕に

戦
況
ハ
我
が
軍
の
有
利
を
伝

へ
謂
は
一
時
の
快
報
に
戦
勝
の
雅
莚
さ
へ
見
ら
れ
る
よ
ふ
に
な
っ
た
。

　

数
日
前
か
ら
二
三
回
松
永
翁
よ
り
下
之
関
ふ
ぐ
到
来
一
夕
の
会
食
の
お
案
内
も
受
け
た
が
、
時
局
柄

な
り
健
康
又
す
ぐ
れ
ず

其
都
度
お
辞
退
せ
る
に
今
日
亦
下
の
関
よ
り
河
豚
0

0

到
来
し
た
、
お
風
の
よ
ふ
だ
か
ら
早
目
に
三
時
頃
お
出
掛

け
と
の
事
で
、
河
豚
は
大
好
物
で
も
あ
り
、
毎
度
辞
退
し
た
こ
と
で
も
あ
り
お

受
け
し
た
。
処
が
午
後
ハ
他
に
約
束
の
用
件
も
あ
り
そ
れ
を
済
し
目
白
に
つ
き
し
は
四
時
過
ぎ

○
十
二
月
十
八
日
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―
―
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先
客
に
は
縣
次

〔
マ
マ
〕郎

君
に
丸
岡
耕
圃
老
粟
田
の
三
氏
が
あ
り
て
、
宮
島
君
も
参
加　

主
人
が
お
待
か
ね
、
数

回
電
話
を
掛
け
ら
れ
た
が
お
出
け

〔
マ
マ
〕後

だ
と
の
事
、
主
人
又
お
風
引
き
ゆ
へ
、
陽
当
よ
き
処
に
て
早
目
に
催
し

た
く
用
意
は
出
来
て
い
る
と
、
な
か
な
か
の
お
親
切
に
恐
縮
し
た
。
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水
指
古
備
前

種
壺
　

茶
入

0

0

蓮
蒔
絵

0

0

0

錫
縁
平　

茶
杓
江
雲
和
尚

　
　
　

作　

茶
碗

0

0

彫
三
島　
　
　

見
込
花
押
型

に
て
美
代
さ
ん
の

お
手
点
に
て
濃
茶
が

練
れ
て
進
め
ら
る　

去
る
七
月
十
七
日
亡
母
命
日
に
式
守
老
の
名
香
炷
薫
の
折

（
（1
（

　
　
　
　
　
　

耐
え
難
き
身
に
茶
を
練
り
し
病
兄
の
姿
を
思
起
し
感
慨
無
量
で
あ
る
。　

お
茶
が
終
り 

　

青
磁
竹
の
節
花
入
に
牡
丹
を
活
け
し
広
間
に
て
番
茶
水
果
子
な
ど

振
舞
れ　
　

紀
念
記
帳 

四
時
一
行
は
帰
京
、
予
ハ
迹
に
残
り

今
日
の
催
に
つ
き
美
代
さ
ん
に
も

厚
く
お
礼
を
述
べ
こ
ん
後
の
淋
し
い
一
家
の
幸
福
を
祈
り
夜
に
入
り
帰
京
し
た
。

○
柳
瀬
山
荘
耳
庵
席
の
茶（

（1
（

　
　
　
十
一
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

   

―
―
―
―
― 
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好
季
節
の
秋
色
柳
瀬
山
荘
ハ
今
全
山
紅
葉
酣
に
て
庵
主
と
し
て
ハ
茶
友
を
招
か
ざ
る
べ
か
ら
ぬ
の
心
境

と
て
、
今
明
日
と
連
会
に
招
か
れ
た　

今
日
の
お
客
ハ
（
服
部
正

〔
マ
マ
〕楓

氏
三
越
の
桜
井
氏　

式
守
蝸
牛
翁　

横
井
夜
雨
氏　

ニ
予
）

　

席
ハ
燕
庵
写
新
席
に
て
耳
庵
翁

耳
順
の
年
設
け
ら
れ
し
山
内
中
央
に
設
け
ら
れ
て
あ
る
。
老
松
大
樹
に
囲
ま
れ
し

こ
の
席
に
て　
　
　
　

床
に
悟
逸
0

0

墨
跡

横
物 

重
美　

釜
古
芦
屋

繰
口
　

縁
黒
柿

時
代　

炭
斗
唐
物
白
寂　

羽
根
鶴
、
釻
張
貫
等
　々

香
合

0

0

独
楽
宝
珠   

住
友
家
旧
蔵

　

懐
石
は
省
略
し
後
席
花
入

0

0

遠
州
作

一
重
切 

花
白玉　

水
指
釣
、
茶
入

0

0

名物
宇
治
文
琳

0

0

0

0 

松
浦
家

旧
蔵
　

茶
杓
山
科
道

〔
マ
マ
〕甫
（
（1
（

作

　

茶
碗
志
野　
　

住
吉
ノ
絵
大
筒
に
て
濃
茶
を
拝
服
し
お
開
き
の
間
に
雪0舟

筆
杜
子
美

0

0

0

の
名
画
が
掛
ら
れ
た

魯
堂
旧
蔵
、
予
推
薦

　

以
上
翁
も
今
日
は
大
奮
発
の
墨
跡
も
良
く
遠
州
花
入
は
予
が

推
薦
し
た

寂
の
あ
る
名
筒　

香
合
ハ
宝
琳

〔
マ
マ
〕中

群
を
抜
く
名
器

に
て
申
分
な
く

　
　
　

た
だ　
　

志
野
茶
碗
丈
ハ
季
節
柄
少
々
太
過
ぎ
た
感
が
さ
れ
た
。
何
れ
に
し
て
も
時
候
も
良
く
山
内
の

秋
色
に
こ
の
道
具
組
茶
に
親
む　
　

物
〔
マ
マ
〕の

み
が
味
い
得
る
幽
玄
な
興
致
で
あ
り
翁
の
物
数
寄
ハ
我
々
に
も
此
上
な
き
仕
合
で
あ
っ
た
。

△　

翌
廿
二
日
ハ
（
井
上
侯
爵
、
近
藤
滋
弥
男　
　
　
　

加
藤
正
次

〔
マ
マ
〕博

士
同
夫
人　

平
松
老

予
）

道
具
組
ハ
前
日
通
り 

懐
石
丈
ハ
自
分
は
連
日
の
過
食
に
胃
腸
も
不
満
ゲ
で
あ
り
遠
慮
し
お
茶
丈
ハ
相
伴
し

た
。
其
の
際
、
初
め
て
お
用
い
に
な
っ
た
無地

呉
須
香
合
は
上
部
即
ち

台
牛　
　

と
な
り
色
も
良
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流
石
に
名
香
合
に
て
、
之
れ
丈　
　

拝
見
し
た
い
為
、特
に
今
日
の
参
加
で
あ
っ
た
。
益
田
原
両
大
家
な
き
今
日
で
ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
の
お
客
組
こ
そ
東
京
数
寄
者
の
華
形
揃
と
云
へ
よ
ふ

○
塩
原
禾
日
庵
口
切
の
茶（

（1
（

　
　
　
十
一
月
廿
八
日 

夜
　
　
　　
　
　
　
　
　

 

―
―
―
―
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朝
か
ら
暖
い
日
で
あ
っ
た
。
禾
日
庵
か
ら
い
つ
も
の
常
連
で
お
招
を
得
た 

風
の
強
い
日
に
も

午
後
か
ら
は　
　

穏
と
な
り
正
玄

関
か
ら
洋
間
待
合
に
通
る
と

　

時
代
小
風
炉
に
霰
切
合
釜
汲
出
京
焼　
　

振
出
し
織
部
　
　
　

栗
盆
に 

間
も
な
く
連

客　
　
　
　

（
松
永
翁　

親
美
翁　
　

中
村
氏　

予
の
四
人
に
お
主
人
の
五
名
）

　

禾
日
庵
に
入
席
す
る
と
向
掛
金
森
宗
和
0

0

作

一
重
切　
　
　
　
　

花
太
郎
庵
椿

は
し
ば
み　

床
内
に
呂
宋
の

茶
壺
飾　

扨
ハ
お
口
切
と
見
え
、
近

来
目
珍
し
き
思
い
で　
　

正
客
初
め　
　
　

意
儀
を
た
だ
す
　

間
も
な
く
式
守
宗
匠

0

0

0

0

悠
然
と
出
坐
お
挨
拶
の
後　

お
持
出
し
の
道
具
箱
よ
り
渋
紙
を
取
出
さ
れ 

此
前
詰
茶
目
録
を
正
客
に
示
さ
れ

茶
名
お
好
を
乞
は
る　
　
　
　
　

　

茶
名
目
録

0

0

0

0　

御
茶
入

日
記
　

一 

極
上

0

0

半
参

内

梶
の
音

0

0

0

廿
七
日

摘　
　
　

半
昔
好
の
白

0

0

0

廿
八
日

摘　
　
　

初
昔
廿
九
日

摘　
　
　

半
吉
御
詰
一
斤　

以
上
松
華
園

巳
六
月

吉
日
　

こ
の
目
録
に
よ
り
正
客
好
の
白

0

0

0

を
望
ま
れ
詰
半
斤
袋
三
袋

詰
葉
薄
茶
用
を
取
り
出
さ
れ
挽
料
丈
小
形
の
箕

に
入
れ　

ら
れ
一
応
水
屋
に
運
ば
れ
、
再
び
出
坐
元
の
坐
に
て
詰
葉
大
半
を
箕
に
擦
り
出
し
、
三
袋
共
壺
に
納
め
て
後
箕
詰
葉

を
以
て
元
の
通
り
詰
込
ま
れ
て
後
、
道
具
箱
よ
り
目
張
用
紙
を
ノ
リ
道
具
に
て
元
の
通
り
目
張
り
の
式
終
る　
　

壺
の
網
袋
ハ
初
め
水
屋
に
取
り
入
れ
ら
れ
し
を
、
再
度　
　

持
出
壺
を
網
に
納
め
、
紐
は
結
ば
ず
紐
を
持
っ
て
水
屋
に

取
り
入
ら
る　

之
に
て
口
切
の
式
は
終
る　

正
客
初
め
初
見
の
儀
式
と

て
緊
張
の
内
に
拝
見
す

扨
奥
さ
ん
の
お
炭
手
前
ニ
炭
斗
0

0　
　

瓢
の
新
切　

羽
根
鶴
、
釻
時
代
捻

火
箸
桑
柄
、　　
　
　
　

釜
敷
紅
白
0

0

紙
　

香
合

0

0

名物
染
附
辻0

堂0　

散
り
楓

に
松
葉    　

伊
達
家

旧
蔵

　

已
上
に
て
お
懐
石 
膳
角
切　

黒
四
方
新
物　

向
鯛
細
切

甘
酢
　

永
寿
写
金
襴

手
　

汁
焼
百
合　

椀
胡
摩
豆
腐　
　
　

エ
ビ
し
ん
し
ょ
ふ　

焼
物



39

た
ら
ざ
る
価
と
か
、
現
在
高
野
切
一
葉
に
て
も
数
万
金
に
価
す
る
貴
重
な
物
之
皆
故
翁
の
美
術
愛
好
の
賜
で
あ
る
。　
　

大
燈
国
師
三
行
ハ
田
中
翁
の
説
で
ハ
東
都
第
一
の
墨
蹟
と
激
賞
さ
れ
て
い
た
。
猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寧
一
山
墨
蹟
ハ
行
書
の
や
は
ら
か
さ
幅
柄
半
切
位
に
て
禅
家
の
流
麗
な
筆
致
と
云
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

茶
家
に
ハ
此
上
な
き
墨
跡
で
あ
る 

予
ハ
幸
い
以
上
の
名
跡
に
て
の
茶
会
に
数
回
拝
見
せ
る
事
喜
に
堪
ぬ

　

拝
見
終
り
し
頃
ハ
夕
陽
迫
り 

庭
内
の
暮
色
紅
葉
の
園
を
一
巡
し
相
模
灘
霞
む
大
島
初
島
の
眺
に
漁
火
点
々
た
る

波
止
に
別
れ
を
つ
げ
一
行
と
帰
途
に
つ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶
平

松
西
野
君
の
厚
意
を
深
謝
す 
倉
持
君
よ
り
園
内

杜
鳥
花
を
得
て

○
八
田
富
雄（

（
（

君
主
催 

円
斎
翁
　

松
本
長
氏（（1

（

追
善
茶
　
　
　
十
一
月
十
六
日 

夕
　
　
　　

―
―
―
―
― 
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八
田
円
斎
翁
ハ
金
沢
出
身
に
て
元
指
物
師
な
り
し
も
、
数
寄
よ
り
茶
道
具
商
に
転
じ
晩
年
ハ
日
常
釜
を
懸
け
茶
友
と
共
に
其
生　
　
　

涯
を
過
し
、
茶
友
を
招
く
事
又
同
業
中
翁
程
の
人
な
き
数
を
重
ね
ら
れ
た
。
翁
の
死
ハ
如
何
な
る
因
縁
か
一
夜
亡
兄
の

宅
を
訪
れ
予
又
同
席
に
て
、
茶
を
喫
し
器
物
を
談
じ
た
後
、
突
如
発
病
さ
れ
、
自
分
は
翁
を
抱
い
て
看
護
の
内
狭
心
症
に
て
不
帰
と
な

ら
れ
た
由
緒
あ
り
、
嗣
子
富
雄
君
又
ハ
其
の
業
を
嗣
が
れ
て
い
る
。
松
本
長
氏
ハ
能
曲
の
本
家
富
雄
君
の
岳
父
で
あ
る
関
係
か
ら　
　

両
故
人
追
福
茶
が
催
さ
れ
た
訳　
　

お
合
客
ハ
（
畠
山
一
清
翁
同
夫
人　
　
　

錦
水
女
将
、
予　

水
戸
幸

の
五
名
）

戸
越
の
催
ハ
故
人
の
遺
業

数
度
参
入

し
た
事
あ
り 

寄
附
ハ
広
間
を

構
い

唐
金
四
方　

瓶
掛
ニ
銀
瓶
汲
出
朝
日
焼
、
台
ハ
籐
組　
　
　

振
出
染
附
、　　
　

朱
の
丸
盆
に　 

席
ハ　
　

三
畳
台
目

　
　

床
伊
賀
花
入　
　

花
桔
梗
に
秋
草　

鉄
風
炉
霰釜　

　
　
　

炭
斗
蝦
夷
白
樺
、
羽
根
大
鳥　

釻
張
抜　

火
箸
時
代
、
敷
籐
組　

香
合
鎌
倉
彫

達
摩

に
て
お
炭
終
り

懐
石 

向
鯖
ノ

甘
ず 

器
ハ
織
部

長
角　

汁
三
州　
　
　

ジ
ウ
サ
イ

焼
物
甘鯛 

器
青
呉
須

赤
壁
　

煮
物
蕪
ニ

青
豆 

鉢
無
地

紅
毛 

進
魚
雲
丹　
　
　

青
磁
杯
ニ

八
寸
自
然
芋

薫
制
外

　

香
物
味
そ

漬

 

斑
唐
津　

酒
器　

朝
鮮
飴
釉
徳
利  

杯
交
趾
、
刷
毛
目　

菓
子
森
八
制
饅
頭　

銚
子
と
云
ふ
献
立
器
物
に
て
中
立

　

後
席
床
に
宗0旦

画
讃

0

0

「
瓢
箪
の
達
摩
に
成
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら
な
る

〔
マ
マ
〕あ

し
の
葉
に
の
る
程
の
身
な
れ
ば
」
は
面
白
く
宗
旦
ら
し
き
飄
逸
ぶ
り         

水
指
伊
部　
　
　
　

茶
入
春
慶
銘

一
筋
頽　

茶
杓
仙
叟
作

名
小
鷹　

茶
碗
本
手
斗
々
屋

銘
微
塵　
　

に
て
濃
茶
を
頂
く 

本
席
伊
賀
ハ
感
服
さ
れ
ず

水
指
の
高
き
に
茶
入
又
長
く　
　

花
入
ら
し
き
水
指
と
の

取
合
も
面
白
か
ら
ぬ
が
小
間
に
大
風
炉
丈
ハ
存
外
取
合
ふ
物
に
て
茶
興
あ
り 

茶
碗
の
大
疵
ハ
名
残
ニ
半
分
で
あ
る
が

少
々
ヒ
ド
過
ぎ
る
感
あ
り
若
い
主
人
に
ハ
如
何
な
物
か

　

扨
広
間
に
動
座
す
る
と
之
れ
は
又  

石
山
切
三
首
「
こ
と
た
に
も 

か
よ
ふ
み
な
ら
は
な
き
人
の　

な
み
た
の
本
に
も 

■
■
き
の
め
し　
　
　

」
こ
こ
に
て
漸
く
追
福
気
分
を

偲
ば
れ
た

花
入
朝
鮮
唐
津

　
　

六
角 

花
寒　牡

丹　

床
脇
蒔
絵　

大
硯
箱　

水
指
故
人
円
斎
手
造

祥
瑞
写　
　
　
　

茶
器
蒔
絵

中
次　

茶
碗
対
州
茂
三

銘
紅
葉
　

替
黒楽

銘
面
影

紅
艶
作　

茶
杓
古
筆
了
伴
作　

已
上
故
人
の

写
真

を
前
に
て
香
炉
織
部
に
薫
香
し
淡
茶
を
喫
愛
し　
　

追
慕
を
談
じ
七
回
忌
を
憶
ぶ

○
葉
山
に
於
る
追
悼
の
茶
　
　
　
十
一
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

   

―
―
―
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日
米
関
係
は
日
と
共
に
摩
擦
の
度
を
加
え
い
つ
爆
発
を
せ
ま
じ
き
風
雲
ハ
太
平
洋
に
漲
り
つ
つ
あ
る
。
其

の
不
安
な
空
気
の
内
亡
兄
遺
族
が
古
人
の
為
茶
友
を
招
き
終
焉
の
草
庵
葉
山
に
於
て
今
日
催
す
の
で
朝
か

ら
出
掛
く

二
ヶ
月
を
過
ぎ
明
日
を
命
日
に
控
た
日
丈
に
偲
出
も
深
い 

お
招
し
た
方
々
ハ
（
松
永
さ
ん　

田
中
翁

中
村
氏　

縣
次

〔
マ
マ
〕郎

君
予
）

　

山
の
手
新
居
広
間
を
寄
附
に
兼
ね　

床
に
公任

筆
歌
切
を
掛
け
床脇

亡
兄
写
経
普
門
品
未
完
成
、
台
紙

親
美
翁　
　

■
器　
　
　
　

鉄
刀
木
題
字
普
門
品
三
字
耳
庵
翁

0

0

0

筆
、
蓋　

裏
宝
相
華
紋
螺
鈿
金
物
蓮
花　
　
　
　
　

 

予
の
作　

釜0

古
芦
屋

松
地
紋
口
霰　
　
　

死
の
直
前

入
手
せ
る
名
釜

　

炉
縁
時
代

木
地　

懐
石
ハ
向
鯵
甘
酢
鈍
阿
写

織
部
角　

汁
地
み
そ

小
蕪

 

椀
胡
摩
豆
腐

鰕
叩
青
菜　

焼
物
興
津
鯛
む
し　
　
　

人
参
大
根
打
ち
掛

 

器
新
物　

　
　

進
魚
鶉
打
昆
布　

天
婦
羅

鰕芋　

香
の
物
澤
庵

薄
切　

菓
子
蕨餅　

已
上
食
器
等
新
作
の
み
な
が
ら
小
清
の
腕

と
故
人
好
の
献
立
に
甘
味
よ
く
一
同

御
満
足
を
得
た
事
ハ

茂
夫
婦

（
（1
（

の
給
仕
に

洋
服
姿

0

0

0

の
ま
ま
水
屋
で
の

美
代
さ
ん
の
配
慮
も
加
り
あ
り
の
ま
ま
な
る
丈
に
父
な
く
良
人
な
き
家
族
を
思
は
れ
満
足

げ
に
見
へ
る
程
自
分
の
胸
迫
る
も
の
あ
り
。
生
前
色
々
物
議
を

か
も
し
た
関
係
か
ら
、
死
去
後
お
ケ
念
せ
る
も
、
今
で
ハ
感
情
を
捨
て
、
高
野
山
に
も
納
骨
を
終

り
茶
友
を
お
招
し
て
亡
父
と
の
趣
味
の
相
違
を
よ
そ
に
茶
の
湯
を
催
す
彼
等
を
見
て
感
激
し
た
。

　

中
立
も
な
く
廊
下
二
畳
の
小
間
に
て
床
に
魯
堂
作
信
楽

0

0

0

0

0

瓢

花
入
に
樫　

の
紅
葉
と
リ
ン

ド
ウ
を
挿
け
時
代
釣釜

古
鉄
自
在
石
炉
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ハ
又
因
果
経

0

0

0

三
行
天
平
0

0

時
代
の
小
幅
が
掛
ら
れ
新
羅
透
共
蓋

0

0

0

0

0　
　

三
足
小
香
炉
に

名
香

0

0

が
炷
込
れ
あ
る
な
ど
、
至
り
尽
せ
る
お
心
入

れ
に
一
同
志
木
を

経
帰
宅
し
た

○
小
田
原
掃
雲
台
虫
干
参
観
記
　
　
　
十
一
月
十
一
日
　
　
　
　
　　
　
　

  

―
―
―
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朝
か
ら
の
曇
天
虫
干
観
覧
ハ
無
理
だ
と
考
へ
た
が
耳
庵
翁
か
ら
今
日
出
掛
る
田
中
翁
と
も
打
合
せ
あ
り
、
只
昼
の
食
事
ハ
小　

田
原
に
お
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
か
ら
、
私
が
重
分
用
意
携
帯
と
の
事
で
、
少
し
早
目
に
出
掛
け
た
。
小
田
原
駅
に
て

福
田
君
に
落
合
っ
た
が
、
車
が
な
い
の
で
、
初
め
て
徒
歩
小
田
原
城
跡
を
見
な
が
ら
掃
雲
台
に
、
福
田
君
ハ
益
田
家
ハ
初

め
の
よ
し
、
親
美
翁
既
に
先
着
、
土
地
の
山
田
又
市
君
等
と
共
に
待
受
ら
れ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

数
日
来
続
行
さ
れ
た
虫
干
の
関
係
か
、
今
日
の
風
入
品
ハ
之
れ
が
益
田
家
蔵
品
か
と
ア
ヤ
ブ
ま
れ
る
品
々

も
多
く
唯
高
山
寺
十
観

〔
マ
マ
〕抄
（
（
（

白
描
十
二
神
将
大
幅
位
い
で
、
一
寸
失
望
し
た
。
カ
レ
コ
レ
す
る
内
故
翁
主
治
医

近
藤
師
も
来
ら
れ
た
が
、
耳
庵
翁
の
姿
が
見
え
ず
、
其
間
自
分
は
園
内
山
上
に
故
翁
の
奥
津
城
に
参
詣
し
た
。

翁
逝
か
れ
し
迹
も
蜜
柑
畑
な
ど
、
以
前
に
変
ら
ず
手
入
も
良
く
行
き
届
い
て
い
る
。
部
屋
に
帰
る
と
耳
庵
翁

ア
タ
フ
タ
と
飛
び
込
で
来
ら
れ
、
延
着
の
理
由
ハ
急
行

0

0

燕
に
乗
っ
た
為
沼
津
迄
無
停
車
で
引
ヅ
ラ
レ
、
亦
引

返
し
た
と
の
事
。
翁
に
ハ
コ
ン
ナ
失
敗
は
毎
々
の
事
な
が
ら
、
待
つ
方
ハ
腹
ハ
空
く
な
り
待
ち
遠
く
早
速
大

包
か
ら
樫
飯
に
玉
子
焼
ツ
ク
ダ
煮
を
開
か
れ
た
。
之
れ
又
驚
く
べ
き
大
量
、
流
石
の
田
中
さ
ん
父
子
で
も
喰

い
切
れ
ぬ
程
で
あ
っ
た
。

電
業
界
に
時
め
く
松
永
安
左
右

〔
マ
マ
〕門

翁
の
此
の
態
度
丈
ハ
他
の
紳
士
に
ハ
見
ら
れ
ぬ
芸
当
で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

食
事
後
虫
干
品
を
一
巡
さ
れ
た
翁
も
之
に
ハ
失
望
さ
れ
た
。
そ
し
て
予
は
平
松
君
と
蔵
番
西
野
君
に
依
頼
し
て

特
別
出
陳
を
乞
ふ
た
上　

田
中
翁
の
指
名
で　
　

左
の
品
々
を
拝
見
し
た
。

一　

大
燈
国
師

0

0

0

0 

古
徳
0

0

云
々
十
七
行
大
横
物　

表
装
中
紫
印
金 　
　
　
　
　
　

　
　

上
下
北
絹 

一
文
字
竹
屋
町

一　

同0 

五
言
0

0

三
行 

文
ニ
曰
ク
「
奥
作
都
無
定
中
普
殊
眠
■
明
花
古
外　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
室
都
竹
間
泉
幾
到
無
警
際
適
帰
有
乗
■
■
■
氏
不
覚
暁
光
連

」
表
装
白
地
古
金
襴
、
一

風
茶
金
襴
、
上
下
太
シ
ケ

　
　

猶
伝

来
ハ　

昔
泉
州
左
海
南
宗
寺
什
物 

澤
庵
和
尚
伝
来
、
慶
応
年
間
酒
井
雅
楽
頭
ヨ
リ
木
場
鹿
島
清
左
右
門
へ
、
明
治
七
年

石
町
松
沢
孫
八
に
伝
ル
、
同
家
よ
り
明
治
丗
六
年
十
月
御
殿
山
益
田
家
ル

〔
マ
マ
〕渡

ル
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

寧
一
山

0

0

0 

二
行

竪
幅 

文
ニ
曰
「
本
来
無
一
物
何
處
過
々
■
惹

〔
マ
マ
〕

菩
提
本
無
樹
明
鏡
亦
非
臺　
　

一
山
老
衲
寧
」

一　

古
筆
午鑑

翰
墨
城

0

0

0　

大
聖
武
、
中
聖
武
、
皇
明
后
、
貫
行

〔
マ
マ
〕高

野
切
、
桂
萬
葉
、
行
成
、
兼
行
、
俊
成
、
定
家
、
公
任
、

菅
公
、
鎌
足
、
外
十
数
経
切　

定
頼
、
石
山
切
、
伊
豫
切
、
姫
地

〔
マ
マ
〕

切
、
こ
の
外
名
家
数
十
葉　
　

　

此
帖
元
古
筆
外
家
に
所
蔵　
　
　

せ
る
も
同
家
よ
り
益
田
家
に
移

猶
古
筆
本家

の
分
ハ
今
古
川
家
に
伝
ル
と
已
上
拝
見
に
二
時
余
を
ツ
イ
ヤ
シ
た
。
折
柄
仕
合
に
も
空

は
晴
れ
耳
庵
お
携
帯
茶
箱
に
て
洋
間
で
一
服
す　
　
　

　
　

同
席
ハ
耳
庵
翁
の
お
点
前
に
て
田
中
、
宮
島
、
近
藤　
　
　

平
松
、
西
野 

倉
持
、
福
田

予　

此
際
田
中
翁
よ
り
臨
時
ニ
師
範
無
準
墨
跡
を　
　

予
ハ
季
節
柄
月
山
稲
ノ
幅
を
乞
い
快
諾
さ
れ
た

一　

月
山

0

0

筆
稲0

の
絵0 

東
山

御
物 

尚
信
写
シ
添
へ　

稲
の
葉
淡
墨
ニ
テ
三
四
枚
に
稲
実
を
描
き 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
と
葉
の
堺
丈
上
墨
を
用
い
如
何
に
も
軽
く
描
て
あ
る
。
其
軽
妙
驚
く
ば
か
り 

表
装
白
地
古
金
襴
小
牡
丹

上
下
浅
黄
金
襴　
　
　

　

一
文
字
茶
地

古
金
襴　
　
　

紙
中
見
事
ニ
白
シ 

一　

師
範
無
準

0

0

0

0

墨跡　

文
ニ
曰
ク　

師
範
和
南
手
曰

横
物
廿
行　
　
　

箱
に
仙
台
伊
達
家
よ
り

東
福
寺
寄
進
ト
ア
ル
　

表
装 

茶
地
印
金     

上
下
上
代
北
絹　

注 

明
治
十
五
年

価
一
万
九
千
両

一　

本
覚
上
人
元
庵

0

0

0

0

0

0

墨跡
「
■
僧
手
出
使
」
云
々

横
物 

表
装
中
廻
し  

浅
黄
地
竹
屋
町
上
下
茶
北
絹
「
真
珠
庵
■
座
首
点
字

天
源
庵
天
室
添
状

」
酒
井
家
旧
蔵

一
万
二
千
両

　

此
元
庵
墨
跡
ハ
東
山
御
物
七
点
の
内
と
申
事
、
但
し
東
山
御
物
総
墨
跡
ノ
七
点
の
内
に
有
之
こ
と
哉　

又

ハ
東
山
殿
御
物
亢

〔
マ
マ
〕庵
（
（
（

墨
蹟
ノ
七
点
之
内
に
有
之
や
次
第
不
分
明
に
候
へ
共
兎
も
角
東
山
御
物
七
点
の
内
と

申
候
へ
墨
跡
格
別
の
品
物
ニ
有
之
事 

右
三
井
よ
り
納
申
候　
　
　

亢
〔
マ
マ
〕庵

の
墨
跡
横
物
之
事
な
り

月
山
伝
来
追
記　

明
治
廿
四
年
伊
豫
松
山
の
豪
商
木
村
某
ヨ
リ
出
ズ
。
月
山
稲
の
幅
禅
月
羅
漢
ト
共
に
入
札

土
地
ノ
某
買
入
後
大
阪
山
中
ノ
手
に
移
り
戸
田
露
吟
ヨ
リ
益
田
家
に
渡
ル　
　
　
　
　

已
上
各
蹟
多
数 

拝
見
之
等
ハ
益
田
家
名
品
中
の
名
品
に
て
研
究
と
眼
満
此
上
な
き
仕
合
に
て　
　
　
　
　
　

翰
墨
城
の
如
き
、
表
裏
并
て
百
余
の
古
経
古
筆
が
古
筆
家
よ
り
当
家
に
移
る
際
ハ
万
金
に
も
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床
に
三
溪
翁
筆

書
幅　
　

 

文
ニ
曰
ク　

政
人
落
如
秋
、
柳
疎
遂
風
白
夜
飛
独

有
春
山
遥
待
我
白
雲
堪
臥
早
須
帰

壬
申
□新
感 

三溪　

 

此
の
合
客
ハ
三
溪
翁
在
世
中
翁
の

画
筆
に
対
し
批
評
を
申
込
し
事
と

思
ひ
出
し
た
と
共
に

こ
の
幅
を
夜
雨
老

特
に
用
い
ら
れ
し
か
、
階
上
寄
附
ニ
通
る
と
鈍
翁
筆

夢     

の
大
字
「
表
装
中
廻
し
千
体
仏
木

〔
マ
マ
〕判

刷　
　

一
文
字
紺
紙
写
経
ト
こ
っ
た
仕
立
」

　

□焼
八
角

風
炉　

釜
新
作

九
輪　

汲
出
暦
手
大
破 

銘 

朝
日
梅
沢
旧
蔵 

箱
裏
ニ
「
枝
に
も
る
朝
日
の
影
の
す
く
な
き
に

涼
し
さ
深
き
竹
の
奥
か
な　
　
　
　

 

鈍
翁 

ト
ア
ル
」

此
一
碗
に
香
煎  

入
れ
て 

扨
階
下
席
ニ
「 

床
へ 

高
野
山
奥
の
院
燃
火
料
寄
進
受
取
書

　
　
　

表
装
大
師
印
刷
紙
を
用
ひ            

」
花
入
高
麗

出
土　
　
　

土
風
炉

水
指
伊
賀

写

不
問
老
手
造　

さ
て
会
席
ハ
大
丼
に
饂
ど
ん

薬
味
入
楽 

野
菜
取
合
せ

薩
摩
汁    

大
徳
寺
納
豆　

里芋　

焼
物
ハ
ゼ
干

甘
煮

 

八
寸
吾
豆

鰯 

と
云
ふ
禅
味
の
こ
も
り
し

お
手
料
理
も
嬉
し
く   　
　

茶
入
金
輪
寺  

大
綱
和
尚
銘
鶴　

茶0

杓0

大
谷
尊
由
師
作

銘
釋
迦     　

茶
碗

0

0

光
悦
写

赤
楽

政
斎

0

0

作　

已
上
侘
を
中

真
に

茶
友
の
作
品
な
ど
用
ひ
ら
れ
て
の
情
味
深
く
、
只
拙
作
茶
碗
な
ど
出
る
べ
き
物
で
な
い
と
恐
縮
し
な
が
ら　
　
　
　
　

老
の
厚
意
を
謝
し
散
会
し
た

○
柳
瀬
荘
且
坐
庵
の
催
し
　
　
　
十
一
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

―
―
―
―
― 

ｐ
366

　

日
支
事
変
は
拡
大
に
拡
大
し
国
内
世
論
は
軍
部
の
圧
迫
に
依
り
如
何
と
も
な
す
が
ま
ま
に
物
資
の
不
足

壮
丁
の
応
召
は
日
と
共
に
増
大
し
窮
迫
の
度
ハ
一
般
民
衆
生
活
に
も
加
る
の
み
か
、
日
米
間
の
国
交
は
一
触

即
発
の
危
期
に
逼
る
こ
の
頃
と
て
不
安
と
緊
張
に
包
ま
れ
る
折
に
も
茶
の
湯
は
時
折
行
は
れ
る
が
、
行
通
も

又
不
弁
と
な
っ
た
際
山
荘
迄
遠
出
の
客
も
次
第
に
遠
慮
勝
の
今
日
耳
庵
翁
よ
り
益
田
夫
人
も
お
越
し
故
是

非
お
相
伴
と
誘
れ
魯
堂
遺
族
よ
り
の
贈
り

物
た
る
文
亀
二
年

0

0

0

0　
　
　

在
銘
の
魯
堂
0

0

の

二
字
額
を　

携
へ
出
掛
く
。
僅
か
半
月
稲
も
刈
入
終
り
矢
来
に
掛
け

田
の
面
の
景
色
も
一
変
し
て
い
る

　
　
　

客
組
ハ
（
益
田
夫
人
に
田
中
親
美
翁

　
　
　
　
　

平
松
老
ト
予　

の
四
人
）

　

待
合
に
吉
田
兼
好

0

0

0

0

の

秋
の
歌　

二
首
に
汲
出
湯
の
道
具　

型
の
如
く
し
て
お
主
人
迎
附
に
庭
伝
い
ニ
三
遺
構

且
坐
席
に

山
内
の
紅
葉
も
今
が
見
頃
な
る
庵
の
軒
端
の
柿
の
熟
せ
る
も
風
勢
深
く
入
席
す
る
と 

床
に
は
今
日
の
正
客  

貞
子
夫
人
の
筆

　

歌
仙
の
画
白描

に
鈍
翁
筆  

蓬
莱
山
の
讃
あ
る
お
幅
が
懸
り
お
正
客
の
遜
譲
に
も
拘
ら
ぬ

名
作
に
連
坐
敬
服
久
し　
　
　

風
炉
古
鉄
菊
透
し

大
ヤ
ツ
レ　

 

予
の
旧
蔵

　

釜 

霰　

炭
具
ハ
前回

に
同
じ　

香
合

0

0

青
貝
0

0

布
袋
一
文
字 

松
浦
家

旧
蔵

に
て
お
炭
あ
り 

香
合
ハ
時
代
も
よ
り
内
朱
に
て

図
柄
と
共
に
結
構
な
お
品　
　

只
炭
斗

金
馬
が
塗
物
丈 

組
物
の
方    

取
合
し
な
ら
ん　

さ
て
お
懐
石
ハ 

向
鯛
の
細
切

黄
菊
ア
ヘ 

器
ハ
黄
瀬
0

0

戸

 

見
込
に
菊
花
0

0    

押
形
ア
ル　

汁
合
せ
み
そ  

小
蕪
水
辛

　

椀
小
鳥
叩

唐
が
ん　

焼
物
興
津
鯛

器
志
野　

進
魚
壱
岐
ノ
雲
丹

織
部
透
し
角　

煮
物
八
ツ
頭

牛
蒡   　

朝
鮮

唐
津　

八
寸
グ
シ
子

（
（
（

塩
昆
布　

香
物
木
瓜

白
菜 

刷
毛
目　

菓
子
ハ
手
製  

キ
ビ
餅　

已
上
お
手
料
理
な
が
ら
数
度
の
事
と
て
熟
練
ハ
お
出
入
庖
丁
も
必
用
な
き
迄
上
達
し
客
と

し
て
も
其
の
お
心
入
れ
と
型
に
は
ま
ら
ず
美
味
に
頂
く
娯
さ 

殊
に
今
日
ハ
小
田
原
か
ら
の
珍
客
と
て
大
分

お
奮
発
で
も
あ
っ
た
。

　

中
立
後
入
席
す
る
と
床
に

宗
旦
在
判

0

0

0

0

銘
□麗
と

あ
る　
　
　

古
瓢
が
眺
と
云
い

量
ト
共
に
申
分

な
き
に
花
輪
塔
に

杜
鳥　
　

が
見
事
に
挿
れ
て
あ
る

水
気
滴
る
お
花
を
眺
る
内 

金
沢
村

（
（
（

彦
愛
蔵
刷
毛

三
島
水
指

0

0　
　
　
　

茶
入
道
安
好

旦
在
判
棗　

茶0

杓0

松
浦
鎮
信
公
筒
ニ　
　

大
町
清
九
郎
殿
へ 

徳
祐

　

茶
碗
黒
織
部  

銘
鶴
太
郎
と
云
ふ
大
振
り
な
が
ら
、
水
指
を
前
に
お
主
人
と
の
対
照
も
よ
く
、
例
に
よ
り
強
力
に
濃

茶
が
練
ら
れ
一
同
巡
服
賞
味
し
た
。

今
日
の
お

取
合
こ
そ
一
分
に
す
き
な
き
お
手
き
わ
ハ
百
練
迄
と
は
言
は
ね
ど
流
石
お

性
格
の
現
れ
申
分
な
き
お
振
舞
で
あ
っ
た
。
扨
広
間
に
通
る
と
牧
溪
写

0

0

0

探
幽
筆
遠
寺
晩
鐘

0

0

0

0

の
幅
古備

前　
　
　

花
入
に
秋
草

三
種

書
院
に
ハ
光
琳

0

0

金
地
鶴
の
硯
箱

0

0

と
云
ふ
豪
壮
な
飾
附 

名
品
な
る
も

備
前
ヘ
ン
壷
花
入
が
床
と
ハ
一
寸
不
釣
合
で
あ
っ
た
が
、

気
持
丈
ハ
良
か
っ
た
。
番
茶
水
果
子
な
ど
頂
き
な
が
ら
、
先
公
の
偲
出
話
や
世
の
様
な
ど
物
語
の
内
、
小
田

原
で
は
こ
こ
数
日
虫
干
中
と
の
事
に
て
日
を
期
し
風
入
れ
拝
見
を
乞
い
お
暇
し
て
次
の
間
を
見
る
と
、
之
れ
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（
影
印
本
上
巻
の
頁
番
号
）

○
柳
瀬
荘
小
集
の
茶（

（
（

　
　
　
十
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
― 

ｐ
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久
し
く
埼
玉
に
も
遠
の
き
魯
堂
死
亡
の
前
後
よ
り
、
自
分
の
病
中
の
見
舞
を
得
て
も
お
り
、
其
の
お
礼
に

も
一
回
お
訪
し
た
い
と
考
へ
つ
つ
、
外
出
に
も
気
重
く
、
た
め
ら
い
し
に
耳
庵
翁
よ
り
稔
の
刈
入
も
秋
色
を

添
へ
る
頃
ゆ
へ
一
度
お
出
掛
け
あ
る
べ
し
と
の
事
故
、
夫
人
の
見
舞
旁
々 

目
白
か
ら
の
車
を
得
て
柳
瀬
へ

出
向
く 

黄
金
色
の
稔
の
秋
に
も
道
す
が
ら
防
空
演
習
に
モ
ン
ペ
イ
姿
を
見
受
る 

物
騒
し
い
世
の
中
に
も
流

石
郊
外
風
物
は
洗
心
の
気
満
ち
て
い
る
。
い
つ
通
ッ
て
も
良
い
柳
瀬
堤
の
川
べ
り　

山
荘
に
ハ
名
古
屋
の

山
王
老
あ
り　
　
　

 

耕
圃

老
亦
あ
り
。
大
茅
葺
き
の
田
舎
家
縁
先
よ
り
眺
む
る
、
清
瀬
部
落
の
杜
、
高
く
聳
ゆ
る
海
軍
無
線
台
を
遠
く

見
る
の
も
時
局
の
只
な
ら
ぬ
を
感
じ
な
が
ら
、
趣
向
あ
り
げ
な
主
人
の
引
入
に
、
敷
台
よ
り
入
席
す
る
と
、

　

玄
関
次
ぎ
お
寄
附
に
ハ
芭
蕉

十
哲
樗
良
筆
雀
の

句

画
讃 

終
秋
な
か
て
あ
か
つ
き
の

し
か
の
聲　
　
　
　
　
　

 

蒔
絵
住
吉
硯
箱　

赤
絵
火
入
の
莨
盆　

敷
物
菊
湯
の
備
へ

広
間
床
に
ハ
唐僧

大
休
正
念
墨蹟　

無
学
禅
師
云
々
の

大
横
物　
　
　
　

 

書
院
新
羅
時
代　

共
フ
タ
鍍
金
香
炉 

時
代
松
木
盆
松
浦
家

旧
蔵

 

已
上
に
て
御
主
人

の
お
給
仕　

飯0

松
茸
0

0

め
し 

向
胡
瓜

あ
へ 

焼
物
鰤
切
身 

煮
物
牛
蒡

小
芋 

八
寸
サ
サ
ゲ

薫
製

 

香
の
物
胡
瓜

小
蕪 

黄
瀬
戸
の
小
鉢
と
云
ふ
田
舎

家
風
の
お
手
料
理
も
、
物
資
不
足
の
行
迫
り
か
ら
で
も
あ
ら
ん
。
中
立
は
秋
色
豊
な
園
内
逍
遥
と
云
ふ
自
由

さ
、
銅
羅
の

音
幽
に
聞
へ
渉
る
林
間
を
予
が
先
頭
で
旦
坐
庵
に
入
室　

床
に　
　
　

普
斎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ふ
り
い
た
す
あ
ら
れ
ま
じ
り
の
寒
か
な
」

の
小
瓢
に
野
菊
に
タ
ゼ
と
云
ふ

至
極
侘
し
き
風
情
に
挿
ら
る
　

鉄
風
炉
建
仁
寺
文
字
入

0

0

0

0

0

0

釜
霰　
　
　
　
　

炭
具

0

0

金馬　
　
　

外　

香
合

0

0

織
部

分
銅　

灰
器
ノ
ン
コ
ウ
作

杓
朝
鮮
砂
張　
　

　

水
指
釣
、
茶
入
道
安
好

0

0

0

元
伯
判
松
棗　

茶
杓
慶
首
座
作

原
叟
筒
　

茶
碗

0

0

長
次
郎

0

0

0

作

尼
寺　

と
云
ふ
名
残
気
分
申
分
な
か
し
も
木
地

釣
丈

は
お
控
へ
あ
し
方
よ
か
ら
ん
に

三
原
翁
に
ハ
年
中
名
残　
　
　

風
な
る
も
流
石
季
節
に
は
そ
れ
丈
ド
コ
カ
あ
ま
り
型
破
は
見
受
な
か
っ
た

お
茶
が
終
り
病
室
の
奥
さ　
　
　
　

ん
と
も
久
々
お
会
し
、
此
程
か
ら
の
お
礼
を
述
べ
病
後
の
体
と
て
早
目
に
お
暇 

耕
圃
老
と
共
に
帰
京
し
た
。

○
前
田
南
斎（

（
（

老
の
夜
会
　
　
　
十
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

―
―
―
―
― 
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下
町
繁
華
街
に
住
む
前
田
老
か
ら
、
久
し
く
お
会
せ
ぬ
か
ら
、
下
町
情
緒
を
味
い
旁
々
お
出
廬
如
何
一
服
さ
し

上
た
い
と
の
御
好
意
に
あ
ま
え

夕
方
か
ら
散
策
を
か
ね
て
前
田
老
も
近
来
娘
さ
ん
方
に
茶
の
稽
古
を
さ
れ
る

こ
と
か
ら
自
然
釜
に
親
む
嗜　
　

み
も
出
た
よ
ふ
に
て
仲
通
り
ハ
室
町
の　
　

店
舗
を
椅
子
間
に
ハ

石
川
宗
寂

（
（
（

老
宗
匠
や
遠
藤
老
ら
の
同
好
者

（
（
（

が
あ
り
備
附
に
て

お
湯
を
頂
き
階
上
に
登
る
と
迹
よ
り
岐
阜
水
琴
亭
の
縁
者
と

云
ふ
老
婦
人
も
参
加
さ
れ　
　

床
ハ
某
宗
匠
の

一
行　
　
　

他
ハ
自
作
品
を
飾
ら
れ
娘
さ
ん
の

お
給
仕
で
下
町
気
分
の
馳
走
の
数
々
を
頂
き 

水
指
信
楽
矢
筈
、

茶
入
了
々
斎

　

茶
杓
不
白
作

煤
竹
　

茶
碗
ハ
予
が
此
春
贈
り
し

自
作
赤
楽
に
て

お
濃
を
頂
く
今
宵
ハ
道
具
と
て
之
れ
と
見
る
べ
き
品
ハ
な
か
り
し
も
御　
　
　
　

一
家
が
心
か
ら
の
お
持
成
し
は
心
嬉
し
く
厚
く
お
礼
の
上
散
会
ス

○
琴
平
町
夜
雨
荘
の
一
夕
　
　
　
十
一
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

   

―
―
―
―
― 
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茶
友
と
し
て
ハ
な
か
な
か
面
白
く
物
に
テ
ラ
ワ
ス
喫
茶
境
に
終
始
す
る
夜
雨
主
人
よ
り
数
日
前
か
ら
の

お
招
を
今
宵
に
願
い
六
時
半
参
入
す
る
と
合
客
ハ
只
一
人
そ
れ
も
未
知
の
人
、
主
人
の
紹
介
で
ハ
、
丸
ビ
ル

に
古
く
店
舗
を
持
た
れ
る
文
房
具
老
主
人
に
て
画
に
文
に
趣
味
深
き
方
と
服
装
ハ
と
見
れ
ば　
　

モ
ン
ベ
ー
に
袖
な
し

を
羽
織
り
素

足
と
云
ふ
出
で
立 

奇
人
と
こ
そ
は

見
ら
れ
け
り
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今
回
は
、
仰
木
政
斎
著
『
雲
中
庵
茶
会
記
』
全
二
十
冊
の
う
ち
、
第
六
冊
の
昭
和
十
六

年
（
一
九
四
一
）
十
月
十
六
日
条
か
ら
、
第
七
冊
途
中
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）

十
二
月
二
十
九
日
条
ま
で
の
記
述
の
翻
刻
稿
を
掲
載
す
る
。

太
平
洋
戦
争
が
開
戦
し
、
仰
木
は
時
折
そ
の
戦
況
に
触
れ
な
が
ら
、
戦
局
が
刻
々
と
変

化
す
る
中
で
数
寄
者
た
ち
が
茶
の
湯
を
通
じ
て
交
わ
っ
た
様
子
を
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
書
き

ぶ
り
で
綴
っ
て
い
る
。
こ
と
に
松
永
耳
庵
は
今
回
掲
載
す
る
項
目
の
大
半
に
登
場
し
て
お

り
、
仰
木
と
の
親
交
の
深
さ
と
と
も
に
、
戦
中
に
あ
っ
て
も
精
力
的
に
茶
事
を
開
き
、
他

家
の
茶
事
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
昭
和
十
七
年
の
口
切
の
茶
事
は
真
珠
湾
攻

撃
か
ら
一
周
年
の
日
に
定
め
、「
有
楽
井
戸
」、
蒲
生
氏
郷
作
茶
杓
と
い
っ
た
松
永
自
慢
の

蒐
集
品
を
惜
し
み
な
く
用
い
る
（
本
書
影
印
本
上
巻
・
四
二
〇
～
四
二
一
頁
）
な
ど
、
随

所
に
戦
勝
祈
願
の
趣
向
が
見
て
取
れ
る
。
他
家
の
茶
事
に
お
い
て
も
、
席
主
や
招
客
に
軍

人
の
名
が
増
え
る
と
と
も
に
、
床
掛
に
戦
意
高
揚
あ
る
い
は
武
運
長
久
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
書
画
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
時
局
に
相
応
し
い
茶
の
趣
向
が
散
見
さ
れ
る
。

（
ご
と
う
ひ
さ
し　

福
岡
市
美
術
館
主
任
学
芸
主
事
）

凡
例

・　

�

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
仰
木
政
斎
著
・
味
岡
敏
雄
編
の
影
印
本
『
雲
中
庵
茶
会
記
』

（
限
定
版
・
非
売
品
、
平
成
九
年
発
行
）
を
底
本
と
し
た
。

・　

�

影
印
本
と
照
合
す
る
際
の
便
宜
を
考
え
、
項
目
ご
と
に
影
印
本
の
当
該
ペ
ー
ジ
番

号
を
表
示
し
た
。

・　

�

漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
常
用
漢
字
に
含
ま
れ
な
い
漢
字
及

び
一
部
の
人
名
表
記
で
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

・　

�

変
体
仮
名
は
現
用
字
体
に
改
め
た
。

・　

�

踊
り
字
は
原
則
と
し
て
同
音
の
平
仮
名
表
記
に
改
め
た
が
、「
々
」
は
原
文
の
ま

ま
と
し
た
。

・　

�

固
有
名
詞
の
明
ら
か
な
誤
字
は
訂
正
し
た
。

・　

�

固
有
名
詞
以
外
の
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
や
文
意
が
通
じ
な
い
部
分
は
基
本
的
に

そ
の
ま
ま
表
記
し
、
適
宜
傍
ら
に
〔
マ
マ
〕
を
付
す
か
、
註
記
し
た
。

・　

�

原
文
に
お
い
て
著
者
に
よ
り
文
字
の
訂
正
が
な
さ
れ
た
部
分
は
、
新
た
に
書
か
れ

た
文
字
の
み
を
示
し
た
。

・　

�

原
文
に
お
い
て
補
記
と
し
て
傍
ら
に
加
え
ら
れ
た
文
字
は
、
丸
括
弧
に
入
れ
て
行

内
の
該
当
箇
所
に
入
れ
た
。

・　
�

区
切
り
符
号
の
位
置
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
文
意
に
沿
っ
て
翻
刻
者
が
句
点

と
読
点
を
区
別
し
た
。

・　

�
判
読
不
能
の
文
字
は
■
で
示
し
、
判
読
困
難
な
文
字
に
つ
い
て
推
定
し
た
も
の
は

□
で
囲
ん
だ
。

・　

�

前
号
ま
で
に
註
記
し
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
註
記
を
省
略
し
た
。

後
藤
　
恒

『
雲
中
庵
茶
会
記
』
翻
刻
稿 

⑦
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龍折枝花文様克絲壁掛、中国・明時代、16-17 世紀

福岡市美術館蔵
Tapestry Hanging with Dragons and Flowering Branches Design,

Ming dynasty, China, 16th-17th century
Fukuoka Art Museum

14-Hd-224
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